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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「うわ…っ」

　危なっかしい足取りで自宅マンションへの道を歩いていた高こう坂さか遥はる人とは、些さ細さいな段差に爪つま先さきを引っかけてたたらを踏ふんだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　高坂」

　隣となりを歩いていた友人の永なが沢さわ哲てつ志しが咄とつ嗟さに腕うでを摑つかんで支えてくれた。

　食事がお開きになったあと、無事に帰れるか心配だと云いって送ってくれることになったのだが、彼の不安は的中したようだ。永沢は面めん倒どう見みがよく、大学で出で逢あって以来、色々と世話になっている。

「大丈夫、大丈夫……っと、あれ？　地面が斜ななめになってる？」

　まっすぐ立っているはずなのに、どんどん体が傾かたむいていってしまう。立て直そうとすると、今度は反対側によろけてしまい、また永沢に引っ張られた。

「斜めになってんのはお前のほうだよ。ほら、もっとしっかり摑まれって」

「久々に飲んだせいかなあ？　俺、こんなに酒に弱くなかったよな？」

「お前な……あれだけ飲めば酔よっ払ぱらうに決まってんだろ」

「あー、そっか、そうかもな」

　永沢に指し摘てきされ、自分が口にしたものを思い返す。

　行きつけのイタリア料理店で、いつもは一、二杯はいしか口にしない赤ワインを二本空けたあと、勢いづいてスパークリングワインの栓せんも抜ぬいてしまった。他ほかにもビールやカクテルなども飲んだ気がするけれど、はっきりとは覚えていない。

　永沢も一いつ緒しよに飲んでいたものの、そのほとんどは遥人が飲んでしまった。何となくむしゃくしゃした気分だったため、ついつい杯を重ねてしまったのだ。

（何であんなに苛いら々いらしてたんだっけ？）

　アルコールで嫌いやな気分を吹ふき飛ばすことはできたけれど、苛いら立だちの原因が自分でもよくわからなかった。家を出る前にしたことと云えば、原げん稿こうが届いていることを編集者に確かく認にんし、録画してあったドラマを見たくらいだ。

　強しいて挙げるとするなら、そのドラマの筋書きがあまりに陳ちん腐ぷで腹が立ったのだが、自棄やけ酒ざけの理由にはならない気がする。

　よく考えたらありがちな話で怒おこるほどのものでもなかったようにも思えるし、どうしてあんなに苛立ったのか自分でもよくわからなかった。

「まあ、仕事が一段落したんなら、明日はゆっくりできるんだろ？　たまには酔っ払ったっていいんじゃないか？」

「うん…」

　遥人の仕事は絵本作家だ。自分の作品を発表する他、広告用の商業イラストや小説の挿そう画がなども手がけているため、世間ではイラストレーターとしての認識のほうが強いかもしれない。

　というのも、本業は自他共に認めるほど寡か作さくなのだ。その反面、イラストの仕事の依い頼らいは途と切ぎれることがなく、その半分ほどは断らざるを得ない状じよう況きようだったりする。

　そんな中、今日はこれまで抱かかえていた仕事が一段落したこともあって、久々に友人の永沢と飲みに行くことになったのだが───。

（こんなに飲んだの初めてかも……）

　結果的に彼に迷めい惑わくをかけてしまうことになってしまった。しかも、彼から『話がある』と云われていたのに、聞きそびれてしまって本当に申し訳ない。

「でも、ごめん……話があるって云ってたのに、俺ばっかり話してて」

「いいって。あそこじゃ落ち着かなかったし、俺の話はいつでもいいからさ」

　いつでもいいと云いつつも、永沢は残念そうな顔をしている。もしかすると、何か相談したいことがあったのかもしれない。

　次の機会にするにしても、次の仕事に取りかかってしまうと外出できる余よ裕ゆうはしばらく持てなくなるだろうし、大手映画会社である帝てい都と映画に勤めている永沢も暇ひまなわけではない。遥人は少し考えて、控ひかえめに提案した。

「じゃあ、これからウチに寄っていかないか？」

「酔っ払いが気を遣つかわなくていいって。そんなふらふらなんだから、今日はさっさと休め。ずっと根を詰つめてたから、疲つかれが溜たまってたんだろ？」

「酔い覚ざましにコーヒーくらい飲んでけよ。俺もちょっと話し足りない気がしてたから、つき合ってくれると嬉うれしいし」

「奏かな汰たがいるんじゃないのか？」

「いま、映画の撮さつ影えいで北海道だよ」

　奏汰というのは、遥人の甥おいのことだ。彼は昔から遥人の家に出入りすることが多く、仕事上でも関かかわりがあるため、永沢とも面識がある。

「ああ、そうか。撮影押してるって、会社でも聞いた気がする。それなら、少し寄らせてもらおうかな」

　言葉を重ねると、初めは遠えん慮りよがちだった永沢も快く誘さそいに応じてくれた。

　まだふらつく体を支えてもらいながら、マンションのエレベーターに乗り込む。自宅はもうすぐそこだ。

　エレベーターの中にある鏡に映った自分の顔が目に入った。インドアな仕事のせいで色白い頰ほおがアルコールで上気しており、色素の薄うすい茶色い目は眠ねむたそうだった。永沢に支えられている細い体は、力が入らないせいかどことなく頼たよりない。

「あれ？　鍵かぎどこだっけ…？」

　エレベーターを降り、辿たどり着いた自宅の玄げん関かんのドアを開けようと鍵を探すけれど、見つからない。ジャケットのポケットに入れたような気がするのだが、左右のどちらにもなかった。

「そのポケットから見えてるのが鍵じゃないのか？」

「あ、ホントだ。あったあった」

　自宅の鍵には奏汰が小学生のときに学校の授業で作ったキーホルダーがついている。遥人が描えがいた絵本に出てくるヒツジのキャラクターを模したものだ。

「ただいまー」

　誰だれともなしに告げながら、覚おぼ束つかない手つきで鍵を回す。

「あれ？　電気がついてる。消し忘れていったっけ？」

「高坂、もしかしてこの靴くつ……」

　永沢の言葉に視線を落とすと、遥人のサイズよりも大きなスニーカーが揃そろえてあった。この家に出入りできる人間で、こんな大きさの靴を履はいているのは一人しかいない。

「……遅おそい」

　奥から不ふ機き嫌げんな顔で出てきたのは、甥の高坂奏汰だった。普ふ段だんから無ぶ愛あい想そうな顔がさらに不機嫌に歪ゆがめられている。

「え、何でいるんだよ!?　いま北海道でロケのはずだろ？」

「まさか、もう終わったのか？」

　面めん食くらう遥人と永沢に対して、何云ってるんだという顔で返してくる。

「終わるわけないだろう。一日だけオフをもらったんだ」

　奏汰は五歳のときに映画の主役に抜ばつ擢てきされてから劇団に所属するようになり、それからずっと役者を続けている。高校を卒業してからは俳優業に専念し、いまでは若手の中では売れっ子の部類に入るほどだ。

　奏汰は先月から主演する映画の撮影が始まり、忙いそがしい日々を送っている。今月の頭からは地方ロケに入り、帰宅もままならない状況だったはずだ。

　たしか、撮影スケジュールが押していると先日かかってきた電話で云っていた。遅おくれを取り戻もどすためにもしばらくは休みはもらえそうにないとも云っていた。

「休みなんてもらって大丈夫なのか？　撮影押してるんだろ？」

「交こう換かん条件を吞のんで、もぎ取ってきた。それに撮影が押してるのは俺のせいじゃない」

「もぎ取ってって、何でわざわざ？」

　あと半月もすれば撮影自体も終わるというのに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期にオフなんて取ってしまったら、スケジュールに狂くるいが出てしまうのではないだろうか。

　不思議に思って問い返すと、大きなため息が返ってきた。

「明日が何の日だか忘れてるだろ」

「明日…？　何かあったっけ？　ていうか、帰ってきてるなら電話くれればいいのに」

「そういう台詞せりふは携けい帯たい電話を携帯してから云いって欲しいね。かけたら、家の中から音がしたんだけど」

「あー、そういえば……」

　永沢との待ち合わせ場所に着いてから携帯電話を持っていないことに気づいたのだが、すんなりと落ち合えたので、手元にないことをすぐに忘れてしまった。

　元々、あまり普段使わないものだから、なくても不便に感じないのだ。

「連れん絡らくはつかないし、帰ってきたと思ったら、酔っ払いだし」

「ごめん……」

「あのさ、本当に覚えてないわけ？」

「何を？」

　奏汰が何のことを云っているのか、まったく見当がつかない。

「何って───」

　険を滲にじませた奏汰を宥なだめるように、永沢が間に入ってくる。

「まあまあ、高坂も何か嫌なことがあったらしいし、許してやりなよ。それに君ももういい歳なんだから、そろそろ叔父おじ離ばなれしてもいいんじゃないか？」

「永沢さんは口出さないでもらえますか。遥人を送ってきてくれてありがとうございました。あとは俺がついてるから大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっ、奏汰！　俺、まだ靴くつ脱ぬいでないんだけど」

　腕うでを引っ張られ、奏汰のほうへと引き寄せられる。慌あわてて踵かかとで蹴けって、革かわ靴ぐつを脱いだ。

「どうしたんだ、奏汰。せっかく帰ってきたのに、高坂がいなくて拗すねてたのか？」

「永沢さんには関係ないでしょう」

　二人は以前から顔見知りで、一いつ緒しよに仕事をしたこともある。いつもは親しくしているはずの永沢に、奏汰は何故なぜか冷ややかだった。普段は誰に対しても、こんなふうに失礼な態度を取ることはない。無愛想な見た目に反して謙けん虚きよな性格だ。

　五歳でデビューしてから、幸運にも大役をいくつももらい、一時期はＣＭなどにも出ずっぱりだった。そんな状況もあって、ずいぶんとちやほやされても来たけれど、図に乗るようなことはなく、人当たりもいい。身内の贔屓ひいき目めを除のぞいても、常識的な好青年に育ったと思う。

　それなのに、今日はまるで人が違ちがうみたいに無愛想だ。相当機き嫌げんが悪いのだろう。

（そんなに『明日』が大事な日だったのかな……）

　何か重要なことがあったような気もするが、アルコールの回った頭ではどうしても思い出せない。喉のどの奥に何か閊つかえているようなもどかしさを覚える。

「でも、奏汰。永沢もせっかくここまで来てくれたんだからコーヒーくらい……」

「遥人。永沢さんも早く帰らないと、終電なくなるんじゃないか？」

「いや、俺は別にタクシーでも───」

「すみません永沢さん、悪いけど、また改めて来てもらえますか？　遥人もこんなだし、もう遅いので。駅まで道わかりますか？　何なら、俺が送っていきますけど」

「……道はわかるよ。じゃあ、また日を改めてお邪じや魔まさせてもらうよ。じゃあな、高坂。また連絡する」

　永沢は言外に『帰れ』と云っている奏汰の言葉に苦く笑しようし、諦あきらめた様子で玄げん関かん先さきで踵きびすを返した。今日は奏汰の機嫌が直ることはないと思ったのだろう。

　遥人は慌てて裸足はだしで永沢を追いかけ、その背中に声をかける。

「ご、ごめんな」

「おう、連絡するから近いうちにまた飲みに行こうぜ。今日はがんばって奏汰くんの機嫌を取ってやれよ」

「うん、その、気をつけて帰れよ」

　永沢を見送ってから部屋に戻った遥人は、不機嫌な顔のまま壁かべに寄りかかっていた奏汰を叱しつ咤たした。

「何なんだよ、あの態度！　お前も永沢には世話になってるだろ!?」

「今夜だけは誰にも邪魔されたくないんだ」

　そう云って、奏汰は玄関の鍵をかけ、チェーンまでかけた。

「だから、何があるって云うんだよ───」

　はっきりと答えを告げてくれない奏汰に苛いら立だち、声を荒あららげた瞬しゆん間かん、ぐらりと目眩めまいを覚える。前のめりに倒たおれた遥人は、奏汰の胸に抱だき留とめられた。

「もう夜も遅いんだから、あんまりでかい声出すなよ、酔よっ払ぱらい」

「だって、お前が……って、な、何すんだ!?」

　脇わきの下と膝ひざの裏に手を入れられ、掬すくわれるようにして抱き上げられた。　>>>♥

「どうせまっすぐ歩けないんだろ？　寝しん室しつまで運んでやる」

「一人で歩けるから下ろせ…っ」

「落とされたくなかったら大人しくしてろ」

「……ッ」

　脅おどし文もん句くのような言葉に思わず身を硬くし、奏汰の首にしがみついた。しかし、この状じよう況きようが何となく悔くやしくて拗ねた言葉を呟つぶやいてしまう。

「昔は俺が抱かかえてやってたのに」

「昔っていつの話だよ。俺が遥人の背を追い越こしたのは中三のときだったろ？」

「もっと前のことだよ！」

　簡単に云い返され、唇くちびるを尖とがらせる。まるで、自分のほうが年下の子供のようだ。こんな態度を取ってしまうのは、酔っているせいに違いない。

「根詰つめて仕事してただろ？　前より軽い」

「何でお前が俺の体重知ってるんだ」

　このところ、仕事が詰まっていたため、心持ち肉づきが減ったのは自覚しているけれど、奏汰に気づかれるほど瘦やせたとは思えない。

　すると、奏汰は単純明快な答えを告げた。

「机で寝ねてる遥人を何度もベッドに運んだことがあるから」

「えっ、あれって奏汰が運んでくれてたのか!?」

　初めて知る事実にびっくりする。てっきり、記き憶おくにはないけれど自分で寝室に行っていたのかと思っていた。

「そんなに驚おどろくところか？」

「いや…限界越えたら、無意識にベッドに潜もぐり込んでるのかと……」

「そんな都合のいいことがあるわけないだろ」

　呆あきれた眼まな差ざしを向けられ、気まずくなる。話を逸そらそうと、無む理り矢や理り話題を変えた。

「そ、そういえば、家には顔出したのか？」

「まっすぐこっちに来た。東京戻ってることも云ってない。遅おそくに帰って陽ひな汰たを起こすわけにはいかないだろ」

「そっか、そうだよな」

　奏汰は父親と五歳の弟の三人暮らしだ。数年前までは母親がいたけれど、離り婚こんして出ていってしまった。

　未いまだに実家暮らしだけれど、仕事が長引き、帰りが遅くなるときは、深夜に弟を起こさないようにと、近くに住んでいる遥人の家に泊とまりにくる。そのため、客間はほとんど奏汰の部屋になっている。

　今日も渡わたしてある合い鍵かぎで部屋に上がって、遥人の帰りを待っていたのだろう。

　寝室のベッドに下ろされ、上着を脱がされる。逆らうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、世話を焼く奏汰に身を任せる。奏汰は胸むな元もとのボタンを緩ゆるめながら、苦言を口にする。

「酒臭くさい。いったい、どれだけ飲んできたんだ？　酒を飲むのもいいけど、限度ってもんがあるだろ。大人なんだから、自分でセーブしろよ」

「いつもはしてるよ！　ちょっと今日は勢いづいただけで……」

　とにかく、無む性しようにむしゃくしゃしていたせいで飲みすぎてしまったのだが、奏汰には云い訳にしか聞こえないだろう。

「そうやって、つけ入る隙すきを与あたえるな。心配でおちおち留守にできなくなるだろ」

「つけ入る隙って、何の話だ？」

「気づいてないのか？　気づいてたら、あんな態度取らないか」

「何なんだよ！　一人でわかった顔すんなよ」

　大きなため息をついてわからないことを云いう奏汰に苛立ちを覚える。

　遥人は起き上がり、水を持ってくると云って寝室を出ていく奏汰に問い返す。やがて、奏汰は氷水の入ったグラスを手に戻もどってきた。

「遥人はマジで鈍にぶいよな。永沢さんの気持ちに全然気づいてないんだ」

「気持ちって……」

「あいつ、遥人に気があるの見え見えじゃないか」

「そんなわけ───」

　ない、と云いかけ、今日の永沢の物云いたげな眼差しを思い出す。熱っぽい瞳ひとみは、どことなく意味深だった。話があると云ってきたときも、どこか落ち着かない様子ではあった。

（気のせいに決まってる）

　大学生の頃ころから、永沢はいい友人だ。恋れん愛あいの相談だってしたこともあるけれど、自分に気があるような素そ振ぶりは一いつ切さいなかった。

「とりあえず、これ飲んで」

「ありがとう……」

　冷えた水を一息に呷あおると、アルコールで熱っぽくなっていた体が、内側から冷えていく。

「とにかく、あいつと二人きりになるな」

「何でお前にそんなこと命令されなくちゃいけないんだ」

「俺が嫌いやだから」

「お前なあ……」

　理り不ふ尽じんなわがままを当然のような顔で云われると、呆れて返す言葉もなくなる。

　だけど、そんなわがままを許してきたのも遥人自身だ。

　働きに出ている両親に迷めい惑わくをかけないよう、聞き分けのいい子供になってしまった奏汰が可哀かわい想そうで、とことん甘やかして育ててしまった。

　こんなふうに遥人に対して独どく占せん欲よくを見せるのも、初めてのことではない。子供の頃から遥人の友人には誰だれに対してもライバル心剝むき出しだったし、いまは弟の陽汰にさえ張り合っている。

　それでも、鬱うつ陶とうしいと思うどころか呆れつつも微笑ほほえましく思ってしまうのは、遥人が自他共に認めるかなりの叔父おじバカのせいだろう。

　自分で育てたという自負もあって、つい甘くなってしまうのだ。

「なあ、奏汰。さっき云ってたのって結局何なんだ？　てか、明日って何日だっけ？」

「四月十五日」

「十五？　四月十五日、四月十五日……あっ、お前の誕生日か！」

「そうだよ。もう今日だけどな」

　部屋にかかっている時計を見ると、五分ほど前に日付が変わったばかりだった。

「もしかして、零れい時じに間に合うように帰ってきたとか？」

「……悪かったな、ガキっぽくて」

　ふと浮うかんだ疑問を口にすると、奏汰は拗すねた顔をした。最近はドラマの中以外で感情的な表情をしないため、プライベートでそんな顔を見るのは久しぶりな気がする。

（でも、今年に限って自分から云い出すなんてヘンなの）

　納なつ得とくしかけたけれど、やはり疑問は残る。子供の頃ならともかく、奏汰は自分の誕生日など記念日に拘こだわるようなタイプではない。毎年、無理矢理遥人が祝ってやるのが恒こう例れいになっている。

「誕生日に拘ってるのって、二十歳はたちになるからか？」

　ふと思いついた理由を口にすると、奏汰は飛びつかん勢いで詰め寄ってきた。

「思い出したのか!?」

「ちょ、近い、近いって…！」

　目鼻立ちのはっきりした顔立ちに、少し吊つり上がり気味の切れ長の目。遥人の兄である父親の昭あき人とよりも、数年前に出ていった派手な美人だった母に似ている。

　役作りで伸のばしている漆しつ黒こくの髪かみは艶つややかで、本人の性格と同じようにまっすぐだ。

　母親似の顔つきとは対たい照しよう的に、体格は昭人に似てきている。身長も中学生でぐんと伸びたため、遠目から見た後ろ姿はそっくりだ。

　頭も小さいため、八頭身に近い。まだ少し頼たよりなさはあるけれど、あと二、三年もすれば、しっかりとした大人の体格になるに違ちがいない。

（あ、あれ？　何か、ドキドキする……）

　見つめてくる瞳に鋭するどさと熱が籠こもっているのは、役が抜ぬけていないからだろうか。

　身内の贔屓ひいき目めをなしにしても、奏汰は男前に育ったと思う。

　小さいときから整った顔をしていたけれど、ここまでカッコよくなるとは思っていなかった。両親のいいところばかりを受け継ついだのだろう。

　容姿だけで云えば、好みの顔だ。顔だけではない。ほどよく筋肉のついた体も、まっすぐすぎる性格も遥人のタイプのど真ん中だ。

（───って、甥おいっ子相手に何考えてんだ！）

　不ふ謹きん慎しんにもほどがある。胸の内の動どう揺ようをごまかそうと、早口で語りかけた。

「誕生日のプレゼントなら用意してあるから。本当はクランクアップして、休みになったらみんなでお祝いしようとしてたんだけど」

「……プレゼントが欲しいわけじゃない」

　奏汰は再び、落らく胆たんのため息を吐ついた。そのがっかりとした表情に胸が痛むと同時に苛いら立だちも覚える。何のことを云っているのか、さっさと教えてくれれば、こんな無む駄だなやりとりをしなくてすむというのに。

「じゃあ、何しに帰ってきたんだよ」

「約束を果たしてもらうためだ」

「約束…？」

　いったい、奏汰とどんな約束をしただろうか。

　プレゼントに欲しいものを訊きいても、『別に物は欲しくない』としか返ってこないため、遥人は毎年自分で考えて贈おくるようにしている。

「本当に覚えてないんだな。二十歳になったら、結けつ婚こんしてくれるって云っただろ」

「───は？」

　一いつ瞬しゆん、思考回路が停止する。結婚───奏汰はいまたしかにそう云った。その単語を何度も反はん芻すうするけれど、理解が追いつかない。

「覚えてないとか云うなよ」

「ええと……」

　覚えていないわけではない。記き憶おくにはある。

　しかし、あれは他た愛わいもない冗じよう談だんでしかないと思っていたのだが───。

　幼よう稚ち園えん児じの頃、奏汰は「遥人と結婚する！」としつこく云い張っていた。

　初めのうちは微笑ましく思うだけでよかったのだが、家の中で家族にだけ云っているならともかく、誰に対してもそう宣言するようになり、だんだんと洒落しやれにならなくなってきた。

　男同士では無理だと云っても納得してくれないし、血けつ縁えん関係では結婚できないのだと教えても理由がわからないと駄だ々だを捏こねる。

　困り果てた遥人は策を講じ、こう云った。

『結婚っていうのは、大人にならないとできないんだ。奏汰が大きくなったときに、まだ俺と結婚したいって思ってたら、してやってもいい』

　自分たちは結婚なんてできないと突つっぱねるよりも、こうしてある程度の譲じよう歩ほを見せたほうが納得するのではないかと考えたのだ。

（あのとき、こいつ何て云ってたっけ…？　ああ、そうだ）

　遥人の言葉に対し、奏汰は「何歳になったら大人なの？」と食い下がってきた。だから、「日本では二十歳が大人の仲間入りなんだ」と教えてやったのだ。

『じゃあ、二十歳になったら遥人はおれと結婚してくれるんだな』

『ああ、してやるよ。その代わり、それまでこの話は誰にもしないって約束できるか？』

『うん、する』

『じゃあ、指切りだ』

　思春期になれば好きな子もできて、遥人と結婚するなどと云っていたことは忘れてしまうだろうと思っていた。だからこそ、ああして指切りまでしたのだ。

（まさか、ずっと本気にしてたなんて……）

　大人の──と云いっても遥人も中学生だったが──ずるい噓うそと云われても仕方はないが、よくあることではないだろうか。

「その顔は思い出したんだな」

「思い出したけど、あれは何て云うかその場の出任せみたいなもので……」

「絵本作家のくせに子供に噓ついたのかよ」

「当時はまだ作家じゃなかった！　だいたい、俺とお前で結婚なんかできるわけないだろ」

　当時と同じ理由で反論を試みる。だが、それはあっさりと論破された。

「男同士だからってこと？　別に役所に書類を提出したいわけじゃない。遥人を俺のものにしたいだけだ。何なら、養よう子し縁えん組ぐみでもする？　叔父と甥なら可能だろ」

「そ、その前に俺の気持ちはどうなんだよ！」

「どうも何も、遥人、俺のこと好きだろ？」

「好きは好きでも、全然種類が違ちがうだろ！」

　遥人にとって、奏汰はただの甥以上の存在だ。働きに出ていた彼の両親の代わりに面めん倒どうを見て、小学校の授業参観にも運動会に行ったのも遥人だ。

　しかし、誰よりも大事に思っているけれど、恋れん愛あい対象として見たことはない。遥人は何とか気を取り直して反論する。

「俺が相手じゃ欲よく情じようしない？」

「……っ」

　しない、と一言云えばすむはずだった。なのに、遥人は思わず言葉を詰つまらせてしまった。そんな自分に戸と惑まどっていると、奏汰はさらに追い詰めてきた。

「遥人が男がダメだっていうんなら仕方ない。けど、そうじゃないだろ？」

「！」

　遥人は零こぼれ落ちんばかりに目を瞠みはった。どうして奏汰がそれを知っているのか、もしかして鎌かまをかけられているのだろうかと疑問が次々に浮かんでくる。

「云っとくけど、親父おやじに聞いたわけじゃないからな。隠かくしてたみたいだから黙だまってたけど、見てればわかる。昔、何度か家に連れてきたやつとつき合ってたんだろ」

「────」

　奏汰の云うとおり、遥人は女性を恋愛対象として見られない。一時期、結婚しないのかとうるさかったため、兄にはカミングアウトしているのだが、奏汰にはひた隠しにしてきた。

　偏へん見けんを持っていると思っていたわけではないけれど、知らずにすむならそのほうがいいと考えたのだ。

「いまはフリーだってことも知ってる」

　奏汰には何もかも見み透すかされているのだろうか。

　数年前に恋こい人びとと別れてからは、恋愛から縁えん遠どおくなっている。別れた原因は奏汰と陽汰の面倒ばかり見ていて、二人の時間が作れなかったからだ。

『どうせ俺より甥っ子のほうが大事なんだろ？』

　当時、恋人はそう云って遥人のもとを去っていった。事実そのとおりだったし、赤ん坊ぼうだった陽汰からは目を離はなせなかったため、去っていった恋人を追うことはなかった。

「だいだい、あの男より俺のほうがいい男だろ」

「そういう問題じゃない。逆に訊くけど、何でそんなに俺に拘こだわるんだ？」

「好きだからに決まってんだろ」

「本当にそうなのか？　子供のときに約束したから、そうしないといけないって思い込んでるだけじゃないのか？」

　勘かん違ちがいや刷り込みのようなものなのではないのかと確かく認にんする。性格に頑がん固こなところもあるから、意固地になっている可能性はあるかもしれない。

　しかし、奏汰はそんな遥人の考えを一いつ蹴しゆうしてきた。

「思い込みだけで血の繫つながった相手に欲情なんてすると思うか？」

「それは───」

「俺だって、ずっと考えてた。ブラコンみたいなものだろうって思ってたこともある。けど、遥人以外の人間に心が動かないんだからどうしようもないだろ」

「そんなこと、云われても……」

　奏汰の開き直った発言に、戸惑うしかなかった。

　普ふ段だんは口数が少ないくせに、一度云い出したら絶対に自分から引こうとしない。頑固なところは兄の昭人にそっくりだ。

　遥人の言葉が耳に届かないのは、一種の反はん抗こう期のようなものかもしれない。

「俺にとっては奏汰も陽汰も大事な甥おいっ子で、子供みたいなものだし……」

「いまは陽汰は関係ないだろ。それに俺はもう子供じゃない」

「二十歳はたちになったとしても、俺がお前を育てたことには変わりないんだからな。誰だれがおむつ替かえてやったと思ってるんだ」

「遥人は俺がまだおむつ替えてた頃ころと変わらないって思ってるのか？」

「そういうわけじゃないけど……」

「もう俺が子供じゃないって、わかってるだろ？　昔の俺じゃなくて、いまの俺を見ろよ」

「！」

　両りよう腕うでを摑つかまれ、ぐっと顔を近づけられた。見慣れた顔だけれど、そこに浮うかんだ表情は遥人が知っているものより大人びたものだった。奏汰の強い眼まな差ざしから目を離せない。

（こんな顔してたっけ…？）

　何故なぜか、心臓が高鳴ってくる。目の前にいるのはたしかに甥の奏汰なのに、まるで別人のようにも思える。元々、昭人にも遥人にも似ていないけれど、今日はとくに雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

「な…何で、俺なんだよ……お前の周りには可愛かわいい子いっぱいいるだろ」

「遥人より可愛いやつなんているわけない」

「それは身内の欲よく目めだ！」

　奏汰の本気の言葉につい顔が熱くなったが、その言葉が客観性を持っていないことくらい遥人にもわかる。

　童顔なのは自覚しているけれど、奏汰の周りには綺き麗れいな女優もたくさんいる。彼女たちより可愛いなんてことはありえない。

　凜り々りしい顔立ちの奏汰に対して、遥人は垂れ目で瞳ひとみも髪かみも色素が薄うすい。

　自由業のせいか若作りで年ねん齢れい不ふ詳しようのため、奏汰が成長するに従って、叔父おじだと云ってもなかなか人に信じてもらえなくなってきた。

「実際に女の子とつき合ってみてわかったんだ。俺は遥人が好きだって」

「え…？　お前、彼女いたのか!?」

「すぐ別れたけどな。つき合っていくうちに好きになれるかもしれないって思ったけどダメだった」

　自分の知らないうちに奏汰に彼女ができていたことに衝しよう撃げきを受けた。

　しかし、よく考えてみれば、いま若手の中で一番勢いのある役者と云われている奏汰が、誰ともつき合ったことがないほうがおかしい。

（全然知らなかった……）

　ただ、自分の知らない誰かと親しくしている奏汰を想像すると嫌いやな気持ちになった。その子とどんな話をして、どんな顔を見せたのだろう。そんなふうに考えると、胸が重くざらつく。

「────」

「俺に彼女がいたことがそんなにおかしい？」

「い、いや、そういうわけじゃない、けど……」

「俺ももう何も知らないガキじゃないんだ。子供にはこんなことできないだろ？」

「こんなことって───」

　云いかけた言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれてしまった。肩かたを摑まれて引き寄せられたその瞬しゆん間かん、唇くちびるを口づけで塞ふさがれたのだ。

　何が起きたのかわからず、思わず目を瞠る。永遠にも思えるほど長い数秒のあと、我に返った遥人は奏汰を力いっぱい突つき飛ばした。

「奏汰、お前何考えて……ッ」

　濡ぬれた唇を手の甲こうで拭ぬぐうが、生々しい感かん触しよくは消えてはくれなかった。

「こうでもしなきゃ俺の本気を信じないくせに」

「うわ…っ」

　隙すきを突かれ、ベッドに押し倒たおされる。起き上がることも阻はばまれ、また深く口づけられた。舌を捻ねじ込まれ、荒あら々あらしく口こう腔こうを搔かき回された。

「ん、ぅ、んん……っ」

　もう一度突き飛ばしたかったけれど、両手を押さえつけられているせいで体の自由がままならない。

　奏汰のキスに、どんどん酔よわされていく。搦からめ捕とられて吸い上げられている舌は、いまにも蕩とろけてしまいそうだ。

　数年ぶりの本格的なキスは、眠ねむっていた遥人の官能を呼び起こしていく。

（力が、入らない───）

　舌や粘ねん膜まくが擦こすられるたびに、ぞくぞくと頭の芯しんが甘く震ふるえる。不快感を覚えるどころか、感じてしまっている自分に混乱した。

　余よ裕ゆうのなさは否いなめなかったけれど、その舌の動きには慣れが感じられた。誰かに教えられた成果なのだと思ったら、鳩尾みぞおちのあたりが重くなった。

　いったい、どんな子とつき合っていたのだろうか。きっと、その子とキスやそれ以上のこともしたに違いない。

　そんなふうに考えると、どんどん胸の中に黒い靄もやのようなものが広がっていった。

「んぁ、ン、ん、はっ……」

「……ずっと遥人にこうしたかった」

「奏汰───」

「遥人が他ほかのやつと笑ってるのを見るだけで苦しかった。俺だけ見てればいいのにって、いつも思ってた」

「んく、んぅ…っ」

　何度も角度を変えながら、深く貪むさぼってくる。手首の縛いましめが解かれたかと思ったら、服の上から体の上を撫なで回された。やがて、その手はシャツの下に潜もぐり込んできた。

「んん、んー…っ」

　腹部から胸に這はい上がってきた奏汰の手は、すぐに胸の尖とがりを探さぐり当てた。

　最初はそっと撫でていただけだったのに、そこがむず痒がゆくなってきた頃、抓つまみ上げられ、指で捏こねられる。

「んっ、んん……っ、あ…っ」

　唇が解けた瞬間、高い声が喉のどから零こぼれた。

「や…っ、や、あ……」

　膝ひざで股こ間かんを刺し激げきされる。そうこうしているうちに、のっぴきならない状態になってしまった。

「噓うそ───」

「信じられないなら、自分の目で見てみろよ」

　ウエストを緩ゆるめられ、ズボンも下着も引き下ろされてしまった。剝むき出しになった自らの性器は、張り詰つめて反り返っていた。

　そんな場所を無防備に晒さらされて、羞しゆう恥ちに絶句する。どう反応していいかわからない遥人のそれに、奏汰は無ぶ遠えん慮りよに触ふれてくる。

「あ……っ!?」

「イカせてやるよ。遥人も昔俺にしてくれただろ？」

「あ…あれは……っ」

　奏汰の言葉に、記き憶おくの奥に追いやられていた出来事を思い出す。

　もう十年ほど前のことだ。生理現象の理由がわからず、その辛つらさにベソをかいていた奏汰を宥なだめるために、やむなく自じ慰いの仕方を教えたことがある。

　きっと、その手のことは親には訊ききにくいだろうと思って、遥人が手て解ほどきをしたのだ。

　普ふ通つうなら友達同士で知識を教え合うものだが、子役として活かつ躍やくしていた奏汰に、そういった話ができる同年代の友達はほとんどいなかった。

「俺さ、初めてがああだったせいか、遥人がおかずじゃないとイケないんだよな」

「な…っ」

「だから、お返し」

「や…っ、あ、んんっ」

　仕返しの間ま違ちがいではないのかと云いいたかったけれど、まともな言葉が紡つむげなくなってしまう。

　男だから弄いじられれば反応する。けれど、嫌けん悪お感かんを持っていたら、こんなふうにはならないだろう。自分がどうしてこんなふうになっているのか、自分でもわからなくて混乱した。

「や、噓、何で……っ」

「何でって気持ちいいから感じてるんだろ？　酔ってるわりに敏びん感かんだよな」

「ぁあっ、あっ、ん、あ、あ！」　>>>♥

　昂たかぶりを扱しごいていた指が先せん端たんを弾はじいた。体液の潤うるむ先端を爪つめで引っかかれ、びくんっと腰こしが大きく跳はねた。

　絡からみつく指に快感を高められていく。イキそうでイケない、ぎりぎりの感覚がもどかしい。自分でも擦りつけるように腰を動かしてしまう。

「もうイキそう？」

「ん……っ、いく、出ちゃう……っ」

　あられもなく欲よく望ぼうを口にすると、奏汰は扱く指に力を込めた。喘あえぐ唇を啄ついばみながら、遥人を限界まで追い詰める。

「あ、あ、ぁあっ───」

　遥人はとうとう達してしまった。奏汰の手の中に欲望を吐はき出してしまう。解放感を覚えると共に、背徳感に苛さいなまれる。

「遥人……？」

　奏汰の声が遠くで聞こえる。終わりを迎むかえた途と端たんに襲おそってきた強きよう烈れつな眠ねむ気けに抗あらがえず、遥人は深い眠りへと落ちていった。
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「本当に反省してるのか？」

「してるって云ってるだろ」

「じゃあ、何でそんなふて腐くされた顔してるんだ」

「この顔は元からだ」

　起きてからずっとこの繰くり返しだ。昔と同じように正座をさせて叱しかっているのだが、奏汰には心からの反省が見られない。

　ややキツめの顔立ちのせいで黙だまっていると不ふ機き嫌げんに見えるのは事実だが、生まれた頃ころから知っている遥人には些さ細さいな表情の変化で感情が手に取るようにわかる。

　こうやって口角が少し下がっているときは、拗すねているのだ。

「噓つけ。納なつ得とくいかないから拗ねてんだろ？　云いたいことがあるなら、はっきり云え」

「じゃあ云わせてもらう。何で俺ばっかり悪いんだ？　いきなりキスしたのは俺だけど、遥人だって感じてただろ。弄られて気持ちよさそうにしてたくせに」

「なっ……」

　直接的な表現に、カッと顔が熱くなる。頰ほおを赤らめ絶句している遥人に、奏汰は畳たたみかけるように云ってきた。

「俺にイカされたのが恥はずかしいのかもしれないけど、遥人が俺との約束を忘れてたこととか、元から守るつもりなんてなかったことは悪くないのか？」

「それ、は……っ」

　痛いところを突つかれ、反論できなくなる。それに、キスを拒こばめなかったことも、触れられて感じてしまったことも事実だ。

「遥人の同意を得ずに始めたことに関しては反省してる。次からはちゃんと断りを入れてからするようにすればいいんだろ？」

「全然違ちがう…ッ」

　斜ななめ上の解かい釈しやくに、がくりと肩かたが落ちる。反省のポイントもずれていて、どこから訂てい正せいすればいいのかわからない。

（もう云い聞かせるのは諦あきらめたほうがいいのか……？）

　次からは断りを入れると云っているから、きちんと自分が拒めば昨夜のようなことにはならないはずだ。

「……もういい、お前はさっさと仕事に行け。スタッフさんたちだって待ってるんだろ？」

「まだ飛行機の時間には早い。───それより、遥人こそ幼よう稚ち園えんのお迎えはいいのか？」

「えっ!?」

　奏汰の言葉に慌あわてて時計を見ると、もうすでに三時を過ぎていた。とっくに奏汰の弟の陽汰を幼稚園に迎えに行かなければいけない時間だ。

「あいつ、迎えが遅おくれるとうるさいからな。早く行ったほうがいいんじゃないか？」

「わかってるよ！」

　ここから幼稚園までそう遠くないとは云え、いつもならこの時間にはもう家を出ている。

　車を出すほどの距きよ離りではないのと、自分の運動不足解消も兼かねて毎回徒歩で迎えに行っているのだが、今日は完全に遅ち刻こくだ。

　父親の昭人が帰ってくるまで、陽汰を遥人の家で預かるのが日課だ。おやつのあと、元気のあり余る五歳児の相手をし、夕飯を食べさせて昭人の迎えを待つ。

　昼ひる寝ねをしてくれればずいぶんと助かるのだが、最近ではよほど疲つかれていないと日が暮れるまで電池が切れることはない。

「ああもう、おやつの準備もできてないのに！」

「ホットケーキでも焼いてやればいいだろ」

「あ、そうか。……って、何してるんだ？」

　クローゼットからジャケットを引っ張り出していると、奏汰も出かける支し度たくをし始めた。飛行機の時間にはまだ早いとさっき云っていなかっただろうか。

「俺も一いつ緒しよに行く」

「お前も来るのかよ!?」

　思わず大きな声を出してしまった。遥人の反応に、奏汰は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「何でそんな嫌いやそうなわけ？」

「いや……」

　有名人の奏汰が幼稚園に行くと大おお騒さわぎになるから面めん倒どうなのだが、そうも云いえない。

　本人はもう慣れているのか、どんなに注目されても気にならないようなのだが、一緒にいるこっちは緊きん張ちようする。

「ほら、早く行こうぜ。陽汰が駄だ々だ捏こねるぞ」

　そう云って、奏汰はさっさと一人で玄げん関かんへと向かう。

「おい、ちょっと待てって！」

　遥人は渋しぶ々しぶと、急せかす奏汰の背中を追いかけた。










　並んで歩く奏汰の様子をこっそりと窺うかがう。遥人のほうは気まずい思いをしているというのに、涼すずしい顔をしている。

（俺がこんなに困ってるっていうのに……）

　酔よっ払ぱらっていたとは云え、自分で育てたような相手とあんなことをしてしまって平気でいられるはずがない。

『遥人が好きだ』

　昨夜云われた言葉は、はっきりと耳に残っている。その思い詰つめた響ひびきも、熱の籠こもった眼まな差ざしも、忘れたくても忘れられない。

　いっそ、あれがただの度を過ぎた冗じよう談だんだったなら、ふざけるなと怒おこるだけですむ。だが、奏汰がああいう冗談を云う性格じゃないと知っているから困るのだ。

　いったい、どう対処すればいいのだろう。生まれたときから、ずいぶんと面倒を見てきたし、頭を悩なやませることもあったけれど、こんなふうに悩むことは初めてだ。

「遥人」

「な、何だ？」

　不意に呼びかけられて、飛び上がりそうになる。

「何びびってんの？」

「べ、別にびびってなんか……」

「じゃあ、さっきからちらちら俺のほう見てたのは見み蕩とれてただけか？」

「違ちがっ……」

　思わず顔を赤らめて否定したけれど、奏汰の顔に目を奪うばわれていた瞬しゆん間かんもないわけではなかった。映画のロケのせいか、数ヶ月前より精せい悍かんさの増した顔つきは、奏汰を一気に大人びた印象へと変えた。

　元々、奏汰の顔は好きだけれど、ますます好みになってきている。もし、奏汰が甥おいではなく、ただの他人だったら、口説かれて落ちない自信はない。

（……って、何考えてんだ俺は！）

　危ない思考を振ふり払はらい、意識して違う話題を振る。黙っているから、ろくでもないことを考えるのだ。世間話をしていたほうが気が紛まぎれるに違いない。

「そ、そういえば、いま撮とってる映画って公開いつになるんだ？」

「一応予定は八月って云ってたけど、編集次し第だいで延びると思う。何せ、監かん督とくはあの上うえ杉すぎ浩こう市いちだからな」

「特集されてた雑誌読んでみたけど、天才とか鬼き才さいとかって書いてあったな。やっぱり厳しい人なのか？　上杉監かん督とくって」

　最新作の〈七なな夜よ月づき〉の試写会のチケットを永沢からもらって見に行ったのだが、ただの恋れん愛あい映画だと思っていた遥人は、まず映像の美しさに驚おどろかされた。

　独特の透とう明めい感かんのある色味は幻げん想そう的で、繊せん細さいなガラス細工のようだった。筋自体はスタンダードなラブストーリーだったけれど、役者の熱演もあり、見ていてぐいぐいと引き込まれた。

「厳しいときもあるけど、怖こわくはない。お互たがいに納得いくまで話し合うことも多いから時間はかかるけど」

「だからスケジュールが押してるんだな」

「まぁな。でも、絶対にいい作品ができるってわかってるから誰だれも文句云えないんだ。───そういえば、監督が遥人の絵好きだって云ってた」

「噓うそ、上杉浩市が!?　本当に？」

　まさか、そんな有名な監督に認にん知ちされているとは思わず、驚きの声を上げてしまう。

「俺にわざわざ親しん戚せき相手のお世辞なんて云わないだろ。ていうか、遥人だって有名人なんだって自覚しろよ」

「絵本自体は有名かもしれないけど、俺自体はそんなことないし……」

　映画にもなったあの作品のことを知っている人は多いかもしれないけれど、それは遥人自身への評価とは少し違う気がする。

「作品が認知されてるなら、それは遥人が認められてるってことだろ。遥人はヘンなところ自信がないよな。あ、そういえば、監督があれの続編は描かかないのかって云ってた」

「え、続編？」

　あれというのは、『かなたくんの冒ぼう険けん』シリーズのことだろう。

　読者からも続きは出ないのかという手紙が来たりもしたけれど、奏汰が大きくなってからは新作は出版されていない。

「映画版もよく見たって云ってた。遥人は続きを描く気はないのか？」

「ん？　うーん、そうだな……」

　いまはまだはっきりと答えたくなくて、言葉を濁にごす。遥人が曖あい昧まいな返事をすると、奏汰は勝手に解かい釈しやくした。

「遥人が描きたくないなら仕方ない。けど、俺も続き待ってるんだからな」

「え、そうだったんだ」

　奏汰の何気ない言葉に、遥人は驚きの声を上げる。

　もう絵本を読むような歳ではないし、興味などなくなっているだろうと思っていたから、待っていてくれているという言葉は純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「何だよ、その顔。遥人のファン一号は俺だろ」

「わかってるよ。お前のために描き始めたんだからな」

　遥人が絵を描くようになったのは、幼い奏汰にねだられたことがきっかけだった。当時、共働きだった奏汰の両親の代わりに、奏汰の面倒を主に見ていたのは遥人だ。

　押しつけられたわけではなく、進んで世話を焼くようになった。友達と遊ぶよりも、幼い甥っ子の成長を傍そばで見ているほうが楽しかったのだ。

　奏汰は遥人と似て、外で遊ぶよりもお絵かきをしたり、絵本を読むのが好きな子供だった。

　絵本や児童書を読み聞かせてやるのが日課だったのだが、本が好きな奏汰は新しい話を読んでと云うため、あっという間に家にある本が尽つきてしまった。

　新しい本を買ってくるにしても、図書館から借りてくるにしても、その頃ころの家からは少し遠いところにあったため、奏汰を迎むかえに行くことを優先すると寄り道も難しい。

　苦肉の策で、遥人は自分で考えた話を奏汰に話してやることにした。物語を思いつくままに口にするのは意外に楽しく、毎日のように新作ができていった。

　だがある日、奏汰に『そのお話の絵が見たい』と云われてしまった。それまで美術の授業以外ではまともに絵を描いたことのなかった遥人は困り果てた。

　結局、どうしてもとねだってくる奏汰に折れ、見み様よう見み真似まねでスケッチブックに絵本仕立てで描いてみたら、大喜びされ、またも調子に乗って何冊も描かき上げた。それが遥人の処女作『かなたくんの冒険』だ。

　タイトルどおり、主人公が様々な冒険をして、新しい友達と出で逢あったり、宝物を見つけたりする話だ。勝手にシリーズにしたその作品は、スケッチブック十冊になる。

　もちろん、その手作りの絵本は奏汰以外の誰にも見せるつもりはなかった。だからこそ、主人公の名前に『かなた』とつけたのだ。

　しかし、兄の昭人がそれを見つけ、こっそりと絵本の文学賞に応おう募ぼしてしまった。ある日突とつ然ぜん、受賞の知らせをもらい、面めん食くらったものだ。

　初めのうちこそ「勝手なことして！」と昭人に対して怒っていた遥人だったが、奏汰がすごいすごいと喜んでくれるのを見て、だんだんとその気になってしまった。

　いまこうして絵を描く仕事をしているのは、あの賞と奏汰の賛辞があってのことだ。

（奏汰が役者になったのだって、あれがきっかけだしな）

　その文学賞の副賞に、映像化というものがついていた。主役のモデルが甥の奏汰だとわかると、主しゆ催さい者しや側が映画の主役にしようと云いってきたのだ。

　いきなり主演に抜ばつ擢てきされた奏汰は、遥人や両親の不安をよそに、予想以上の好演を見せた。本人も芝しば居いをする楽しさに目覚め、それ以来、劇団に所属して役者を続けているというわけだ。

　あの頃は自分がプロとして絵を描くようになることも、奏汰が人気俳優になることも想像していなかった。

　昭人がこっそりと遥人の描いた絵本を賞に出さなかったとしたら、遥人は会社員をしていたかもしれないし、奏汰も普ふ通つうの大学生になっていたかもしれない。

「あれって、いまどこに置いてあるんだ？　家の納なん戸ど？」

「俺の部屋にしまってある。そんなところに置いといたら、陽汰に落書きされるに決まってる」

　子供は『ダメだ』と云われることをしたがる傾けい向こうにある。イタズラをすると決めつけるのもよくないけれど、先手を打っておくに越こしたことはない。

「でも、奏汰の部屋にあったって、見つけるときは見つけるんじゃないか？」

「手の届かないところに置いてあるし、出かけるときは部屋に鍵かぎかけてある」

「ずいぶん厳重だな……」

「前に一回、台本に油性ペンで落書きされたからな。名前が書けるようになったって云われたら怒おこるに怒れないだろ。冷や冷やしながら出かけるくらいなら、入れないようにしておいたほうがいい」

「そ、そうか……。でも、俺の仕事部屋には入ってこないぞ？」

　この部屋だけは一人で入っちゃダメだと云ってから、陽汰はその約束を破ったことはない。

「遥人の前ではいい顔したいんだろ。あいつ、俺とは張り合おうとするからな」

「それはお前が本気で負かすからだろ」

　ゲームでも何でも、奏汰は陽汰相手に絶対に手を抜ぬこうとしない。そのため、陽汰が勝てた例ためしは一度としてない。だからこそ、陽汰もムキになって奏汰に勝負を挑いどむのだろう。

「本気で相手して何が悪い。親父おやじと遥人が甘やかすから、俺は厳しくしてるんだ。世の中、そう甘くないってことを教えておくべきだ」

　二人で話をしながら歩いていたら、幼よう稚ち園えんの建物が見えてきた。奏汰も通ったひまわり幼稚園は赤いとんがり屋根が目印だ。遥人は手前の路地で足を止め、奏汰に釘くぎを刺さす。

「陽汰を連れてくるから、お前はここで待ってろ」

「何でだよ」

　案の定、不満げな顔をした。

「騒さわぎになると困るだろ。自分の立場を考えろ」

　何もない住宅街の路地に男が立っている姿も怪あやしいけれど、園内で見つかってお母さんたちに囲まれるよりはマシだ。

　何しろ、奏汰はいま売れっ子の俳優だ。今年に入って露ろ出しゆつが増えたせいで、奏汰と外を一いつ緒しよに歩いていてファンに気づかれることが多い。

　控ひかえめなファンならせいぜい遠巻きに見つめてくるか、握あく手しゆをねだるくらいですむけれど、遠えん慮りよのないタイプになると勝手に写真を撮とったり、強ごう引いんに記念撮さつ影えいを求めてくる。そうなると、野次馬も増えて逃にげ出すのが一苦労になるのだ。

「別に気にしなきゃいいのに」

「俺が気にするんだよ！　いいか？　絶対、ここで待ってろよ！」

　遥人は奏汰を残し、幼稚園へと急いだ。顔見知りのお母さんたちとすれ違ちがいながら門をくぐり、陽汰が待っている教室へと向かう。

　幼稚園へのお迎えも人生二度目ともなると、慣れたものだ。

　奏汰を迎えに来ている頃は、学生服で幼稚園に入っていくのが恥はずかしかったけれど、いまはもう勝手知ったる場所になっている。

「こんにちは、高坂です。遅おそくなってすみません！」

「あっ、こんにちは、高坂さん。陽汰くん待ってましたよ。いま呼んできますね。陽汰くーん、叔父おじさんが迎えにきてくれたよー！」

　担任の先生が奥へ陽汰を呼びに行く。大きな声で名前を呼んでいるけれど、なかなか出てこないようだ。先生は困った顔で戻もどってきて、頭を下げた。

「すみません、ちょっと前にお友達とかくれんぼを始めちゃったみたいなんです。もう少し待っててもらえますか？」

「お迎えが遅くなったから待ちきれなくなったんでしょう。隠かくれるのが下手へたなタイプだから、すぐに鬼おにの子に見つかるんじゃないですか。大だい丈じよう夫ぶですよ、急ぎませんから」

「そう云っていただけると助かります。じゃあ、いまのうちに連れん絡らく帳をお渡わたししておきますね」

　可愛かわいいキャラクターの描えがかれたノートにはプリントらしきものが挟はさまれている。きっと、今後の行事のスケジュールやそのときの持ち物などが記されているのだろう。

「陽汰、今日はどうでしたか？」

「お弁当もよく食べてましたし、すごく元気に遊んでました。同じ組の大だい地ちくんとおもちゃの取り合いになってケンカになっちゃったんですけど、すぐに仲直りできました。もし、陽汰くんからその話をするようなことがあったら、仲直りできたことを褒ほめてあげて下さいね」

「そうですか。家に帰ったら、話を聞いてみます」

　ケンカと聞いて不安になったけれど、仲直りできたと先生が云っているのだから心配しなくてもいいだろう。

　奏汰の小さい頃より暴あばれん坊ぼうで、戸と惑まどうこともあるけれど、元気なのはいいことだ。

「そうそう、連絡帳に今度の親子遠足のお知らせが挟んであるんですが、高坂さんのところはどなたがいらっしゃいますか？」

「父親が休めればいいんですけど、もし無理なら俺でもいいですか？」

「ええ、もちろん。私もそのほうが嬉うれしいですし」

「え？」

　思わず訊きき返すと、先生は慌あわてて言葉の理由を説明してきた。

「あっ、いえ、その、お父様より高坂さんのほうが慣れてらっしゃるようだから、こちらも助かるなって思って」

「ああ、そういうことなら俺のほうが適任かもしれませんね。父親よりはそういうことに慣れてますから」

　奏汰の幼稚園のときの運動会も、小学校の授業参観も保護者として参加したのは遥人だ。両親共に仕事が忙いそがしく、都合がつくのが遥人だけだったのだ。

　なかなか両親と過ごす時間が持てず、奏汰も淋さびしい思いをしていただろうに、そういったわがままは一いつ切さい口にしなかった。そういう泣き言を云わないのは、陽汰も同じだ。

　夫ふう婦ふの行き違いから離り婚こんに至り、一歳の頃ころに母親が出ていってしまったのだが、母親を恋こいしがったのは初めのうちだけで、いまはそんな素そ振ぶりなど見せない。

　それもこれも、父親や遥人に負担をかけないようにと子供心に気き遣づかっているのだろう。その健けな気げさもあって、ついつい甘やかしてしまうのかもしれない。

「そういえば、奏汰さんもこのひまわり幼稚園に通ってたんですよね？　いま、お仕事忙しそうですよね。よくテレビでお見かけします」

　先生の声が心なしか弾はずんで聞こえる。立場をわきまえてか、ミーハーに騒ぐことはないけれど、同世代の女性として人気俳優は気になるのだろう。

「あー…そのはずなんですけどね……」

　遠い目になったその瞬しゆん間かん、外から黄色い声が聞こえてきた。ぎょっとして振ふり返ると、奏汰がお母さんたちに囲まれていた。

（あのバカ！　待ってろって云ったのに！）

　迎むかえのお母さんたちに見つかって、幼稚園まで連れてこられたのかもしれない。

　前回一緒に幼稚園に来たときより奏汰を取り巻く人数が多いのは、四月に入ってきた年少組の子のお母さんたちが混ざっているからだろう。

　絶対こうなるとわかっていたから、連れてきたくなかったのに。

　しかし、もうこうなってしまえば放っておくしかない。間に入っていくと藪やぶ蛇へびになりかねないため、見なかったふりで背中を向ける。

　ため息をついていたら、かくれんぼを終えた陽汰がようやく現れた。

「はるちゃん！」

「ごめん、陽汰。遅くなった」

「仕方ないよ、いつものことじゃん。またお仕事してて、お迎え忘れてたの？　はるちゃん、机に向かうとすぐ時間忘れるんだから」

「う、うん、次から気をつけないとな……」

　幼よう稚ち園えん児じらしくない大人びた言葉は父親の影えい響きようだろう。きっと、遥人は仕事が大変だから無理を云いって困らせるなとでも諭さとされたに違いない。

　本当は奏汰を説教していて遅くなったのだが、陽汰に云うわけにもいかず言葉を濁にごす。後ろめたさのせいで、まっすぐ陽汰の目が見られない。

「はるちゃん、今日のおやつなぁに？」

「ホットケーキを焼くつもりだよ」

「やった！　おれのぶんいっぱい重ねてくれる？」

「いいよ。三枚？　四枚？」

「四枚！　アイスとはちみつかけてくれる？　あっ、やっぱりチョコの───」

「くっつきすぎだ、陽汰」

　いつの間にか近くに来ていた奏汰が、遥人にしがみついていた陽汰をべりっと引き剝はがした。首根っこを摑つかまれた陽汰は、頰ほおを膨ふくらませて不満の声を上げる。

「兄ちゃん何すんだよ！」

「遥人は俺のだ。気安く抱だきつくな」

　奏汰の大人げない主張に、陽汰が反論する。

「そんなことないもん！　はるちゃんはおれのはるちゃんだもん！」

「生憎あいにくだが、遥人は二十年前から俺のだって決めてあるんだ」

「兄ちゃんなんてお仕事でいっつもお家うちにいないくせに！　おれのほうがいっぱい一緒にいるもん！」

「長さだったら俺のほうが長いだろ。お前なんてまだ生まれてたったの五年じゃないか」

　遥人を巡めぐっての低レベルの兄弟ゲンカはいつものことだ。もう二十歳はたちになったというのに、五歳の弟に本気で云い返しているのだから呆あきれてしまう。

　大たい抵てい、奏汰にやり込められて、遥人に泣きついてくるのだが、いつもと違ったのは、珍めずらしく陽汰が反論を続けたことだ。

「おれなんて、はるちゃんと結けつ婚こんするんだからね！」

「ひ、陽汰!?」

　結婚という単語に、思わず声がひっくり返る。

（よりによって奏汰がいるときに、そんなこと云わなくたっていいだろう…！）

　昨日の今日で、いま一番デリケートな単語だ。顔を引き攣つらせていたら、陽汰がどうしてそんなことを云い出したのか、横から先生がこっそりと教えてくれた。

「今日、同じ組の女の子が日曜日に行ってきた親しん戚せきの結婚式の話をしていて、それに刺し激げきされちゃったみたいなんです」

　結婚って、大好きな人とずっと一いつ緒しよにいる約束なんだって───その女の子は、そんなふうに話していたらしい。

　大好きな人、つまりそれは遥人のことだ。一緒にいたい、だから結婚するという結論になったのだろう。陽汰の気持ちは嬉しいけれど、正直心臓に悪い。

「ああ、なるほど。このくらいの子は新しい言葉に飛びつきますからね」

　理解のある素振りで返したけれど、内心は動どう揺ようして心臓がばくばくいっていた。嫌いやな汗あせを搔かいている遥人をよそに、奏汰が真顔で陽汰の宣言を否定する。

「それは無理だ」

「何でだよ!?」

「遥人は俺と結婚するからだ」

「兄ちゃんはダメ！　おれとするんだもん!!」　>>>♥

　焦あせる遥人をよそに、奏汰と陽汰は真しん剣けんに主張し合っている。近くにいたお母さんたちや先生がたは微笑ほほえましく見ているけれど、遥人は一人冷や冷やしていた。

（これ以上余計なことを云い出しませんように……）

　そんな祈いのりも虚むなしく、陽汰がこっちに話を振ってくる。

「はるちゃんはおれと兄ちゃんと、どっちと結婚するんだよ!?」

「ど、どっちって……そう！　男同士では結婚できないんだぞ」

　昔、奏汰にも告げた理由で説得を試みる。奏汰と違ちがって単純な陽汰なら、屁へ理り屈くつを捏こねて食い下がってくることはないはずだ。

「えっ、何で…!?」

　思ったとおり、遥人の言葉に衝しよう撃げきを受けている。

「そういうふうに規則で決まってるんだよ。俺の云ってることがわからないなら、先生に訊きいてごらん？」

　困ったときは先生に振るのが一番だ。普ふ段だんから子供の唐とう突とつな質問に慣れているだろうから、どうにか対処してくれるだろう。

「先生、先生っ、おれとはるちゃんは結婚できるよね!?」

「うーん、残念だけど結婚できないかな」

　先生は屈かがんで陽汰と目線を合わせ、少し困った顔でそう諭す。

「何で!?」

「男の人同士は結婚できないって、日本の法律で決まってるのよ。でも、遥人さんは陽汰くんの家族じゃない。家族はずっと一緒にいられるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「知らなかった……」

　ショックを受けた陽汰は、がっくりと肩かたを落としている。先生の慰なぐさめは、もうその耳に届いていないようだった。

　陽汰が納なつ得とくしてくれたことにほっとしつつ、ちらりと奏汰のほうを見てみると、物云いたげな顔で遥人を見ていた。

「な、何だよ」

「別に？」

　奏汰はそう惚とぼけて、あらぬ方向へ視線を投げる。陽汰へも自分と同じようにごまかす気なのかとでも云いたいのかもしれないが、いまはこうした対応をする以外の方法は思いつかない。

　とりあえず、この場の空気を変えたくて、明るい声で違う話題を振った。

「ほ、ほら、陽汰、早く帰ろう。今日のおやつはホットケーキって云っただろ？」

「うん……」

　いつもならすぐに飛びついてくる食くいしん坊ぼうの陽汰も、今日ばかりはショックが大きくてすぐには立ち直れないようだ。しょんぼりとしていて、なかなか一歩を踏ふみ出そうとしない。

　そんな陽汰を動かしたのは奏汰の声だった。

「陽汰が帰らないんなら、俺がお前のぶんも全部食っちまうぞ」

「ダメ！　おれのぶんは兄ちゃんにはあげないもん！」

「だったら、さっさと来い。置いていくぞ」

「待ってよ、兄ちゃん！」

　背中を向けて歩いていってしまった奏汰を、陽汰が慌あわてて追いかける。その姿にほっと胸を撫なで下ろす。やはり、久しぶりに奏汰が迎むかえに来てくれたのが嬉うれしいのだろう。

「こら、陽汰！　先生にご挨あい拶さつしたのか？」

「あっ、先生さようならー！」

　陽汰は途と中ちゆうで振ふり返り、大きく手を振った。

「陽汰くん、さようなら。車に気をつけて帰ってね」

「はーい」

　元気な声で返事をすると、幼よう稚ち園えんの門のところで待っている奏汰のもとへと走っていく。

「今日もお騒さわがせしました。それじゃあ、失礼します」

　途中で陽汰が転んだりしないだろうかとハラハラしながら、遥人も先生に頭を下げ、先を行く二人を小走りに追いかけた。










「ほら、兄ちゃんロウソクふーってして」

「はいはい」

　陽汰の催さい促そくに苦く笑しようしながら、奏汰は火のついたロウソクを吹ふき消した。

「兄ちゃん、お誕生日おめでとう！」

「ありがとう」

　幼稚園から帰ってきて、何気なく陽汰に今日が奏汰の誕生日だということを教えたら、プレゼントを用意していなかったと落ち込んでしまった。

　そのために、急きゆう遽きよおやつのホットケーキで誕生日パーティをすることになったのだ。

　陽汰と遥人でバースデーソングを歌い、ホットケーキのトッピングに乗せた生クリームに、以前使って余っていたケーキ用のキャンドルを刺さして、炎ほのおを吹き消させた。

（奏汰のこんな姿、ファンの子は想像もしないだろうな）

　けれど、例年はもっとちゃんとしたパーティをやっている。ご馳ち走そうを用意し、陽汰と部屋を飾かざりつけし、近所のパティスリーに大きなデコレーションケーキを頼たのんでいる。

　だが、去年から奏汰の仕事が急増した。そのため、誕生日には仕事が入るとわかっていたから、何の準備もしていなかったのだ。

「でも、ごめん兄ちゃん……。でもおれ、次に兄ちゃんが帰ってくるときまでにプレゼント用意しとくから！」

　落ち着いた頃ころに改めてお祝いをしようと考えていたから、陽汰にも奏汰の誕生日の話は振らずにいたのだ。

「気にすんな。こうやって祝ってくれるだけで嬉しいよ」

「わっ、やめろよ！　おれもう子供じゃないんだからな！」

　奏汰にがしがし頭を撫でられ、不満そうなことを云いいながらも満まん更ざらではない顔をしている。

「俺よりは子供だろうが」

「おれだって、すぐに兄ちゃんくらいでかくなるもん。そんで、もっともっとでっかくなるんだから」

　陽汰はムキになって云い返す。歳を重ねれば、きっと陽汰も奏汰と同じくらい大きくなるだろう。しかし、そうなるにはあと十年はかかるに違いない。

（陽汰には云わないほうがいいよな）

　五歳にとって、この先の十年は途と方ほうもなく遠いものに感じるだろう。せっかく希望を持っているのに、いまがっかりさせるのは忍しのびない。

「だったら、好き嫌きらい云ってたらダメだろ」

「そんなに嫌いなものないから平気だもん」

「何云ってるんだ。俺はお前くらいのときは、ピーマン山ほど食ってたぞ」

「えっ、兄ちゃんホントに…？」

　奏汰の言葉に、陽汰は愕がく然ぜんとしている。

「大好物だったよな？　遥人」

「うん。よくピーマンの肉にく詰づめ作ったっけ」

「ピーマン……」

　嫌いなものを挙げられて、陽汰はさっきまでの勢いを失った。きっと、身長とピーマンを口にする辛つらさを秤はかりにかけているのだろう。

　笑ってはいけないけれど、その真しん剣けんな様子が微笑ましくも可笑おかしい。笑いを咳せき払ばらいでごまかしつつ、しかつめらしい表情を浮うかべた。

「ほら、二人とも。好き嫌いの話もいいけど、ホットケーキも冷めないうちに食べなさい」

「あっ、そうだった！」

　二人揃そろっていただきますと云って、ナイフとフォークを手に取った。

　陽汰はホイップクリームとチョコレートシロップがたっぷりかかったホットケーキを口いっぱいに頰ほお張ばる。口の周りがチョコでべたべたになっているが、いまは食べることに夢中で気にならないようだ。

「美味おいしい？」

「うん！　おれ、はるちゃんのホットケーキ大好き！」

　陽汰は切り分けたホットケーキを大きな口で頰張っている。ずいぶんお腹なかが空すいていたようで、残すかと思っていた四段重ねを全部食べてしまった。

　さっきのショックは忘れてくれたようだ。また何かのきっかけがあれば思い出すかもしれないから、できるだけ刺し激げきしないようにしなければ。

「そう云ってもらえると作りがいがあるよ。でも、あんまり食べすぎると夕飯が入らないから、これで終わりにしような」

「はぁい」

　気がついたら、奏汰も皿を空にしていた。そういえば、朝からろくなものを食べていないから、空腹だったのだろう。

「奏汰、俺のぶん食べる？」

「食う」

　食しよく欲よく旺おう盛せいな奏汰は遥人の皿を引き寄せ、残っていたホットケーキもあっという間に平らげた。朝からほとんど食べていないのは遥人も同じだけれど、二人の食べっぷりを見ていただけでお腹がいっぱいになってしまった。

　たくさん焼いておいたので、残りは冷れい凍とうしてある。こうしておけばレンジで解かい凍とうすればすぐに食べられるし、フレンチトースト風に焼いてもいい。

（……って、俺も完全に主夫だな）

　丸っきり主夫の思考回路になっている自分に苦笑しながら、食べ終わって満足そうにしている陽汰に口の汚よごれを指し摘てきする。

「陽汰、口の周りにチョコがついてるぞ」

「はるちゃん、とって」

　そう云って、顔をこっちに向ける陽汰に、奏汰がぼそりと告げる。

「自分で取れないのか？　そんなことくらい一人でできないなんて子供だな」

「そんなことないよ！　自分でできるもん！」

　奏汰に挑ちよう発はつされ、ティッシュで口元をごしごしと拭ぬぐう。遥人と二人きりだと甘えてばかりの陽汰だが、奏汰がいると何でも一人でやろうとする。

（やっぱり甘やかしすぎなのかな、俺……）

　奏汰のときと同じように接しているのだが、少し勝手が違ちがう。奏汰はあまり甘えてこない性格だったため、お節せつ介かい気味に世話を焼くようにしていたのだが、元々甘ったれな陽汰にはもう少し厳しく接したほうがいいのかもしれない。

「ごちそうさま。俺も久々に食ったな、遥人のホットケーキ」

「昔は散々焼いてやったよな。最初は真っ黒に焦こげちゃってさ、食べなくていいって云ったのに奏汰は全部食べちゃったんだよな」

「遥人が作ったものを残すわけないだろ」

「でも、まずかっただろ」

「まあ、美味うまいとは云いがたかったな」

　ほとんど料理をしたことがなかった中学生の頃、お腹を空かせた奏汰にねだられて初めてチャレンジしたのだ。簡単だと思っていたのに、上手うまくひっくり返すこともできなかった上、表面は焦げていて中身は半生状態だった。

　そのホットケーキのあまりの出来の悪さに自分でもショックで、そのときにちゃんと料理を覚えようと思ったのだ。お陰かげで、いまでは一通りのものは作れるようになった。とくにホットケーキは練習を重ねただけあって自信がある。

「はるちゃんの作るホットケーキはいつもふわふわで美味しいよ？」

「陽汰は知らないと思うけど、前はあんまり上手に作れなかったから、奏汰が練習につき合ってくれてたんだ。それでいまは綺き麗れいに焼けるようになったんだよ」

「おれだって、はるちゃんのお手伝いする！」

　奏汰との思い出話に刺激された陽汰が、珍めずらしく手伝いをすると云ってきた。

「それじゃあ、今日の夕ご飯のお手伝いしてくれるか？　カレーを作るから、お鍋なべを混ぜるのをやってもらおうかな」

「うん！」

　そのとき、来客を知らせるインターホンが鳴った。スピーカーをオンにして、応対する。

「はい、どちら様ですか？」

『イルカ急便です。秋しゆう芳ほう社しや様よりお届けものです』

「ちょっと待ってて下さい！」

　送り主は仕事をしている出版社だった。担当の編集者が昨日のうちに発送しておいたと云っていたから、きっと待ち侘わびていたものが届いたに違いない。

「俺が出るよ」

「いい、俺が行く」

　席を立とうとする奏汰を遮さえぎり、玄げん関かんへと急いだ。気が急せいているため、つい裸足はだしで玄げん関かん先さきに出てしまう。

「お待たせしましたっ」

「こちらにサインをお願いします」

　サインをして、ずっしりとした段ボール箱を受け取ると、遥人は興奮する気持ちを抑おさえつつリビングに戻もどった。そして、ガムテープの封ふうを剝はがし、中の包みを引っ張り出す。

「何だよ、嬉うれしそうな顔して。何が届いたんだ？」

「ぎりぎりだったけど、間に合ってよかったなって思ってさ」

「間に合う？」

「ねえ、はるちゃん。その箱なぁに？」

「開けてからのお楽しみ。二人とも、ちょっと静かにしてろ」

　茶色い紙をべりべりと剝がし、その中の一冊を抜ぬき出した。思ったとおりに色が出ていることに満足し、奏汰へと差し出す。

「はい、誕生日プレゼント。今日中に渡わたせてよかったよ」

「これって……」

　奏汰は絵本を受け取り、目を瞠みはった。

「うん、あれの続き。もう絵本なんて読まないって云いわれたらどうしようって思ってたけど、さっき、待ってるって云ってもらえて嬉しかった」

　タイトルは『かなたくんの約束』。遥人が中学生のときに賞を取った『かなたくんの冒ぼう険けん』シリーズの続編だ。

「続き描かいてるなんて全然知らなかった」

「驚おどろかせたくて内ない緒しよにしてたんだ」

　ずっと描こうと思って温めておいた話だけれど、実際に動き始めたのは一年くらい前からだ。奏汰が二十歳はたちになる記念に、区切りになる話を描いて渡してやりたかった。

　いい大人になって絵本を贈おくられても嬉しくはないかもしれないという想おもいもあったけれど、成長し、大人への階段を上り始めた『かなた』を描いておきたかったのだ。

「ねえねえ、はるちゃん、それなぁに？　おれにはくれないの？」

　自分にわからない話をしている遥人たちに焦じれた陽汰が、間に割って入ってくる。

「もちろん、陽汰にもあげるよ。大事にしてくれるならな」

「大事にする！　『え・おはなし・こうさかはると』……これってはるちゃんの描いた絵本？」

　陽汰は表紙に書かれた遥人の名前を読んで首を傾かしげる。

「そう。最新作だよ」

　ストーリー以上に、挿さし絵えを描くのに苦労した。シリーズもので絵え柄がらが変わるのはよくないと思い、昔の絵柄に似せて描いたのだが、感覚を摑つかむまでが大変だった。

　ぱらぱらとページを捲めくっていた陽汰が、ふと疑問を口にした。

「ねえねえ、これって兄ちゃん？　何でおれじゃないの？」

「続きのお話だからだよ。陽汰にも読んでやったことあるだろ？」

「うん。でも、あれは兄ちゃんが小さいときに描いたんでしょ？　いまは兄ちゃん小さくないじゃん」

「あー…そうだなぁ……」

　五歳の素そ朴ぼくな疑問は、答えるのがなかなか難しい。

「ねえ、何で？」

「このお話の中の『かなた』は、まだ大きくなってないんだよ。いまも冒険の途と中ちゆうなんだ」

「途中？」

「そう、色んな経験をして、大きくなってる途中。だから、まだ小さいんだよ」

「そっか、だから小さいんだ。でも、兄ちゃんばっかりずるい。おれのお話も描いてよ、はるちゃん！」

　陽汰は拳こぶしを握にぎりしめて主張する。何でも奏汰と同じようにしたい年とし頃ごろなのだ。

「陽汰のお話を描いたらちゃんと全部読んでくれるか？」

「うん、読む！」

　元気よく返事をした陽汰に、奏汰がツッコミを入れた。

「本当か？　お前、本読み始めるとすぐ眠ねむくなるだろ。最後まで起きてたことなんてないくせに」

「はるちゃんが描いたお話ならちゃんと読めるよ！　ちゃんと起きてられるもん」

「本当だな？」

　できないと決めつけられると陽汰は意地になる。こういう負けず嫌ぎらいで意地っ張りなところは、奏汰とそっくりだ。

「本当だもん！　はるちゃんは信じてくれるよね？」

「もちろん。じゃあ、話を考えておくな」

「やったぁ！　ねえ、それいつできる？　明日幼よう稚ち園えんに持っていける？」

　せっかちな陽汰に苦く笑しようするしかない。今日明日にできるようなものではないと、どう説明すれば理解してもらえるだろうか。

「そんなにすぐには描けないよ。お話を考えて、下書きをして、絵を描いて、それに色をつけなくちゃいけないんだから。陽汰だって、幼稚園でお絵かきするとき、すぐには完成しないだろ？」

「たしかに……。絵の具も乾かわかさなくちゃいけないもんね」

　云い聞かせると、陽汰はしたり顔でうんうんと頷うなずいた。

「まずはこの本を読んで感想を聞かせてよ。それで、陽汰はどういうお話にして欲しいか、教えてくれるか？」

「うん、わかった！　じゃあ、はるちゃん読んで」

　渡したばかりの絵本を差し出される。一人で読む気はないらしい。

「奏汰に読んでもらったらどうだ？　お芝しば居いのプロなんだから」

「兄ちゃんには家で読んでもらってるから、いまははるちゃんがいいの」

「仕方ないな、一回だけだぞ」

　さっさとソファの定位置に移動し、遥人が来るのを待っている。

「後片づけは俺がしておくから、陽汰につき合ってやれよ」

「悪いな、奏汰」

　キッチンから聞こえる食器の音をＢＧＭに、朗読を始める。自分の書いた文章を読み上げるのは少し気き恥はずかしいものがあるけれど、読み聞かせは好きだ。目で追って読むのとは違ちがい、一いつ緒しよにその世界観に入っている気分になる。

　しかし、やはり今日もあまり長続きはしなかった。

「……空を見上げたそのとき───陽汰？」

　腕うでに頭の重みを感じ、絵本に落としていた視線を上げた。隣となりに座る陽汰の様子をそっと窺うかがってみたけれど、遥人の位置からは顔が見えない。

　奏汰に視線で訴うつたえると、前に回って陽汰の様子を窺ってくれた。

「もう寝ねてる」

「やっぱり。陽汰は本読んでやると、すぐ寝ちゃうよな」

「誰だれがちゃんと起きてるって？」

　笑いの混じった呆あきれた声に、遥人も苦笑するしかない。

「疲つかれてたんだろ、きっと。今日は幼稚園でケンカしてきたみたいだから」

「寝かしつけるのは楽でいいけどな。この調子だと、小学校の授業は寝て過ごすようになるんじゃないか？」

　まだ五ページほどしか読み聞かせていないのに、陽汰は気持ちよさそうな寝ね息いきを立てている。

「お前は次はどうなるの、新しいお話してってうるさくて、いつまでも寝なかったのに」

「遥人に本読んでもらうのが好きだったんだよ。寝るなんてもったいないだろ」

「こっちは寝かすために読み聞かせてたんだけど」

　と云っても、自作を読んですぐに寝息を立てられてしまうのも複雑な気分だが。

「俺の部屋に寝かしてくる」

「うん、頼たのむ」

　陽汰は、奏汰に抱だき上げられても目を覚ます気配はなかった。あの様子だと小一時間は起きてこないだろう。

　毎日こうして昼ひる寝ねをしてくれれば助かるのだが、最近は元気があり余っているせいか、夜まで暴れ回っていることが多い。

　いま思うと、奏汰はとくに手のかからない子供だった。本を渡しておけばいつまでも大人しく読んでいるし、お手伝いも積極的にしてくれた。

　母親が子供が苦手なタイプだったこともあって、大人の顔色を窺うかがうことが上手うまくなってしまったのかもしれない。

　奏汰の子供らしい無む邪じや気きな笑え顔がおが見られるのは大たい抵てい、子役として出ている映像の中ばかりだった。

「ぐずらなかった？」

「全然。ちょっと動かしたくらいじゃ目は覚まさないだろうな」

「あんまり寝すぎても夜眠れなくなるから、一時間くらいで起こさないと。久しぶりに奏汰に会えてはしゃいでたから、いつもより早く電池切れちゃったんだろうな」

「仕事してるより、陽汰の相手のほうが体力いるよ。俺も楽しいからいいけど」

　奏汰は疲れた様子で、どさりとソファに腰こしを下ろす。背もたれに何気なくかけられた腕を見て、忘れそうになっていたことを思い出した。

「そうだ、奏汰。もう一つプレゼントも用意してあるんだ」

「マジで？」

　キッチンの戸と棚だなの奥に隠かくしてあった包みを引っ張り出し、奏汰に手て渡わたした。

「趣しゆ味みに合えばいいけど」

「開けていい？」

「もちろん」

　奏汰はソファの上で居住まいを正し、丁てい寧ねいにリボンを解き始めた。包装紙も破かずに開き、大事そうに中の黒いケースを取り出した。

「……腕うで時ど計けいだ」

「この間、ロケで壊こわれたって云いってただろ？　いつまでも携けい帯たいで時間確かく認にんしてるから、あったほうが便利じゃないかなって思って」

「すげぇカッコいい。嬉うれしいけど、これ高いやつだろ？　いいのか？　俺、こんなのもらっちゃって……」

「バーカ、お前に安物つけさせるわけにいかないだろ。しまわないでちゃんと使えよ」

　国産メーカーのそれなりに値の張るものだったけれど、奏汰に似合うと思ったから、これを選んだのだ。

「ありがとう。今日からつけてく」

　大事そうに腕につけている姿に、遥人はほっと胸を撫なで下ろす。気に入ってもらえたようで、安心した。

「なあ、飛行機の時間って何時だ？　夕飯は食ってけるのか？　今日はカレーにするって云ったよな？　陽汰が人にん参じん食わないから、摺すり下ろして入れてやろうと思ってさ」

　いまのうちに夕飯の下ごしらえに取りかかろうとエプロンをつける。冷蔵庫から材料を取り出し、腕まくりをする。

「おい、奏汰。聞こえてるか？───、……っ」

　返事がないため、もう一度呼びかけると、後ろから伸のびてきた手に抱き竦すくめられた。密着する体温に、思わず体を硬かたくする。

「昨日はごめん」

　肩かた口ぐちに顔を埋うずめられ、頰ほおを奏汰の髪かみがくすぐる。

「い、いまさら何だよ」

「……本当は永沢さんがライバルだってわかって焦あせったんだ。あんな子供の頃ころの約束が有効だなんて、俺だって思ってない。けど、あのときはああするしかないって思って」

「奏汰……」

「もうあんな真似まねはしない。だから、俺の気持ちだけは否定しないでくれ。ちゃんと、俺を一人の男として見て欲しいんだ」

「……ッ」　>>>♥

　こんなふうに云われてしまうと、何も云えなくなってしまう。

　それに昨日のことは、百パーセント奏汰が悪いわけではない。勢いに吞のまれ、流されてしまった遥人にも責任がある。

（一人の男として、か……）

　もしも、奏汰が自分の甥おいではなかったなら、きっとこんなに悩なやむことはなかったかもしれない。絶対に口にはできないけれど、奏汰に迫せまられ、心が揺ゆらいだ自分がいた。

　ドラマのキスシーンを見て不ふ愉ゆ快かいになるくらいに、独どく占せん欲よくも持っている。だけど、自分と奏汰は叔父おじと甥の関係だ。

　男同士というハードルがなくても、許されるわけがない。奏汰がどんなに本気で想おもってくれていても、それに応こたえるわけにはいかないのだ。

「……それでも、お前は俺の可愛かわいい甥っ子だよ」

　傷つけるとわかっていても、云わなくてはならないときがある。すると、奏汰は心細げな声で呟つぶやいた。

「俺、小さいままならよかったのにな」

「奏汰……」

「子供のままなら、何も考えずに遥人を好きだって云っても許されたのに」

「────」

　遥人が何も云えずに押し黙だまっていると、ふっと奏汰の腕が緩ゆるんだ。

「やばい、もう時間だ」

　トーンの変わったその言葉に振ふり返ると、奏汰はさっきはめたばかりの腕時計を見ながら悔くやしそうな顔をしていた。仕事に行かなくてはならない時間になったようだ。

「空港まで送っていこうか？」

「陽汰置いていけないだろ。タクシー呼んであるから大だい丈じよう夫ぶだ」

「そうだよな……」

　もう仕事に行ってしまうとわかると、途と端たんに別れがたくなる。だからといって、淋さびしいなど口にできるはずもない。

「今回の撮さつ影えいが終わったら、少しだけオフもらえると思う。スケジュールがはっきりしたら連絡する」

　奏汰は上着を羽織り、変装用の眼鏡をかけながらそう云った。

「ホントに？」

「ああ、次の仕事に入るまで少し時間があるんだ。細かい仕事はあるだろうけど、いつもよりはのんびりできると思う」

「よかったな！　ずっと休みなしだったし、息いき抜ぬきしろよ。せっかくだから、どこか遊びに行けば？」

「遥人が遊んでよ」

「俺と？　い、いいけど……俺でいいのか？」

　せっかくのオフなのだから、自分と過ごすよりも、友達とどこかに出かけたりしたほうがいいのではないだろうか。それに、幼よう稚ち園えん児じの遊びにはつき合えても、いまの若い子が何をして遊ぶのか見当もつかない。

「遥人がいい。一いつ緒しよにいてくれるだけでいいから」

「……ッ」

　まっすぐな眼まな差ざしと迷いのない言葉に、ドキリとしてしまう。

（何で俺が動どう揺ようしなくちゃいけないんだ！　奏汰は甥っ子だぞ？）

　わかりきったことを必死に自分に云い聞かせるけれど、一度リズムを崩くずした鼓こ動どうはなかなか元には戻もどらない。

　困りきっていたら、奏汰がふっと視線を逸そらした。その瞬しゆん間かん、金かな縛しばりが解けたかのように、体から緊きん張ちようが抜ぬける。

「マジでもう行かないと」

「そ、そうだよ、飛行機に乗り遅おくれたら大変だぞ」

　戻ってきた普ふ段だんと同じ空気に安あん堵どする。遥人は、カバンを肩かたにかけスニーカーに足を突つっ込む奏汰に、いつもの言葉をかけた。

「あんまり無理すんなよ。怪け我がには気をつけて」

「わかってる」

「うん、行ってらっしゃい」

「…………」

「何だよ」

　奏汰は黙ったまま、真しん剣けんな顔でこちらを凝ぎよう視ししている。その眼差しに、またドギマギさせられてしまう。

「エプロン姿で見送られると新しん婚こんみたいだな」

「ばっ…バカなこと云ってないで、さっさと行ってこい！」

　ふざけた言葉に思わず声を荒あららげる。何より頭が痛いのは、きっと奏汰が冗じよう談だんでこんなことを云っているわけではないことだ。

「いってきます」

　ちゅ、と頰にキスされ、カッと頭に血が上った。　>>>♥

「奏汰！」

「あっちついたらメール入れる」

　奏汰は遥人が握にぎりしめた拳こぶしを避よけ、するりと玄げん関かんの外へと出ていった。やり場のなくなった手で、唇くちびるが押し当てられた頰を押さえる。

「……ったく、あのバカ」

　まだ生々しく残っている柔やわらかで熱い感かん触しよくを消そうと、触ふれられた場所をごしごしと擦こすった。

（忘れようとしてるのに…っ）

　昨夜の濃のう厚こうな口づけと、巧たくみな指ゆび遣づかい───あれはただの物の弾はずみ、若わか気げの至りだと自分に云いい聞かせ、何でもないことだと頭で処理しようとしているのに、奏汰はそれを見み透すかしているのか思わせぶりな発言や接せつ触しよくをしてくるのが困る。

　かぶりを振って余計な記き憶おくを振り払はらい、野菜の下ごしらえの作業に集中する。

　かつてないほど真剣に野菜と向き合っていた遥人は、突とつ然ぜん鳴り響ひびいた携けい帯たい電話に思わず飛び上がりそうになった。

「で、電話か……びっくりした……」

　ばくばくと高鳴る心臓を押さえつつ、手をエプロンの裾すそで拭ふく。携帯電話の画面表示を見てみると、電話は永沢からだった。

「あっ、連れん絡らくしそびれてた……」

　申し訳ないことに、奏汰のことが衝しよう撃げきすぎて、永沢に連絡を入れることをすっかり忘れていた。歩くことさえ覚おぼ束つかない自分を家まで送ってくれたのに、きちんとお礼も云えてない。

「もしもし、永沢？」

『よう。いま時間平気か？』

「うん、陽汰はいま昼ひる寝ねしてる。昨日はごめんな、色々迷めい惑わくかけちゃって……」

　ところどころ、記憶があやふやな部分はあるけれど、そろそろやめておけという忠告を無視して無む茶ちやをしたことや、世話を焼いてもらったことは覚えている。

『いいって。誰だれだって、たまには飲みたい日があるだろ。それで、体は平気なのか？』

「な、何が!?」

　不意打ちの問いかけに心臓が口から飛び出そうになった。慌あわてている遥人に、永沢は拍ひよう子し抜ぬけしたような声を返してくる。

『何って、二日酔よいになってるんじゃないかと思ってたんだが……その様子だと心配なさそうだな』

「あ、ああ……俺、あんまり二日酔いにはならないんだ。いつもならあんなふうに酔うこともないんだけど、ちょっと昨日は飲みすぎた」

　質問の意図がわかってほっとした遥人は、苦笑いでごまかす。

　永沢の問いかけに、気き遣づかい以上のものが含ふくまれているわけがない。奏汰の態度がおかしかったからと云って、遥人との間に何があったかまで察することはないはずだ。

　幸い、自分でいま云ったように遥人は二日酔いにはなりにくい体質だ。どれだけ飲んでも、次の日に引き摺ずることはない。

『ちょっとどころじゃないだろう。いったい、ワイン何本空けたと思ってるんだ？』

「あー…何本だっけ…あはは……」

　今日ぐったりしているのは、アルコールのせいではなく、心労が原因なのだが、それを気取られないよう明るく振る舞まう。

『ストレスでも溜たまってたのか？　いままで、あんな無茶な飲み方したことなかっただろ』

「え…っ!?　その、それは……」

　自棄やけ酒ざけの理由を問われるとは思わず、口くち籠ごもってしまう。

（奏汰の出てるドラマ見て、ヤキモチ焼いたなんて云えるか……）

　しかも、あとからそれを自覚したなんてみっともないにもほどがある。

　いま一番わからないのは、自分の感情だ。奏汰のことは誰よりも大事に思っている。けれど、それは手塩にかけて育ててきた甥おいっ子への愛情であって、恋れん愛あいのそれではないはずだ。

　なのに、遥人は揺ゆれていた。奏汰の気持ちを受け入れるなんてありえないと頭ではそう思っているのに、どうしても突き放しきれない。

『仕事詰つめすぎなんじゃないのか？　そろそろ、細かい仕事は断ってもいい立場だろう』

「できる範はん囲いしか引き受けてないよ。でも、スケジュールが押してたからちょっと苛いら々いらしてたのかも。心配かけてごめんな。あ、そうだ、今日新刊の見本が届いたんだ」

　昨日の一件から離はなれようと、自分から違ちがう話を振ふった。

『え、新刊ってことは、絵本が出るのか？　もしかして……』

「うん、『かなたくんの冒ぼう険けん』シリーズの新作なんだ。ブランクがかなりあるけど、何とか出版まで漕こぎ着けたよ」

『そうか、おめでとう！　よかったじゃないか』

　永沢はまるで自分のことのように喜んでくれる。

「前に好きだったって云ってくれてただろう？　近いうちに送るな」

『本当に？　楽しみにしてる。あ、せっかくだからサイン入れておいてくれよ』

「わかったよ」

『けど、次に会ったときでもいいぞ？　わざわざ送るのは面めん倒どうだろう』

「会いたいのは山々だけど、俺、週末しか空かないからな……」

　陽汰が幼よう稚ち園えんに行っている間は自由だけれど、その時間、会社勤めの永沢は仕事がある。そして、永沢が仕事を終える夜は昭人が迎むかえに来るまで陽汰を預かっていなければならない。

『今週末はどうなんだ？』

「そうだな、兄さんに休日出勤がなければ出かけられると思うよ。でも、その日になってみないとわからないから、やっぱり本は送るな。俺も早く読んでもらいたいし」

　管理職となった昭人は、休日に急の呼び出しが増えた。主にトラブルの対応や部下の尻しり拭ぬぐいに奔ほん走そうしている。面めん倒どう見みのいい性格のため、真っ先に頼たよられてしまうようなのだ。

『相変わらず、母親みたいな生活だな。いいのか？　独り身の男がずっとそんな生活で』

「別に不満はないよ。毎日楽しいし、あいつらがいるから仕事もがんばれるし」

　遥人は、永沢の言葉に苦く笑しようする。

　二十代のくせに枯かれているとよく云われるけれど、純じゆん粋すいに子育ては楽しい。同じ目線に立っていると毎日が新しん鮮せんで、些さ細さいなことさえキラキラして見えてくる。

　そんな経験が作品作りにも活いきているのだ。もしも、奏汰がいなかったとしたら、絵の道には進んでいないだろうし、陽汰がいなければいまの作風になっていなかっただろう。

『欲よくがないよな、高坂は。そこがお前のいいところだけどさ。それじゃあ、暇ひまができそうになったら連絡くれ。俺も週末はだいたい空けられるから』

「うん、そうする。けど、お前のほうこそ、つき合いとかで忙いそがしいんじゃないのか？」

　映画会社でプロデューサーをしている永沢は顔が広い。これまでに遥人も人を紹しよう介かいされ、新しい仕事に繫つながったこともある。奏汰からも、業界では敏びん腕わんと評判だという話も聞いている。

『何云ってんだ、お前を最優先するに決まってるだろ。……おっと、呼ばれてるみたいだから行かないと』

「わざわざ電話ありがとな」

『おう。じゃあ、またな』

　永沢との電話を切り、壁かべにかかった時計に目をやる。

　夕食の下ごしらえはだいたいすんだし、支し度たくを始めるまでにはまだ少し時間がある。いつもは陽汰の遊びにつき合っている時間だが、今日は眠ねむってしまったので静かだ。

「さて、いまのうちに一仕事するか」

　陽汰が不在のときか、眠っているときでなければ、落ち着いて仕事をすることはできない。

　子守の合間の作業でよく集中できるなと云われることもあるけれど、遥人の場合、限られた時間だからこそ集中できる。

　在宅の仕事は誰かが進行を監かん督とくしてくれるわけではない。一人でいると、どうしてもついついだらけてしまいそうになる気持ちが生まれてしまう。

　けれど、あとちょっとしか時間がないと思うことで焦あせりが生まれ、逆に引き締しまる。遥人の性格上、育児に追われる生活は仕事にも上手うまく作用しているのだ。

　エプロンを外して、仕事部屋に行こうとしたら、今度は家の電話が鳴った。

「今度は誰だよ───はい、高坂」

『俺だ。いま、いいか？』

「兄さん。こんな時間にかけてきたってことは、もしかして今日も残業？」

　昭人は会社で営業部長をしているため、残業も多い。陽汰のために仕事を減らそうとしていたのを、遥人が自分が面倒を見るからと押し止とどめた。

　せっかくいい会社に入り、実力を発揮して出世し、もっと上も目指せそうなのにそれをふいにするのはもったいなさすぎる。

『すまん、そうなんだ……。ちょっと面倒なトラブルがあってな。帰れるのは夜中になりそうだから、陽汰を預かっててもらえるか？　明日の朝、弁当持って迎えに行くから』

　最低限のことはしたいと云いって、陽汰の弁当は昭人が作っている。凝こり性しようなのは兄弟共に似ているようで、日に日に華はなやかなものになっていっている。

　同じものを会社にも持っていっているらしく、最近では毎日のように部下がその出で来き映ばえを見たくて一いつ緒しよに昼を摂とろうと誘さそってくるらしい。

「わかった、陽汰にそう云っとく。いま昼ひる寝ねしたところだから」

『なるほど、だからさっきから静かなんだな』

「そういうこと」

　いつもなら、電話を替かわってとうるさく纏まとわりついてくる。そして、電話の向こうの父に今日あったことを話すのだ。

　電話の向こうの声が心なしかトーンダウンしている。昭人もそれを楽しみにしているので、今日は当てが外れてがっかりしているのだろう。

『そういえば、回覧板は見たか？』

「ううん、ウチにはまだ来てないけど」

『このところ、近所で引ったくりや空き巣が増えてるらしい』

「本当に？　最近、物ぶつ騒そうなニュースも多いもんね」

　このあたりは至って普ふ通つうの住宅街だ。そういった事件とは縁えんがないと思っていたけれど、このご時世他人ごとではないようだ。

『三丁目のコンビニに強ごう盗とうが入ったって話も聞いたな。幸い被ひ害がいはなかったようだが、犯人は捕つかまってないようだから外に出るときは気をつけろよ』

「わかった。陽汰といるときは、もっと周りに気を配るようにするね」

　あまりぴりぴりするのもよくないのではと思うけれど、そうも云っていられない。何かがあってからでは遅おそいのだ。

『一人のときもだ。お前、歩いてるとき、よくぼんやりしてるだろう？』

「あれはぼんやりしてるんじゃなくて、考えごとしてるんだよ。ああやって、絵のイメージを固めてるんだから」

　たしかに小さい頃ころは注意力散さん漫まんなところがあって、よく転んだりしていたけれど、もうすぐ三み十そ路じになるいまになって、そんな注意を受けるとは思わなかった。

『考えごとだって同じだ。周りに意識がいってないことには変わりないじゃないか。歩いて考えごとをするなら、公園でウォーキングしてこい』

「それじゃ散歩にならないだろ！」

　理り不ふ尽じんな要求に不満の声を上げる。行き先を決めずに歩いて、季節の変化や街の移り変わりを見るのが目的なのに、公園をぐるぐる歩くだけでは景色が変わらないではないか。

（兄さんもけっこう心配性しようだからな……）

　自分にブラコンの気があるのは自覚しているけれど、昭人も遥人のことをいつまで経たっても子供扱あつかいしてくる。

　遥人がまだ幼いときに父親が亡なくなり、それから母子家庭となった。それからは、一回り歳の離れた昭人が父親代わりだった。奏汰や陽汰の面倒を進んで見ているのは、遥人がそういう環かん境きようで育ったことも影えい響きようしているかもしれない。

　幼いうちに家族と別れる悲しさを知ってしまったから、できるだけ家族と共に過ごしたいという気持ちがあるのだろう。

『戸と締じまりもしっかりな』

「はいはい、わかりました。他ほかに何か云っておくことあったかな……あっ、そうそう、来月、幼稚園で親子遠足があるんだけど、兄さん行ける？　日付見たら、土曜だったんだけど」

『土曜か……。休めるかどうかは、近くなってみないとわからないな。奏汰のときも行ってやれなかったから、何とかしたいんだが』

「兄さんが行けないなら、俺が行くよ。一応、俺は予定空けとくから心配しないで」

『いつもすまないな』

「いいって。俺は家で仕事してるぶん、時間の都合つきやすいんだからさ。それにあいつらの面めん倒どうを見てるのは好きでしてることだって知ってるだろ？」

『それはわかってるが……』

「仕事にだって役に立ってるよ？　子供のイマジネーションってすごいから、こっちの創作意い欲よくも搔かき立てられるしね」

『そうか…？　けど、負担になるようなことがあったら云ってくれよ』

「うん。大だい丈じよう夫ぶ、無理はしないよ。そんなことより、奏汰から連れん絡らく来てる？　ついさっきまでウチにいたんだけど」

　いつまでもこちらを気き遣づかってきそうだったため、無む理り矢や理り話題を変えた。きっと、もう一人の息子むすこの話なら興味を引かれるに違ちがいない。

『奏汰が？　何も聞いてないが、北海道に映画を撮とりに行ってるんじゃなかったか？』

「一日だけオフもらって帰ってきたんだって。さっき、また出ていったけど」

『何でわざわざ……ああ、そうか。今日は誕生日だったな』

「俺も帰ってくるなんて思ってなかったからびっくりした」

『今年であいつも二十歳はたちか。去年までは誕生日なんて祝わなくていいなんて云ってたくせに、やっぱり二十歳は特別なんだな』

「そ、そうかもね」

　痛いところを突つっ込まれ、ぎくりとする。他意はないとわかっていても、やはり後ろめたい。これは自ら墓ぼ穴けつを掘ほってしまっただろうか。

　大昔の約束を果たすために、遥人に会いにきたなんて云うわけにはいかない。遥人は白々しく惚とぼけて見せた。

『それにしても、奏汰はお前にべったりだからな。いつになったら叔父おじ離ばなれできるんだか』

「それは兄さんが忙いそがしいのわかってるからだよ。昔から、親にはわがまま云わないやつだっただろ？」

『仕事で忙しいくせに、休みは家かお前のところだろう？　そろそろ彼女ができてもおかしくない歳だと思うんだがな』

「……っ」

　昨日までなら、こんな話題を振ふられても動どう揺ようなどせずにいられただろう。けれど、奏汰に告白されたいま、平然とはしていられなかった。

（電話で本当によかった……）

　面と向かっていたら、動揺が顔に出てしまっていたに違いない。声が上うわ擦ずらないよう、電話を手で押さえながら何度か咳せき払ばらいをして喉のどを整える。

『遥人、何か知ってるんじゃないのか？』

「え？　い、いや、俺はそういうのはよく知らないんだ。ほら、あいつ自分のことはあんまり話そうとしないしさ」

『そうなんだよな。昔っから無口な子供だったからなあ。もし、何かわかったら俺にも教えてくれよ』

「う、うん、わかったらね」

　まさか、未いまだに遥人と結けつ婚こんすると本気で云ってきているだなんて、父親である昭人に云えるわけがない。内心冷や汗あせを搔きながら、ぎこちなく頷うなずいた。

『で、ロケからはいつ帰ってくるって？』

「いま、撮さつ影えい押してるみたいで、スケジュールはっきりしたら連絡くれるって。ていうか、兄さんが自分で訊きけばいいんじゃないの？」

『そういえばそうか。あとでメールしてみるよ』

「そうそう、さっき、奏汰と陽汰と三人で、ホットケーキでお祝いしたんだ。あとで携けい帯たいにそのときの写真送るね」

『お、本当か？　今日はその写真を励はげみにがんばるか』

「うん、がんばってよ、部長さん」

　昭人との電話を切った遥人は、肩かたを落として、大きく息を吐はく。隠かくしごとがあるせいか、電話だけでぐったりと疲つかれてしまった。

　頭を抱かかえたくなる気持ちとは、きっといま味わっているものがそうなのだろう。心なしか胃もキリキリとした痛みを訴うつたえている気がする。

「……困った……」

　思わず零こぼれた呟つぶやきは、いつにない重さを持っていた。
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「……はい。今夜には上がると思いますよ。宅配便で送りましょうか？　ああ、はい。それじゃあ、お待ちしてます。明日十時。わかりました」

　編集者との電話を切った遥人は、同じ体勢でいたせいで凝こり固まった首を左右に動かす。利きき手側の右みぎ肩かたがとくに凝っているのは、いつものことだ。自分で揉もみほぐしはするけれど、あまり効果はない。

　いま仕上げをしているのは文芸誌の表紙イラストだ。毎月、季節に合わせたイラストを描かいている。完成の目め処どが立ったので編集者に連絡したら、明日取りに来てくれることになった。

　ありがたいことに遥人の作風を支持してくれているファンも増え、いまでは仕事の依い頼らいは断るほどになった。最近依頼が多いのは、ファンタジー小説の挿そう画がや広告用のイラストなどだ。今度、画集を出すことになっている。

「ちょっと休きゆう憩けいするか……」

　ぐっと伸のびをして、コーヒーを淹いれるために仕事部屋をあとにする。

　お湯を沸わかしている間にテレビをつけると、昼のワイドショーをやっていた。

　ニュースか天気予報でもやってないかとチャンネルを変えようとしたけれど、よく知った名前が聞こえてきて、ついリモコンのボタンを押そうとしていた手を止めてしまった。

『今日のオシャレチェックのコーナーに出てくれるのは、いま大注目の若手俳優、高坂奏汰さんです！』

『どうも』

　奏汰はカメラに向かって小さく頭を下げる。リポーターのテンションの高さに反して、その表情は淡たん々たんとしている。

「珍めずらしいな、こんな番組に出るなんて」

　こういったリポーターの初対面での馴なれ馴れしさが苦手だと、以前愚ぐ痴ちを云いっていたのを覚えている。だから、むしろ奏汰が何を話すか気になってしまう。

　冒ぼう頭とうの解説によれば、映画の宣伝絡がらみのようで、北海道のロケ先まで番組リポーターが押しかけたようだ。生放送スタジオと中ちゆう継けいしているらしい。

　私服のコーディネイトをチェックするコーナーに絡めて、『高坂奏汰を大だい解かい剖ぼう！』と銘めい打うっている。その安っぽい煽あおり文句に、遥人は苦く笑しようせざるを得なかった。

　いま人気が上がってきているため、奏汰に注目してくれているのだろうが、もう少し切り口をどうにかできなかったのだろうか。

『高坂さんはいま、映画のロケをしているんですよね』

『はい。〈レイニーデイ〉という作品で主演をさせていただくことになって、いまその撮影をしてます』

『あの上杉浩市監かん督とくの新作映画なんですよね？　詳くわしい場所は云えないんですけど、とある廃はい校こうになった小学校の校舎を使ってるんですよ。実はいま私たちがいるのは、その小学校の教室なんです！』

　リポーターの紹しよう介かいのあと、カメラが教室内をぐるりと映す。画が鋲びようだけが残る掲けい示じ板ばんや、整然と並んだ机は懐なつかしさよりも淋さびしさを感じさせた。

　詳しい内容は教えてもらっていないけれど、廃校になった母校で行われた同窓会を舞ぶ台たいに、ある事件が起きるらしい。奏汰はその謎なぞを解き明かしながら、『過去』を掘り出していく役やく柄がらだそうだ。

　リポーターは主要キャストの紹介や映画のあらすじを紹介したあと、メインのファッションチェックに移った。

　奏汰の頭のてっぺんから爪つま先さきまで細かく見ていきながら、スタジオのスタイリストにコメントを求めるという手順で進行している。

　自身も派手な格好をしているスタイリストに手放しで絶賛されているが、いま着ている服は多分衣装だ。センスがいいに決まってる。

（普ふ段だんのほうがカッコいいのに）

　別に飾かざり立てなくたって、奏汰は充じゆう分ぶんにカッコいい。むしろ、洗あらい晒ざらしのＴシャツにジーンズのほうが本人の魅み力りよくが引き立つと思うのだが。

「普段はジャージでごろごろしてるなんて、誰だれも思わないんだろうな」

　インスタントコーヒーの粉を入れたマグカップにお湯を注ぎ、スプーンで搔かき回しながらテレビの前へと移動する。

　ファッションチェックの対象は、アクセサリーへと移っていた。普段は鬱うつ陶とうしいと云っているペンダントやリングをつけている。

『あら、素す敵てきな時計をつけてらっしゃいますね！』

　袖そで口ぐちから覗のぞいていた腕うで時ど計けいをリポーターが目め敏ざとく発見した。それは数日前に遥人が奏汰にプレゼントしたものだった。

　奏汰は彼女が伸ばしてきた手をさっと避よけ、腕時計をはめた腕うでをカメラに向けて見せる。

『ありがとうございます。誕生日プレゼントでもらったばかりなんです』

『あっ、お誕生日を迎むかえられたばかりですものね！　もしかして、それは大切な人からの贈おくりものとか…？』

『ええ、よくわかりましたね』

　期待に満ちた目で質問するリポーターに対し、奏汰は珍しいことに少しはにかみながら頷いて見せた。

「ちょ…っ」

　何を云い出す気だと、テレビの前で一人焦あせってしまう。コーヒーにまだ口をつけていなくて本当によかった。零してしまわないように、慌あわててテーブルの上にマグカップを置く。

『もしかして、映画の共演者のどなたかから？』

　あわよくば熱愛情報でも引き出せたらと思っているのが、リポーターの顔にはっきりと書いてある。しかし、奏汰はさらりと彼女の期待をかわした。

『いえ、家族からです』

『あ、ああ、ご家族から……』

　リポーターがあからさまにがっかりとした顔をしていて可笑おかしい。「好きな人から」などと云うのではないかと思って冷や冷やしていた遥人はほっと胸を撫なで下ろした。

　彼女は家族のことなどどうでもいいと思っているようで、違ちがう話題を振ふりたがっているのが見てとれる。けれど、奏汰は自分から饒じよう舌ぜつに語り始めた。

『つい先日、それまで使っていたものを壊こわしてしまって。見かねた叔父おじが買ってくれました』

『叔父様というと、あの絵本作家の高坂遥人さんですよね？』

　振られた話題を拾わないわけにいかないのか、リポーターは奏汰の話に乗った。

　奏汰のデビュー作が映画『かなたくんの冒ぼう険けん』であることは有名だ。奏汰に注目している人間なら、遥人のことを知っていないほうがもぐりだろう。

『はい、そうです。あ、そうだ、今度叔父の描いた絵本の新作が出るんですよ』

　足あし下もとに置いてあったカバンの中から遥人の絵本をさりげなく取り出した奏汰に目を瞠みはる。

「何やってんだ！　お前の仕事は映画の宣伝だろ!?」

　内容まで話し出した奏汰に、思わずテレビに向かって叫さけんでしまう。リポーターの困こん惑わくぶりを見る限り、進行の予定にはなかった行動のようだ。　>>>♥

『ええと、新作と云うと───』

『自分で云うのはちょっと気き恥はずかしいんですが、かなたくんシリーズです。いま読むと、子供のときの気持ちを思い出しますね』

『懐かしいですね、私も小学生のときに映画を見に行きました。ウチにあるぬいぐるみも満月になったら動いてくれないかなって思って夜よ更ふかししたりしましたよ』

『そういうふうに云っていただけると嬉うれしいです』

『……っ』

　女性リポーターは、いつにない愛あい想そのよさで微笑ほほえんだ奏汰にやられたようで、頰ほおを赤らめ、ぼうっとしている。

（絶対、わかってやってる……）

　たまに浮うかべる自分の笑え顔がおの効力を、奏汰は自覚しているはずだ。

　何だか、またもやもやとした気持ちになってきた。あまり無愛想なのもよくないけれど、必要以上の愛あい嬌きようを振りまかないでもらいたい。

『上杉監かん督とくに見せたら、くれって云われたんですけど断りました。これは叔父から直接もらった宝物なので』

『いいですね、ご家族のそういう関係って。何だか羨うらやましいです』

　あわよくば熱愛発覚を狙ねらっていたことも忘れているようで、奏汰の話をうっとりと聞いている。心ここにあらずといった様子だ。

『十年ぶりのシリーズ最新作なんで、ぜひ皆みなさんお手に取って「俺」の活かつ躍やくを見てやって下さい。あ、もちろん映画のほうもよろしくお願いします』

　まるで映画の宣伝がおまけのようなコメントに、もうツッコミを入れる気にもなれない。

　奏汰の決め顔でカメラはスタジオに戻もどったが、司会者は少し困った様子で「映画の公開が待ち遠しいですね」とまとめていた。

「…………」

　遥人はテレビを切り、額を押さえる。奏汰の気持ちは嬉しいが、いまのはやりすぎだ。番組側は困惑しただろうし、映画の広報だって怒おこっているに違いない。

　ぐったりとしているところへ、電話がかかってきた。かけてきた相手が永沢だとわかり、疲つかれた声のまま応答する。

「はい、高坂……」

『もしかしていまの放送見てた？』

　くっくっと押し殺した笑いが聞こえてきた。どうやら、永沢も同じ番組を見ていたようだ。

「……何やってんだ、あいつは……」

『全国に自じ慢まんしたかったんだろ？　大好きな叔父さんからもらったプレゼントを。可愛かわいいもんじゃないか』

「俺は恥はずかしいよ！」

　プレゼントを喜んでもらえているのは嬉しいけれど、ああしてテレビで見せびらかすのはどうかと思う。その上、遥人の本まで勝手に宣伝して、身内のコネを無む理り矢や理り使っているみたいでいたたまれない。

『ウチの女子はきゃーきゃー云いいながら見てたぜ。いままではちょっと近寄りがたい印象だったけど、あのはにかんだ笑顔が可愛かったって株急きゆう上じよう昇しようだったな』

「そういうもんか？」

『そういうもんだって。家族思いのところも好感度高いし、女の影かげが見えないのも高ポイントだしな。子役上がりのわりに擦すれてないから、現場での評判もいいし、制作側からしてみたらありがたい素材だよ』

「お前にそう云ってもらえると安心するな。けど、さっきのはやりすぎだろう。さすがに担当者は怒ってるんじゃないか？　あんなことを勝手にやってよかったのか？」

　奏汰が出る映画を作っているのは、永沢が所属している帝てい都と映画だ。制作側に煙けむたがられるのは、役者にとっては致ち命めい的てきなことのはずだ。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。ウチとしてはああやってテレビに出てくれるだけでいいんだから』

「けど、あれじゃ映画の宣伝になってないじゃないか。俺の本のことばっかりで……」

『本格的な宣伝の時期にはまだ早いし、白々しく映画の宣伝だけされるとわざとらしさのほうが目につくだろ。見てるほうは映画の話よりも高坂奏汰のプライベートが知りたいんだから。いまはマメに顔出しして、知名度と好感度を上げていければいいんだよ』

「問題ないならいいんだけどさ……」

『芸歴長いんだから、あいつが下手へた打つわけないだろ。きっと、ウチの担当者とか監かん督とくとかには前まえ以もつて云ってあったと思うよ。ほら、監督の名前出してただろ』

「そういえば……」

　雑談のようなコメントの中に、上杉の名が出てきていた。奏汰なら、どんなに気の置けない間あいだ柄がらでも、勝手に名前を使うようなことはしないはずだ。

『しかし、見事に遊ばれてたな』

「え？」

『私服チェックとか云って、もろ衣装だっただろ。普ふ段だん、あんな格好してるところ見たことないぞ。絶対、スタイリストに着せられたに決まってる』

「やっぱり、あれ衣装だよな？　何でわざわざあんな格好させられてたんだ？」

　私服のセンスが悪かったらプロの指導も必要かもしれないけれど、別に普段酷ひどい格好をしているわけではない。シンプルすぎるとは思うが、清潔感のある至って普ふ通つうの服を着ている。

『まあ、弱みがあるから嫌いやだとは云えなかったんじゃないか？』

「弱み？」

　意外な単語に、遥人は首を傾かしげる。

『あれ、本人から聞いてないか？　ロケの真っ最中に帰ってきてるなんてヘンだなと思って、ウチの担当者に探さぐり入れてみたんだよ。そしたら、誕生日はどうしても家で過ごしたいからオフくれって頼たのみ込んできたんだってさ』

「……っ」

『映画の宣伝で何でもするって条件で、無理矢理スケジュール調整したらしい。だから、さっきのやつもその一いつ環かんじゃないか？』

　ようやく状じよう況きようが飲み込めた。あの日、オフをもぎ取るために吞のんだ交こう換かん条件とは、このことだったのだろう。奏汰の必死さを、改めて感じた。

　そんな条件を吞んで強ごう引いんに時間を作らなくたって、撮さつ影えいが終わればオフになる。どんなに長くても残り数週間なのだから、それまで待っていればよかったものを。

（……待てなかったってことか）

　一秒も待てなかったからこそ、前日の夜にああして待っていたのだろう。いまになって、奏汰の苛いら立だちがわかったような気がした。

『しかし、そこまで誕生日に思い入れがあるなんて知らなかった』

「そ、そうだな、俺もびっくりした」

　二十歳はたちの約束のために、奏汰がわざわざ帰ってきたのだと云うわけにもいかず、曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

『パーティでも開いたのか？』

「いや、パーティってほどのことはしてない。陽汰とバースデーソングを歌ったくらいだな」

『バースデーソング！　それはまた微笑ましい光景だな』

　素す直なおに答えたら、永沢は吹ふき出した。奏汰の無愛想な面しか知らなければ、ミスマッチな光景にしか思えないのだろう。笑いの発ほつ作さはなかなか治まらない。

「そんなに笑うことないだろう。ウチじゃ当たり前のことなんだから」

『悪い悪い。外じゃすかしてるからさ、どんな顔でその歌聞いてたのか想像つかなくて。あー可笑おかしい』

　永沢は笑いすぎで呼吸困難になっている。陽汰の誕生日には、奏汰と遥人で歌うのだと云ったらますます笑いが止まらなくなるだろうと判断し、口にしないでおいた。

『そうそう、本題を忘れてた。お前の新刊届いた。ありがとな』

「あ、もう届いたんだ。どうだった？」

『いい話だった。いい歳して、うっかり涙なみだぐみそうになった』

「本当に？　脚きやく色しよく入ってないか？」

『マジだって。何だか、子供のときの気持ちを思い出したよ。で、物は相談なんだけどさ。これ、映画にしてもいいか？』

「映画？」

『高坂が嫌じゃなきゃ、映画化の企き画かく書しよを出そうと思うんだ』

「い、いきなりそんなこと云われても……」

　唐とう突とつな提案に、思わず目を瞬またたいた。

『これはまだ俺の希望でしかないけど、主演はできたら陽汰くんにやって欲しいと思ってる。あの子なら物もの怖おじしないし、五歳のときの高坂奏汰とそっくりな弟が出れば話題にもなるだろう？　で、監督は上杉浩市。絶対ヒットするって！』

「ちょっと待て。いきなりそんなこと云われても、頭が追いつかないって！」

『いまは俺の夢だと思って聞いておいてくれればいいよ。何せ前作は十年以上前のものだしな。上からゴーサインが出るかもわからないけど、俺は作れば当たると思ってる』

　いつになく熱く語る永沢に圧あつ倒とうされる。

『かなたくんの冒ぼう険けん』の映画が好きで、何度も見に行ったと云っていたのは聞いたことがあるけれど、そこまで思い入れを持ってくれていたなんて知らなかった。

「俺は映画にしてもらえるなら嬉うれしいけど、陽汰はどうかなあ……。本人と兄さんに訊きいてみないとわかんないな」

　陽汰はともかく、昭人は渋しぶるかもしれない。劇団に入り、子役を続けた奏汰とはすれ違ちがいの生活になってしまい、当時淋さびしがっていたのを覚えている。

（陽汰に演技ができるかどうかも問題だしな）

　上手うまく編集してくれるとは云え、幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会のときのことを考えると不安だ。

　あまり人前で緊きん張ちようしない質たちのようで、ステージでは堂々とはしていたのだが、如何いかんせん台詞せりふがなかなか覚えられなくて苦労した。

『陽汰くんにやって欲しいのは山々だけど、陽汰くんがダメならオーディションでイメージに合う子を探せばいい。とにかく、俺は俺の手でお前の作品を映画にしたいんだ。正式に企き画かくが通ったら、版元にオファーさせてもらうな。今度、色々相談したいからまた飲みに行こうぜ』

「う、うん」

　永沢の熱心さに圧倒されながら、電話を終えた。何だか、まだ頭がついていけていないため、不思議な感覚だ。

「映画か…」

　いまになって、またそんな話がもらえるなんて思いもしなかった。ただ、奏汰に読ませたい。そんな気持ちだけで描かいただけだ。

（最初のやつだって、あいつのためだけに描いたんだけどな）

　十五年前のことは、いまでも鮮せん明めいに覚えている。

　自分の描いた絵本が大きな賞を取り、副賞として決定していた映像化の話もどんどん進んでいき、まるで突とつ然ぜん嵐あらしの中に放り込まれたような日々が続いた。

　一変してしまった日々に狼狽うろたえる遥人を励はげましてくれたのは、まだ小さかった奏汰だ。

　上がってしまってインタビュアーの質問にしどろもどろになってしまう遥人の代わりに、その場を盛り上げてくれたり、子供ながらに精せい一いつ杯ぱい遥人を助けてくれた。

　そんな奏汰がもう二十歳になったかと思うと感かん慨がい深い。さっきの番組はさすがに気を回しすぎだったが。

「……そうだ、一言云いっておかないと」

　やってしまったことはもう仕方ないとは云え、釘くぎを刺さしておかなければ、また同じようなことをやりかねない。

　ああいう勝手なことはしないようにとメッセージを送信する。

　このメールを見たら、夜にでも電話がかかってくるだろう。しかし、そんな遥人の予想に反して、メールを送信した直後、手の中の携けい帯たい電話が震ふるえ出した。

「おわっ」

　何かと思って見てみると、奏汰からの折り返しの電話だった。飛び跳はねた心臓を押さえながら通話をオンにした途と端たん、前置きもなしに問いかけられる。

『遥人、さっきの見てたんだ？』

「こら、電話なんかかけてきていいのか？　いまは仕事中だろ！」

　驚おどろかされた腹いせもあって、つい声を荒あららげてしまう。

『いまは俺の出番じゃないからいいんだよ。今日の出演のこと云ってなかったのに、よくわかったな』

「たまたまテレビつけたらやってたんだよ。まったく、何してるんだお前は」

『映画と遥人の新刊の宣伝』

「そうじゃなくて、あんなことしていいのかって云ってるんだよ！」

『映画のネタバレしなきゃ何してもいいって云われた。使えるものは何でも使ったほうがいいだろ？』

「…………」

　悪びれない奏汰に胃が痛くなってくる。

『ついでに宣伝して来いって云ったの上杉監かん督とくだからな。俺はその尻しり馬うまに乗っただけだ』

「帝てい都との人には断ったのか？」

『それは事後承しよう諾だく』

「…………」

『別に怒おこってなかったし、充じゆう分ぶんファンサービスもしてただろ？』

「サービスしすぎだ」

　あんな笑え顔がおを無む闇やみに振ふりまく必要はなかったのではないだろうか。そんな気持ちが拭ぬぐえず、さっきからずっともやもやしている。

『嫉しつ妬とした？』

「……ッ、するかバカ！」

　この気持ちは決して嫉妬ではない。そのはずだ。

「云っておくけど、今後は勝手な真似まねはするなよ」

『わかってるよ。気をつけます』

　いささか棒読みに聞こえるけれど、一応は反省しているようだから、小言は控ひかえておいた。

　奏汰だって、悪気があったわけではない。よかれと思ってしたことに対して、あまりキツいことは云いたくない。

『そうだ。悪いんだけど、もし見本がまだ余ってたら、サイン入れてこっちに送ってくれないか？　監督が欲しいって云ってる』

「いいけど、わざわざロケ先に？」

　撮さつ影えいが終わってからではいけないのだろうか。不思議に思って訊きいてみると、その理由を教えてくれた。

『いま読みたいんだと。俺のを渡わたしたら、ぼろぼろになるまで読み込んでから返ってきそうで嫌いやなんだよ』

「わかった。あとで送り先をメールしといて。明日には送っておくから」

『手間かけて悪いな。どうも遥人の本にやたら創作意い欲よくが刺し激げきされたらしくて、空き時間は次の構想ばっか練ってる』

「えっ、そんなこと云われると緊張するんだけど」

　鬼き才さいと云われるような映画監督に何度も読まれるかと思うと、身の引き締しまる気分になる。

　必要以上に意識してしまうのは、永沢の語った夢物語が耳に残っているせいもあるかもしれない。

『───なあ、遥人』

「ん？」

『そろそろ、陽汰のお迎むかえ行かなくていいのか？』

「へ？　あっ、やばい、また遅ち刻こくする！」

　奏汰の指し摘てきに時計を見た遥人は、思わず目を瞠みはった。

　ぼんやりとしていたら、幼稚園のお迎えの時間が迫せまってきていた。遅おくれたら、陽汰にまた「しょうがないな、はるちゃんは」と云われてしまう。

『早く行かないと拗すねるぞ、あいつ』

「わかってるよ！」

　また奏汰に指摘されてしまったことを悔くやしく思いつつも、遥人は慌あわててカバンを摑つかみ、転がるように玄げん関かんを出て、幼稚園へとダッシュした。
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　遥人の新作『かなたくんの約束』は、発売とほぼ同時に増刷がかかった。

　奏汰の宣伝のお陰かげもあってか、発売日には初版のほとんどが書店店頭から姿を消してしまったのだ。いま出版社は嬉うれしい悲鳴を上げながら、二版目を急ピッチで作ってくれている。

　そのこともあってか、永沢の企画はすんなりと会議を通ったらしい。その日の夜、嬉き々きとして連れん絡らくしてきた。

　編集部も映画化は諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしてくれている。遥人自身にも異い存ぞんはないため、話はトントン拍びよう子しに進んでいった。

　スタッフや配役の手配などは、これから話し合いと調整を重ねて決めていくらしい。

　永沢は、監督を上杉浩市に一か八ばちかで打だ診しんすると云っていたが、果たして色よい返事をもらえるのだろうか。

（本当に映画になるのかな……）

　永沢はやたら張り切っているが、遥人の中ではまだ全然実感が湧わいてこない。

　中学生のときもなかなか信じられなかったけれど、大人になったいまもそれは変わらない。普ふ段だんは華はなやかな世界とは縁えん遠どおいため、雲を摑むような話に思えてしまうのだ。

　それに陽汰が主役というのも、複雑な気分だ。ぜひにと云ってくれるのは嬉しいけれど、大人の都合で巻き込んでいいものか悩なやんでしまう。

　奏汰の場合、幸いに天職を見つけることになったけれど、陽汰にとっていい方向へ作用するとは限らない。目立ってしまうことで、友達の中から浮ういてしまうこともあるだろうし、そうなれば映画に出演したことを後こう悔かいすることになるかもしれない。

　かと云って、こちらで勝手に断るようなこともしたくない。やはり、何より大事なのは本人の意思だ。

「ごちそうさまでした！」

　ぼんやりと考えごとをしていた遥人は、元気のいい陽汰の声にはっと我に返った。そして、椅い子すから飛び降りておもちゃを取りに行こうとしているのを見み咎とがめ、呼び止める。

「陽汰、食べ終わったお皿は？」

「あっ、流しにお片づけしないと」

「正解。ちゃんと水につけておくんだぞ」

「はーい」

　今日のおやつはパンプディングだった。迎えに行く前に準備をし、焼きたてのパンプディングの上に買い置きのアイスを添そえ、カラメルソースをかければそれなりの見み栄ばえになる。

　きちんと皿を流しに運んでいった陽汰に、何気なさを装って訊いてみる。

「なあ、陽汰。陽汰が映画に出てって云いわれたらどうする？」

「それって兄ちゃんのお仕事みたいなこと？」

「そうだよ」

「でも、難しいんでしょ…？」

　不安そうな上うわ目め遣づかいで訊たずねられる。遥人は腕うでを組んで、考え込む素そ振ぶりで云った。

「そうだなぁ、簡単ではないかな。でも、奏汰はいまの陽汰と同じくらいのときに初めて映画に出たんだよ」

「おれがやっても兄ちゃんみたいにカッコよくできない……」

　陽汰がいつも奏汰に張り合っているのは、奏汰を誰だれよりもカッコいいと思っているからだ。

　奏汰のいないところでは、人気者の兄を自じ慢まんしているし、「大きくなったら兄ちゃんみたいになりたい」というのが口くち癖ぐせだ。

「陽汰なら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど？」

「本当に？　兄ちゃんくらいカッコよくできると思う？」

「できるよ、絶対。陽汰は誰の弟だっけ？」

　不安そうにしている陽汰を力強く励はげます。しかし、こういう言葉もプレッシャーになるかもしれないと思い直し、慌ててフォローをつけ加えた。

「でも、やりたくなかったら、やりたくないって云ってくれればいいから」

「やりたくないわけじゃないってば！　ねえ、はるちゃん、その映画ってどんなやつ？」

　やらなくてもいいと云ったら、逆に興味が引かれたようだ。負けず嫌ぎらいに火をつけてしまったかもしれない。

「この間、陽汰にもあげただろ？　俺の絵本」

「この間のって、兄ちゃんが出てる絵本？」

「そう。あれが映画になるかもしれないんだ。もしそうなったら、陽汰に出て欲しいんだって。ほら、永沢さんってお兄ちゃんに会ったことあるだろ？」

「あれは兄ちゃんなんでしょ？　おれじゃないもん」

　自分が主人公でなかったことが、未いまだに引っかかっているようだ。口ぶりがどことなく拗ねている。

「そうだけど、いまの奏汰がやったらヘンだろ？」

「うん、兄ちゃん大きいしヘンかも。うーんと、じゃあ、おれが兄ちゃん役をやるってこと？」

「そうそう、そんな感じ。あっ、そうだ、奏汰が小さいときに出た映画を見てみるか？」

　そう云いながら、遥人はＤＶＤラックの奥を探さぐる。海外ドラマのＤＶＤボックスの裏から取り出したのは、劇場版『かなたくんの冒ぼう険けん』だ。

　約十五年前のこの作品がＤＶＤ化したのは、数年前のことだ。奏汰の人気が改めて上がり始めていた頃ころだったため、かなり話題になり、ずいぶん売れたと聞いている。

（俺もこっそり買った口だし……）

　小さい奏汰がお供のヒツジのぬいぐるみと共に奮ふん闘とうする姿は可愛かわいくて、遥人のお気に入りだ。

　恥はずかしいから見るなという奏汰に隠かくれて何度も見ていたビデオテープはだんだんと劣れつ化かしてきていたので、ＤＶＤ化はありがたかった。

　見本で一本もらえたから、自分で買ったぶんは保存用として大事にしまってある。

「陽汰、とりあえずこれ見てみようよ。見たらどんな感じなのかわかると思うし、俺が云うのも何だけどけっこう面おも白しろいんだ」

　うきうきとプレイヤーにＤＶＤをセットしている遥人に、陽汰が鋭するどい言葉を投げかけてきた。

「はるちゃんのほうが見たいんじゃないの？」

「そ、そんなことないって。陽汰に見てもらいたいんだよ」

　半分図星だったため、動どう揺ようを笑ってごまかす。ちょっと浮かれすぎたかもしれない。

（たまに痛いところ突ついてくるんだよなあ……）

　奏汰とはあまり性格が似ていないけれど、こういう勘かんのいいところは共通している。

「いいか？　始めるぞ」

　再生ボタンを押すと、制作会社のクレジットなどのあと、本編が始まった。

　冒ぼう頭とうの日常のシーンのセットは、実際の奏汰の家をモデルに作られた。素人しろうとである奏汰が緊きん張ちようせずに演技できるようにとの配はい慮りよ故ゆえだ。

「おれが出てる！」

　画面にアップになった奏汰を見て、陽汰がびっくりした声を上げた。

「すごく似てるけど、あれは陽汰じゃなくて、ちっちゃい頃の奏汰だよ」

　子供の頃の奏汰は、いまの陽汰そっくりだ。お人形のような顔立ちも、さらさらの黒くろ髪かみも、見た目はほとんど同じと云っても過言ではない。

「これが兄ちゃん？」

「うん、陽汰とそっくりだよな」

　こうして改めて見てみても、瓜うり二ふたつだ。何も知らない人に見せたら、違ちがう人間だとは思わないだろう。だけど、性格はまったく違う。

　奏汰は子供のわりに物静かで、外で遊ぶよりも家の中で絵本を読んだり、お絵かきをしているほうが好きだった。けれど、この映画の中では子供らしい表情をたくさん見せている。

（やっぱ、このときの奏汰は可愛いなぁ…）

　何度も見ているし、曲がりなりにも原作者だから、台詞せりふは全部覚えている。それでも、困難に立ち向かう凜り々りしいところも立派だと、見るたびに心の中で拍はく手しゆを送ってしまう。

　奏汰が俳優の道を選んだのも、この映画がきっかけだと思うと感かん慨がい深い。

　常に控ひかえめな奏汰に芝しば居いなどできるのだろうかと心配していたけれど、初めてとは思えないほどの芸達者ぶりを見せ、眠ねむっていた才能に驚おどろいたものだ。

「本当に兄ちゃんも昔はちっちゃかったんだね」

「そうだな。背の順も前のほうだったっけな」

「いつ、あんなにおっきくなったの？」

「中学生くらいのときかなぁ？　一気に背が伸のびて、気がついたら俺よりでかくなってた」

　この頃ころは、奏汰があんなに育つなんて思ってもいなかった。顔立ちは母親似だったから華きや奢しやなのだろうと思っていたけれど、成長するに従って体格は父親そっくりになっていった。

「じゃあ、おれも中学生になったら大きくなるってこと？」

「ああ、そうだな」

　陽汰は直に、自分そっくりの奏汰が入り込んでいった不思議の世界に見入っていった。

「はるちゃん、おれも冒険したい」

　さっきとは打って変わって、陽汰はすっかり乗り気になっている。

　お供のヒツジのぬいぐるみと共にファンタジーの世界で、宝物を探しにいく奏汰の姿が羨うらやましくなったようだ。

「本当にやってみたい？」

「うん！　でも、ちょっと自信ない……」

「じゃあ、今度永沢のお兄さんに色々教えてもらおうか？　それで陽汰ががんばれそうならやればいいし、難しそうだったらやめればいいし」

「うん、そうする」

　笑え顔がおで頷うなずく陽汰に目を細める。

（そういえば、あのときの奏汰には何の迷いもなかったっけ）

　映画への出演を打だ診しんされた五歳の奏汰は、一も二もなく頷いた。目立つことが好きでなく、口数も少ない奏汰の答えに遥人も両親も驚いたものだ。

　あとから出演を引き受けた理由を聞いて、また驚いた。遥人が自分のために作った話の主役を、他ほかの子に譲ゆずりたくなかったからだと云うのだ。いま考えると、子供らしくない発想だ。

　しかし、自分からやると云い出した奏汰は不満を一いつ切さい口にすることなく、大人でもハードな撮さつ影えいを乗り越こえた。あのときのことを思い出すと、それだけで胸がいっぱいになってしまう。

「またこれ見てんの？」

「うわっ」

　背後から急に声をかけられ、思わず声を上げてしまった。振ふり返ったそこに立っていたのは大荷物を抱かかえた奏汰だった。

「帰ってくるのは夜になるんじゃなかったのか!?」

「キャンセル待ちで空きが出たんだよ」

　東京についてから、自宅にも寄らずにまっすぐここに来たのだろう。早く帰ってくるのはいいが、よりによってこんなタイミングで帰ってこないで欲しかった。

「本当にそれ好きだよな。何度見たら気がすむんだ？」

「今日は陽汰に見せようと思って出してきたんだよ。俺が見たかったわけじゃないし……」

　何だか気き恥はずかしくて、つい云いい訳してしまう。だが、奏汰は何もかも見み透すかしていると云わんばかりの笑みを口元に浮うかべた。そして、遥人にではなく、陽汰に向かって訊きく。

「ふぅん、陽汰が見たいって云ったんだ？」

「ううん、違う。はるちゃんが見るか？　って」

「……っ」

　陽汰にばらされてしまい、申し開きもできなくなる。子供の素す直なおさは、こういうとき厄やつ介かいだ。遥人は気まずさから目を逸そらしたけれど、陽汰はお喋しやべりを続けた。

「はるちゃんのお話が映画になるんだって。おれにその映画に出てって」

「映画？　そんな話俺は聞いてない」

　陽汰の言葉に奏汰がムッとした顔をしたため、遥人は慌あわてて説明をつけ加えた。

「帰ってきたら話そうと思ってたんだ。奏汰に隠してたわけじゃないよ」

「どこからそんな話が出てきたんだ？」

「永沢が『かなたくんの約束』を読んで、できたら映画にしたいって云ってきて。それで主演を陽汰にやってもらいたいって云ってきたんだ。まだ決定したわけじゃないから。……ごめん、云うのが遅おそくなって」

「知らされてなかったことが不満なわけじゃない」

「じゃあ、何に怒おこってるんだよ」

「何で俺じゃないんだ。あれの主人公は俺だろ」

　一いつ瞬しゆん、冗じよう談だんを云っているのかと思ったけれど、真ま面じ目めな表情に揺ゆらぎはない。本気で陽汰に嫉しつ妬としているようだ。果たして、どう突っ込こんでいいものかと悩なやんでしまう。

「何でって…五歳の役はできないだろ」

「でも、あれは俺だ」

　真顔で云う奏汰に呆あきれ果ててしまう。一八〇センチの大きな図ずう体たいで、どうやって子供の役をやるつもりなのか───その姿を想像すると笑えてくる。

「俺だって、あの話の主人公はお前だと思って描かいてるけど、仕方ないだろ。もうこんなにおっきくなっちゃったんだから」

「そうだよ、兄ちゃんにはできないよ」

「お前は黙だまってろ」

「兄ちゃんこそ、わがまま云ってはるちゃんを困らせないでよ」

　二人の云い合いは、だんだんとヒートアップしていく。

「陽汰のくせに生意気だぞ」

「兄ちゃんこそ、『おうぼう』だよ！」

「難しい言葉を覚えたからって偉えらそうな顔するな。本読み始めたらすぐ眠くなるくせに、台本をちゃんと覚えられるのか？　絵本より、もっと難しいんだぞ」

「やってみなきゃわかんないって、兄ちゃんだっていつも云ってるじゃん！」

「先がわからないことはチャレンジすべきだ。けど、無理だとわかってることをやるのは、周りの迷めい惑わくになるだろう」

「無理じゃないもん！　五歳のときの兄ちゃんにできたんなら、おれにもできる！」

「とにかく、あれは俺だ。陽汰じゃない」

　いつものことだが、兄弟ゲンカは終わりが見えない。意地の張り合いは、どちらかが降参するまで続けられそうだ。遥人は耐たえきれなくなり、ついに口を挟はさんだ。

「奏汰。いい歳なんだから、五歳の弟と張り合うのはどうなんだ？」

「そういう問題じゃない」

「そうだよ、歳は関係ないよ」

　何故なぜか陽汰まで反論してくる。自分が子供扱あつかいされたことが気に食わなかったようだ。

　しかし、このまま放っておいたら収拾がつかなくなると判断した遥人は、大きく息を吸い込み、二人を一いつ喝かつした。

「二人ともいい加減にしろ！」

　遥人の怒ど声せいに、奏汰は口をへの字に曲げ、陽汰はびくっと肩かたを竦すくめる。

「ケンカするなら家に帰れ。ウチにいるときの約束を忘れたのか？」

「…………」

「だって───」

「だってじゃない。文句があるなら、明日からおやつ作らないぞ」

　口答えしてくる陽汰にびしりと云うと、黙り込んだ。

　遥人の家でのケンカは禁止している。大たい抵ていが遥人を巡めぐって揉もめるため、この決まりでほとんどの兄弟ゲンカは防止できるのだ。

（決着もつかないけど……）

　それは二人もわかっているため、その空気をいつまでも引き摺ずることはない。彼らにとっては、一種のコミュニケーション手段になっているのだろう。

「……ってことで一時休戦だな、陽汰」

「仕方ないね」

　奏汰に目配せされ、やれやれという仕草をする陽汰に、遥人のほうがどっと疲つかれてしまう。

「云っておくけど、納なつ得とくしたわけじゃないからな」

「奏汰！」

　遥人の大声に、奏汰は軽く肩を竦める。反省している様子は見られない。さらなる疲ひ労ろうを感じながらも、映画の話から離はなすために敢あえて違ちがう話題を振った。

「そういえば、撮影が終わったらしばらく休みだって云ってたけど、どのくらい休めるんだ？」

「一週間もぎ取った」

　奏汰の答えに、真っ先に陽汰が歓かん声せいを上げた。

「ホントに!?　じゃあ、兄ちゃん、日曜日に動物園行こうよ！　今度休みになったら連れてってくれるって云ってたじゃん」

「そんな約束もしてたな。遥人がいいって云ったら連れてってもいいぞ」

　この会話だけを聞いたら、この二人がさっきまで兄弟ゲンカをしていたとは思わないだろう。いつもながら、切り替かえの速さに感心してしまう。

「はるちゃんも一いつ緒しよに行くでしょ？　そうだ、お弁当作ってよ。三人でお外で食べようよ」

「そんな、急に云われても……。ちょっと待て、締しめ切り確かく認にんするから」

　締め切りのスケジュールが書いてある手帳を確認しに行こうと腰こしを上げかけたそのとき、奏汰の携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。

「オフの間はかけてくるなって云ったのに───何？　阿あ住ずみさん」

　電話の相手は奏汰のマネージャーのようだ。

　阿住は昨年から奏汰の担当になった事務所の新人社員だ。人がよく、真面目で一いつ生しよう懸けん命めいだけれど、天然なところがあるらしい。遥人も何度か顔を合わせたことがあるが、芸能界には似つかわしくないのんびりとした好青年だった。

「陽汰、静かにしてようね」

「うん」

　仕事の電話だとわかり、遥人は唇くちびるの前に人差し指を立てて見せる。陽汰も神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「……それで？　どうしてそんなことになったわけ？」

　スケジュールの確認か何かだろうと思って横で聞いていたのだが、奏汰の表情はだんだんと渋しぶくなっていった。

「ああ、そう云ったのは俺だよ！」

　奏汰は珍めずらしく剣けん吞のんな声を出したため、遥人も陽汰も驚おどろいてしまった。思わず二人で顔を見合わせてしまう。いままで、阿住に対してこんな態度を取ったことはないはずだ。苛いら立だちを隠かくせないほど、理り不ふ尽じんな仕事が来たのだろうか。

「何でもするとは云った。けど、よりによって何でそんな───山手プロ？　ああ、なるほどな……。わかってるよ、俺のわがままのせいだってことは」

　仕事に口は挟まないようにしているけれど、今回ばかりは心配になる。

（例の『交こう換かん条件』絡がらみなのかも……）

　自分にできることがあれば何でもしてやりたいが、仕事に関しては見守ってやることしかできない。もどかしさに拳こぶしを握にぎりしめる。

「……ああ。いいよ、それで。それまで黙ってればいいんだろ」

　不ふ機き嫌げんさを隠そうともせず、通話を切った携帯電話を乱暴に閉じた。

　奏汰の返事から察するに、どうやら意に染まない何かを引き受けることになったようだ。

　見るからに機き嫌げんが悪くなった奏汰には、何となく声をかけにくい。どう切り出そうかと考えていたら、奏汰のほうから口を開いた。

「遥人、ごめん」

「な、何？　いきなり……」

　突とつ然ぜんの謝罪に面めん食くらい目を瞬またたかせていると、奏汰はさらに脈みやく絡らくのない言葉を続けた。

「俺が好きなのは遥人だけだ」

「は？」

「遥人以外、俺の目に入ることはないから」

「ちょ、ちょっと待て。いきなり何の話をしてるんだ？」

「いまは何も云いえない。だけど、信じて欲しい」

　信じるも何も、会話に頭がついてこない。しかし、陽汰がいるところで深く追つい及きゆうするわけにもいかなかった。遥人が混乱していると、陽汰が無む邪じや気きに間に割って入ってきた。

「ねえねえ、何の話してるの？　おれにもわかるように云ってよ」

　それはこっちの台詞せりふだ。自分にもわかるように云ってもらいたい。けれど、奏汰はもっと単純な方法で問題を片づけてしまった。

「うるさい。わからないなら訊きくな」

　奏汰はそう云って、自分に纏まとわりついてきた陽汰の耳を塞ふさいでしまう。

「わっ、兄ちゃん、手ぇ放してよ！」

「聞こえなきゃ、気にならないだろ」

「何も聞こえないよー！」

　文句を云いながらも、陽汰は楽しそうにしている。そのまま、とっくみあいになり、プロレスごっこが始まってしまった。

「もー、うるさい！　ウチでプロレスごっこは禁止！」

「いいじゃん、はるちゃんも一緒にやろうよー」

「やらない！」

　あっという間にいつもと同じ空気になってしまい、結局、奏汰の発言の意図を訊くことはできなかった。
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「動物園、また行こうね！」

　遥人と奏汰と手を繫つなぎ、真ん中で飛び跳はねるようにして歩いている陽汰がこちらを見上げながら云ってきた。今日は弁当を作って、朝から三人で動物園に行っていたのだ。

　行き先は地元にある自治体運営の小さな動物園だったのだが、園内に人ひと気けはなく静かで閑かん散さんとしていた。

　奏汰がファンの子に見つかって騒さわぎになったらと心配していたけれど、騒ぎになるほどの人もおらず、逆にこれでやっていけるのかと不安になったものだ。

　施し設せつは古いもののどこもよく手入れされており、動物たちも毛並みがよくのんびりとしていた。奏汰が小さい頃ころはもっと賑にぎわっていたのにと一いち抹まつの淋さびしさのようなものを覚えたけれど、初めて来る陽汰は近くで見るゾウやライオンに大興奮だった。

「そんなに気に入ったか？」

　遥人とは反対の手を繫いでいた奏汰の問いかけに振ふり向き、陽汰は満面の笑えみで頷いた。

「うん！　すごく楽しかった！」

　予想外に空すいていたため、ゆっくりと動物を見て周ることができた。順番を待つことなく遊具に乗り、のんびりと弁当を食べて帰ってきた。

「次はパパも一緒に行けたらいいのに」

「そうだね、パパもお休み取れるといいんだけど……忙いそがしいからなぁ」

　営業をしている昭人は、日曜日も急な仕事が入ったりする。管理職になって少しは落ち着くかと思ったけれど、むしろ以前より忙しいようだ。できるだけ平日の夜に早く帰ってこようとすると、その皺しわ寄よせが週末にいってしまうと話していた。

「そうなんだよね。パパも兄ちゃんもはるちゃんも忙しすぎるよ。あんまり働きすぎると体に悪いってテレビで云ってたよ？」

　陽汰の大人びた云い方に、思わず笑いを嚙かみ殺す。ませているというよりは、背せ伸のびをしたくてしょうがない年とし頃ごろなのだろう。そんな小言めいた言葉に、奏汰が云い返してきた。

「だから、こうして休み取ったんだろ。遊ぶならいまのうちだぞ。陽汰だって、来年からは小学校で忙しくなるんだからな」

「あ、そっか！　兄ちゃんがいる間に色々やらないと！　どうしよう、明日何して遊ぼう…」

　陽汰は難しい顔で、真しん剣けんに考え込んでしまった。悩なやむほどのことではないと思うのだが、陽汰にとっては重大な問題なのだろう。

　熟考している陽汰を微笑ほほえましく見ていたら、不意に奏汰に問いかけられた。

「遥人は楽しかった？」

「え？　ああ、うん。動物園なんて久々に行ったし。お前が小学生のときに行ったきりだもんな。あのときは雨が降って大変だったよな」

「あの日は土ど砂しや降りだったな。雨宿りも悪くなかったけど」

　外で弁当を広げていたら、だんだんと雲行きが怪あやしくなってきて、食べ終わる前に雨が降り出してしまったのだ。いまとなってはいい思い出だけれど、当時は途と方ほうに暮れたものだ。

　あれ以来、奏汰と二人で出かけることは、ほとんどなくなった。買い物や仕事のつき添そいはあっても、純じゆん粋すいに遊びに行く機会は減っていった。

「中学になったら、全然相手してくれないんだもんな」

「だって、それは───」

　奏汰が仕事で忙しくしていたのもあるが、思春期の男の子は家族に誘さそわれても喜ばないだろうと思い、遠えん慮りよすることにしたのだ。

「ガキのお守りから解放されて清せい々せいしてた？」

「俺なんかより、友達と出かけたほうがいいだろうって思って距きよ離りを置いたんだよ」

「……初めて聞いた」

　奏汰は憮ぶ然ぜんとした様子で呟つぶやいた。

「初めて云ったからな」

「早く云えよ。わかってたら、あんなに仕事入れなかったのに」

「え？」

「遥人がかまってくれなくて暇ひまだったから、仕事詰つめ込んでたんだよ。保護者つき添いってなると、親父おやじもお袋ふくろも来られないから遥人が来るだろ。それに仕事してりゃ、余計なことも考えずにすむしな」

　自分と一いつ緒しよにいるために、そんな画策をしていただなんて気づきもしなかった。そんな回りくどいことをするよりも、一言云うほうが簡単だったろうに。

（やけに仕事熱心になったと思ってたけど……）

　がむしゃらに仕事をしていたあの時期があったからこそ、いまの奏汰があるのだろうが、当時の多た忙ぼうさは半はん端ぱじゃなかった。

　それこそ、雑念を振り払はらうかのように仕事にのめり込んでいた。周囲は芝しば居いに取り憑つかれたのだと噂うわさしていたけれど、そうではなかったのだ。

　事情がわかっていれば、あんな無理はさせなかった。あまりに忙しすぎて、一度過労で倒たおれたのだ。それから、事務所と相談してペースを落とさせた。本人も思うところがあったようで、体調管理には気をつけるようになった。

「云ってくれればよかったのに……」

「それはこっちの台詞だ。───つっても、あの頃は見み栄え張ってたからな。遊んでくれなくて淋しいなんて、カッコ悪くて云えなかった」

「いまはどうなんだよ」

　中学生のときのことをまるで遠い昔のように話す奏汰に、つい揶や揄ゆするような問いを投げてしまう。

「下手へたなプライドなんて邪じや魔まなだけだ」

「へえ、悟さとったようなこと云いうな」

「だって、遥人ははっきり云わないとわからないだろ？」

「……っ」

　意味深な眼まな差ざしを向けられ、息を吞のむ。

（───そうだった）

　陽汰と一緒にいるせいで忘れかけていたけれど、奏汰は遥人に特別な好意を寄せているのだ。刺し激げきするような発言は慎つつしむべきだった。

「遥人が意識してくれるなら、何でもする。泣いて縋すがったっていいぜ？」

「な、泣いてって、お前そんな性格してないだろ！」

「ただのたとえ話だ。なあ、遥人はどうすれば俺のこと意識してくれんの？　それとも、もう少しはドキドキしてる？」

「誰だれがそんな───」

　否定しつつも、すでに心臓は早はや鐘がねを打っている。いま触ふれられたら、この鼓こ動どうの高鳴りに気づかれてしまう。どうにかして話を逸そらさなくてはと思うのに、頭が上手うまく働かない。

　近づいてくる奏汰の顔を直視できずに目を泳がせていたら、いままで黙だまっていた陽汰がいきなり叫さけんだ。

「決めた！」

「うわっ、な、何!?」

　驚おどろく遥人に、陽汰は今週の計画を順を追って話し始めた。

「幼よう稚ち園えんがある日はあんまり時間ないから、はるちゃんちか公園で兄ちゃんと遊んで、日曜日はみんなで遊園地に行くの！」

　どうやら、静かにしていたのは奏汰と何をして遊ぶか、真剣に考えていたかららしい。きっと、さっきの会話は耳に入ってはいないだろう。

「今度の土曜は親子遠足だろ？　日曜日は疲つかれてるんじゃないのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　はるちゃん、何だらしないこと云ってんの？　そんなこと云ってるとすぐにおじさんになっちゃうよ」

「気をつけます……」

　陽汰にしたり顔で云われた言葉が、ぐさっと胸に刺ささる。ぎりぎり二十代という微び妙みような年頃に、『おじさん』という響ひびきは重かった。まだまだ若いつもりだったけれど、こうして人は歳を取っていくのかもしれない。

「遥人は若く見えるほうだし、そんなに気にすることないだろ」

「ははは……若く見える、ね……」

　フォローの言葉にさえ、歳の差を感じてしまう。陽汰とは親子と云ってもいい年ねん齢れい差だ。幼稚園の保護者には奏汰より年下の保護者も大勢いる。

（奏汰とだって、九歳も違ちがうんだもんな）

　遥人が密ひそかに肩かたを落としていたら、横で奏汰が「あ」と小さく呟いた。

「そうだ、ちょっとコンビニ寄っていい？　買いたい雑誌があるんだ」

「いいよ。ちょうど牛乳切らしてたから買っとくか」

　あとでスーパーに行こうかと思っていたけれど、夕食の食材は揃そろっている。今日の買い物はコンビニですませてしまっても問題はないだろう。

「コンビニ行くなら、アイス買って！」

　陽汰のいつものおねだりが始まった。

「帰ったらおやつがあるだろう。今日はクレープ焼くって云っただろ。もう準備してきてあるんだぞ？　アイス食べるってことは、おやつはいらないってことか？」

「クレープも食べる！　でも、アイスも食べたい」

「ダメ。どっちかにしなさい」

「えー！　いいじゃん、たまには。固いこと云わないでさ」

「ダメなものはダメ。……まったく、そういう物云いをどこで覚えてくるんだ……」

　昭人と二人のとき、どんなテレビを見ているのか訊きいておいたほうがいいかもしれない。最近、ヘンなものに影えい響きようを受けているように思えてならない。

「いいよ、陽汰。俺が買ってやる。その代わり、アイスもおやつも俺と半分ずつだ。それでいいな？」

　奏汰の言葉に、陽汰はぱっと表情を輝かがやかせた。

「うん、わかった！　兄ちゃんはアイス何がいいの？　半分こにしやすいやつがいいよね？」

「俺は何でもいいから、陽汰の好きなやつ選んでこい」

「やった！　おれ、先に見に行ってくる！」

　大喜びで陽汰がコンビニへと走っていく。その背中にため息をつきながら、横目で奏汰をじろりと見る。

「……お前も充じゆう分ぶん陽汰に甘いんじゃないか？」

「そうかもな。けど、普ふ段だんあんまり相手してやれないからさ」

「久々に本気で相手すると疲れるだろ？」

　幼児のエネルギーは半端ではない。全力でつき合うとかなり消しよう耗もうするし、てきとうに接していれば見み抜ぬかれてしまう。

「いや、息抜きになった。ずっと仕事で気が張ってたから、ああして過ごすのも悪くない」

　微笑ほほえましく、陽汰の背中を見つめている。その横顔はたしかに、仕事に追われているときよりも穏おだやかなものになっていた。

「じゃあ、しばらくは陽汰のことをお前に任せて、俺は仕事するかな」

「何云ってんの？　遥人には他ほかにすることがあるだろう」

「他に？　何だっけ」

　そんなものあっただろうか。腕うでを組んで考え込んでいると、奏汰がその答えを口にした。

「俺と遊んでくれるって云ったの忘れた？」

「へ？」

「この間、約束しただろ。いつも陽汰に独り占じめさせてんだから、たまには俺に独り占めさせろよ」

「な、何云ってんだ、バカ」

　少しだけ拗すねたような甘い響きの声こわ音ねに、また心臓が不整脈を起こす。スクリーンの中ではとりつく島もないクールな男ばかり演じているくせに、二人きりのときはわざと子供のように振ふる舞まってくる。

「遥人は俺と出かけるのは嫌いやか？」

「行きたいところがあるなら連れてってやってもいいけど」

　甘えられるのは嫌きらいではない。だけど、そうとわからせるのも癪しやくで回りくどい返事をする。

「遥人と一緒ならどこでもいい」

「それじゃ答えになってない」

「じゃあ、ホテル」

「あのなあ！　いい加減に───」

　改めて云い聞かせなければならないと思い、口を開いたその瞬しゆん間かん、コンビニの店内から女性の悲鳴が聞こえてきた。

「……ッ」

　何が起こったのかと身構えた瞬間、「金を出せ！」という怒ど声せいが耳に飛び込んでくる。

「陽汰!?」

　慌あわててコンビニに走っていき、店内に飛び込むと、さっきまで笑っていた陽汰が引き攣つった表情で、目出し帽ぼうを被かぶった男に抱かかえられていた。

　その足あし下もとにはパッケージされたアイスが落ちている。きっと、レジの前に立ったときに、背後から襲おそわれたのだろう。信じられない光景に、遥人の頭の中は真っ白になった。

「はるちゃん…っ」

　陽汰の声に振り向いた男は遥人に気づき、刃は先さきをこちらに向けて威い嚇かくしてきた。

「近づくな！」

「その子を放してくれ！　人ひと質じちなら俺が代わりになるから！」

「うるせぇ！　こいつに怪け我がさせたくなかったら、黙ってろ！」

　さっき、陽汰を一人で先に行かせてしまった自分の責任だ。せめて身代わりになれればと訴うつたえたけれど、怒声で一いつ蹴しゆうされてしまった。警察を呼ばなければならないが、陽汰から目を離すのも怖こわい。

（そういえば───）

　以前、昭人から聞いた話を思い出した。

　回覧板に注意喚かん起きされていた未み遂すいで逃にげたコンビニ強ごう盗とうと同一人物なのかもしれない。中肉中背の体つきや、目出し帽を被って刃は物ものを持っている人相書きに当てはまる。

　もっと注意を払はらっておけばよかったと後こう悔かいしても、もう遅おそい。

「早く金をよこせ！」

「は、はい」

　怒ど鳴なられた店員は恐きよう怖ふに震ふるえる手でレジを開き、中のトレーをレジ台へと置く。最後で手を滑すべらせてしまったようで、ガシャンと派手な音が立ち、小こ銭ぜにが跳はねて周囲に飛び散った。

「これの中に全部入れろ。早くしろ！」

　男は脇わきに抱えていたセカンドバッグを放り投げる。店員が札を全すべて入れ、小銭をある程度入れたところでそのバッグを奪うばい取った。

「もういい！」

「追ってくるなよ！」

「はるちゃん、助けて…！」

　半泣きになっている陽汰がこちらへ手を伸のばすけれど、その手を摑つかむことはできなかった。

　力ずくで陽汰を奪い返すことも考えたけれど、あの刃先が喉のど元もとに突つきつけられている以上、下手へたなことはできない。

　それでも、黙だまっていられなくて男のほうに一歩踏ふみ出してしまう。

「陽汰…っ」

「来るんじゃねぇ！　邪じや魔まだ、どけ!!」

　男は遥人にナイフを向けながら、じりじりと出口のほうへと移動していく。手を出すこともできないまま、遥人は雑誌コーナーのほうへと下がらざるを得なかった。

（どうしよう、どうにかしないと……）

　このままでは陽汰が連れて行かれてしまう。ダメもとでもう一度男に懇こん願がんする。

「金は取ったんだから、その子はもういいだろう？　頼たのむから返してくれ」

「ダメだ、そんなことしたら俺が捕つかまる」

「子供を抱えたまま逃げるほうが難しいんじゃないのか？　よく考えてみろ」

「うるさい！　俺に指図するな!!」

「はるちゃん…！」

「お願いだから陽汰を返してくれ!!」

「来るなっつってんだろ!?───うわっ、何だ!?」

　刃物が再びこちらに向けられ、陽汰から離れたその瞬間、あらぬ方向から勢いよく吹ふき出した炭酸飲料が男の顔に直ちよく撃げきした。

　目に入ったらしく視界が塞ふさがれた男は、咄とつ嗟さに陽汰を抱えていた手で顔を拭ぬぐう。

「陽汰、遥人のとこまで走れ！」

　男の腕から逃のがれた陽汰に、奏汰が叫さけんだ。その声にはっとなり、遥人も陽汰へと腕を伸ばした。陽汰はもつれそうになる足でこちらへ向かって走ってくる。

「はるちゃん…っ」

　何とか転ばずに遥人の腕の中に飛び込んできた。その瞬間、緊きん張ちようの糸が切れたようで、弾はじかれたように泣きじゃくり始めた。

「うわああああん！」

「怖かったな。でも、よくがんばった」

　奏汰の姿が見えないと思っていたら、攻こう撃げきの隙すきを窺うかがっていたらしい。強盗犯の姿を見て、咄嗟に機転を利きかせたのだろう。

「くそっ、ふざけた真似まねしやがって！」

　しかし、ほっとしたのも束つかの間、パニックに陥おちいった男が手にしていた刃物をめちゃくちゃに振り回し始めた。さっき顔にかけられた炭酸飲料のせいでまだ視界が悪いようで、手つきも足下も危なっかしい。

「落ち着け！　こんなこともうやめろ！」

「うるさい！　うるさいうるさいうるさい！」

　男はすっかり頭に血が上ってしまっているようで、遥人の声など彼の耳に届きそうにもなかった。しかし、このままではいつこちらに危害が及およぶとも限らない。

　遥人は陽汰を抱え上げ、コンビニの奥へと逃げる。自分たちを追ってこようとする男を、奏汰が背後から羽は交がい締じめにした。

「遥人、いまのうちだ！　早く行け！」

「……っ」

　外に出られるのが一番だけれど、そこはいま奏汰と男が揉もみ合っている。遥人は陽汰を抱だきかかえ、コンビニの奥へと避ひ難なんした。

「陽汰、この中に入って。裏口があったら、そこから外に出るんだ」

「はるちゃんは？」

「奏汰を置いていけないだろ。陽汰はおまわりさん呼んできて。一人でできるよな？」

「……できる」

　陽汰を送り出し、店内に戻もどると取り押さえられていた男が必死でもがいていた。

「大人しくしろ…！」

「やめろ、触さわるなっ、放せえ…っ」

　我を忘れて暴れる相手を取り押さえ続けるのは難しかったようで、男は奏汰の拘こう束そくを解いてしまった。

「あっ」

　自由を取り戻した男は奏汰の正面に立ち、ナイフをかまえ直す。怒いかりの矛ほこ先さきが代わり、今度は奏汰を切りつけようと向かって行った。

「くそっ、お前みたいな奴やつが邪魔するから何にも上手うまく行かないんだ…ッ」

　理り不ふ尽じんとしか云いいようのない恨うらみ節をぶつぶつと口の中で呟つぶやきながら、奏汰に食ってかかっていっている。奏汰は予測のつかない動きをする刃先を上手くかわしていたけれど、レジ前に置いてあった商品棚だなにぶつかってしまったようで、退路を断たたれてしまった。

「痛…っ」

「奏汰!?」

　頭を庇かばおうとして顔の前に出した腕うでを切られたようだ。自分の攻撃が当たったことに、男は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなった。

「そうやって人のせいにしてるからダメなんだよ。いままで生きてきて必死にがんばったことあるのか？」

「偉えらそうなこと云うな!!　お前に俺の何がわかる!?」

「お前にだって俺のことなんてわかんねーだろ！」

「この……っ」

　男は奏汰目がけて、ナイフを持った手を振ふり下ろす。そんな衝しよう撃げき的な光景に思わず目を瞑つぶると、次の瞬しゆん間かん、ガッシャンという派手な音が聞こえてきた。不ふ穏おんな音に血の気が引いていく。

（神様───）

　祈いのりながら恐おそる恐る目を開けた遥人の視界には、奏汰の姿しか映らなかった。男はどうしたのだろうかと歩み寄ると、床ゆかの上で伸びていた。二人の位置も入れ替かわっている。

　どうやったのかはわからないけれど、奏汰は男を投げ飛ばしたようだ。脳のう震しん盪とうでも起こして、気を失っているのだろう。

　奏汰の無事な姿を見て、全身の力が抜ぬけていくのを感じた。

「すみません、縛しばるの手伝ってもらえますか？」

「あ、ああ、そうですね！」

　奏汰の声にレジの内側にいた店員が我に返り、梱こん包ぽう用のテープを手に駆かけ寄った。そして、二人で男の手と足をテープでぐるぐる巻きにする。こうしておけば、男が目を覚ましても危険はないだろう。

「奏汰、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、俺は平気だ。遥人、そこのナイフを遠くにやっといてくれ」

「そ、そうだな」

　万が一ということもある。遥人は男が持っていたナイフを拾い上げ、商品棚の上に置いた。

　そのとき、ようやくパトカーのサイレンの音が聞こえてきた。警察が来てくれたことがわかり、ほっとする。

「やっと来たか」

「俺たちも事情聴ちよう取しゆとかあるのかな」

「少なくとも俺は事情訊きかれるだろうな」

　コンビニの外を見ると、さっきよりも野次馬が増えていた。携けい帯たい電話をかまえ、写真を撮とっている人もいる。

「奏汰、まずいんじゃないか？」

「何が」

「人が増えてる。お前の写真とか撮られたりしたら───」

「気にするな。俺たちが悪いことしたわけじゃないんだから」

「そうだけど……」

　事件に巻き込まれただけだけれど、悪目立ちしてしまったのは事実だ。人気商売である奏汰の仕事に影えい響きようがないといいのだが。

「遥人と陽汰が無事でよかった」

「奏汰……」

　外で成り行きを見守っていた近所の人が、中の様子を窺いながら入ってきた。

「君たち大丈夫か？」

「はい、何とか」

「君があの子のお兄さんか？」

　視線の先には泣きべそをかいた陽汰が立っていた。年配の女性につき添そわれ、心配そうにこちらを見ている。

「俺が兄で、彼が叔父おじです」

「早く傍そばに行ってやれ。こいつは私たちが見てるから」

「お任せしていいですか？　すみません、よろしくお願いします」

　男の見張りを任せ、陽汰の待つ外へと急ぐ。自動ドアを潜くぐると、陽汰が泣きながら駆け寄ってきた。

「兄ちゃん！　はるちゃん!!」

　両手をめいっぱいに伸のばして、二人の体にしがみつく。遥人は陽汰の頭を撫なで、目線を合わせるために膝ひざを折る。

「陽汰、ごめんな心配かけて。怖こわかったよな？　どこか痛くしてないか？」

「痛くない。はるちゃんは？」

「大丈夫だよ」

「兄ちゃんは？」

「俺も平気だ」

　奏汰の返事に安心しかけた遥人は、はたとさっきの光景を思い出す。頭を庇ったときに、腕に刃は先さきが当たっていたはずだ。

「おい、奏汰。さっき切りつけられてただろ！　腕見せてみろ」

「ちょっと掠かすっただけだ」

　遥人は、奏汰が後ろに隠かくそうとした腕に血が滲にじんでいたのを目め敏ざとく見つけた。尚なおも素知らぬふりをする奏汰を、青くなりながら怒ど鳴なりつける。　>>>♥

「笑ってる場合じゃないだろ！」

「兄ちゃん、血が出てる！　痛い？　痛いよね？」

　青くなる遥人とまた泣きそうになる陽汰に、奏汰は笑って云った。

「こんなのかすり傷だって。大したことない」

「でも…っ」

「もう泣くな、陽汰。俺の弟だろ」

「う、うん」

　奏汰に云われ、陽汰はごしごしと手で涙なみだを拭ぬぐって、唇くちびるをへの字にして泣くのを堪こらえている。

「偉い」

　褒ほめられ、少し誇ほこらしげな顔になった。

「遥人もそんな顔すんな。俺は大丈夫だから」

　奏汰に目配せされ、はっとなる。陽汰の前で、これ以上取り乱すわけにはいかない。自分が不安がっていたら、陽汰だって安心できない。

「とりあえず、腕を見せてみろ」

「わかったよ」

　渋しぶ々しぶと前に出してきた腕を見ると、ジャケットがすっぱりと切れていた。それを脱ぬがせ、血の滲んだインナーの袖そでを捲まくり上げる。出血のわりには傷は浅いようで、少しほっとした。

　きっと、厚手のジャケットのお陰かげだろう。

「止血するぞ」

　色々と云いたいことはあったけれど、遥人はそれをぐっと飲み込み、傷の手当てに集中した。










「ただいま」

　奏汰は手にしていた荷物を、玄げん関かん先さきにどさりと置いた。そして、踵かかとで蹴けるようにしてスニーカーを脱ぐと、重い足取りでリビングにまっすぐ向かう。

「お疲つかれ。お腹なか空すいただろ？　何か作ろうか」

　奏汰のスニーカーを揃そろえてから、遥人はキッチンへと足を向けた。動物園へ持っていった弁当箱を洗っておかなければ臭においが残ってしまう。

「いまからじゃ面めん倒どうだろ。何となく食しよく欲よく湧わかないし」

「じゃあ、お茶でも淹いれようか」

「頼たのむ。けど、さすがに疲れたな……」

　日も暮れてから、ようやく遥人の家に帰り着くことができた。怪け我がの治ち療りようや、警察での事情聴取などで時間を食い、帰宅が遅おそくなってしまったのだ。

「ずいぶん絞しぼられたもんな」

　大事に至らなかったからよかったものの、万が一があったらどうするのかと年配の警官から注意を受けた。

「あの状じよう況きようで黙だまって見てろって云いわれてできるかよ」

「まあ、あの人も心配して云ってくれてたんだろうし、陽汰も無事だったんだから気にするな」

　陽汰は昭人が迎むかえに来て、先に帰宅している。気き丈じようには振る舞まっていたけれど、人ひと質じちにされたショックが簡単に消えるわけではない。こういうときは親と一いつ緒しよにいるのが一番いい。

　奏汰を遥人の家に連れてきたのは、陽汰のためもある。兄が怪我をしたのは自分のせいだと思っている陽汰には包帯を巻いた姿を見せたくないと、奏汰が云ったのだ。

　傷自体は出血のわりに浅く、医者曰いわく縫ぬう必要もないとのことだった。目立つ傷きず跡あとが残らないよう、祈るばかりだ。

「陽汰、すごく怖かっただろうな。ずっとお前から離はなれなかったもんな」

　こういうときはやはり奏汰のほうが頼たよりになると思っていたのか、父親が迎えにくるまで、奏汰にくっついて離れなかった。

「あれは俺が怪我したのを気にしてただけだろ。二人とも心配性しようなんだよ」

「家族なんだから、心配して当然だろ。そうだ、奏汰。いまのうちに兄さんに連れん絡らく入れとけよ」

　お茶の準備をしながら、声をかける。

「そうだな。陽汰の様子も訊きいておきたいし」

　奏汰はリビングに置いてある子機を手にし、短縮ボタンで電話をかけた。

「もしもし、父さん？　ああ、いま帰ってきた。陽汰は？」

　奏汰たちからの連絡を待っていたのだろう。昭人はすぐに電話に出たようだった。

「……それならよかった。怪我は大したことない。安静にしとけばすぐ治るって」

　昭人が心配している様子が手に取るようにわかる。母子家庭で育った遥人には、歳の離れた兄が父親代わりだった。電話の向こうでどんな表情をしているのかさえ、目に浮うかぶ。

　父親からの小言を渋しぶい顔で聞いている奏汰の前に、紅茶の入ったマグカップを置く。

　食欲がないと云っていたけれど、何も口にしないのはどうかと思い、お茶ちや請うけにもらいものの焼き菓が子しを出した。

　これは陽汰のおやつにとっておいたものだが、食べてしまっても文句は云われないだろう。

「わかってる。反省してる。これからは気をつけるから。あ、遥人に電話替かわるから───はい、あとよろしく」

「えっ、よろしくって……もしもし、兄さん？」

『遥人か。まったく、奏汰は都合が悪くなると逃にげるんだからな』

　説教し足りなかったのか、昭人は電話の向こうで憤ふん慨がいしている。きっと、奏汰と同じように渋い顔をしているのだろう。

「そんなのいつものことだろ。奏汰はちゃんと反省してるよ。陽汰は大だい丈じよう夫ぶだった？」

　一応、フォローを入れておく。遥人としても、奏汰の無む茶ちやに胸が冷えたのは事実だけれど、奏汰のお陰かげで陽汰も自分も無事でいられたのだ。

　しかし、陽汰に関しては心配もある。怪我などはしなかったけれど、精神的なショックはあっただろう。今回の一件がトラウマにならなければいいのだが。

『ずいぶん奏汰のことを心配してたが、お前がついてるからって云ったら安心して寝ねたよ。明日、動物園の話をしてくれるそうだ』

「そっか、じゃあちょっとは落ち着いたんだね。次はパパも一緒に行きたいって云ってたよ」

　楽しかった出来事を思い出せたのなら、一安心だ。

『さっき云われた。実はこの機会に、しばらく休みを取ることにしたんだ。しばらくは陽汰についていてやろうと思って』

「本当に？　よく許可下りたね」

『今日のことはニュースでも取り上げられたからな。会社のほうから云われたよ。有給も溜たまりまくってるし、優ゆう秀しゆうな部下もいるし、一週間くらい俺がいなくても問題ない』

「陽汰が喜ぶよ、きっと」

　父親が傍そばについていてくれるなら、陽汰も心強いだろう。

『ここんところずっとお前に任せっきりだったから、たまには父親らしいことしないと。今度はみんなで動物園に行こうな』

「うん、そうだね。じゃあ、おやすみ」

『おやすみ。奏汰のこと頼むな』

　電話を切って顔を上げると、奏汰は自分の携けい帯たい電話を操作していた。誰だれかにメールでも送っているのだろう。

「奏汰。兄さん、しばらく休みもらえたから、陽汰についててやるってさ」

「マジで？　俺のほうもオフが延びた。傷が完全に治るまで仕事調整してくれるって」

「本当か？　よかったな！」

　休みの間に治るだろうかと心配していたけれど、これで焦あせらずに療りよう養ようできる。

「その間に台本覚えてろってさ」

「安静にしてろってことだよ」

「こんな傷、すぐ治る。遥人は心配しすぎなんだよ」

「偉えらそうに云うな！　一歩間ま違ちがえれば大変なことになってたんだぞ？　お前に何かあったら、俺は……っ」

　喋しやべっているうちに、現場では堪こらえた涙なみだがいまになって込み上げてきた。咄とつ嗟さに歯を食くい縛しばったけれど、瞳ひとみの奥が熱くなっていく。

「泣くなよ、遥人。俺が悪かった」

「泣いてない！」

　涙を見られたくなくて、顔を背そむける。陽汰がいないせいで気持ちが緩ゆるんでしまっているのか、思うように感情が抑よく制せいできない。自分でも思っていた以上に、不安を感じていたようだ。

「医者だってすぐ治るって云ってたの聞いただろ？　出血が派手だっただけだって」

「でも、傷は残るだろ……」

　遥人は自分の不ふ甲が斐いなさに落ち込む。

「そもそも、俺が陽汰を一人でコンビニに行かせなきゃ、あんなことにはならなかったんだ」

　そのあとだって、助けを求める陽汰に何もしてやれなかった。その上、奏汰に怪我を負わせてしまうなんて保護者として失格だ。

「遥人は何も悪くない。悲鳴が聞こえるまでコンビニに強ごう盗とうがいるなんてわからなかったし、遥人の位置からじゃどうしようもなかっただろ。あのとき、遥人が犯人の注意を引いててくれたから俺が動けたんだよ」

「俺は一人でテンパってただけだ」

　どうすることもできず、犯人に必死に訴うつたえていただけだ。頭の中が真っ白になってしまって、金かな縛しばりにあったように動けなかった。

　ナイフが奏汰に振ふり下ろされた瞬しゆん間かん、自分の心臓が止まるかと思った。奏汰を失うことになっていたかもしれないと思うと、いまでも背筋が震ふるえる。

「ていうか、俺だってカッコ悪いだろ。勝手にしゃしゃり出ておいて怪我して、挙げ句には警察で説教されて───」

「奏汰はカッコよかったよ！」

　遥人の言葉に、奏汰は驚おどろいた顔をした。何度か目を瞬しばたたいたあと、確かく認にんするように訊いてくる。

「本当に？」

「ああ」

　無む謀ぼうな行動だったのは事実だ。けれど、なりふり構わず助けに来てくれた奏汰は、どんなヒーローよりもカッコよかった。

「お世辞でもなく？」

「バカ、お前にお世辞なんか云うか」

「じゃあ、惚ほれ直した？」

「ああ……って、惚れ直すって何だよ！」

「ちっ、引っかからなかったか」

「あのな、俺は真しん剣けんに───」

　混ぜっ返してくる奏汰に苛いら立だって声を荒あららげかけたけれど、言葉の途と中ちゆうで遮さえぎられた。

「そんなに気にしてんなら、治るまで面めん倒どう見てくんない？　これじゃ髪かみも洗えないしな」

　そう云いいながら、ひょいと包帯を巻いた腕うでを上げて見せた。怪け我がをしているのは右みぎ腕うでだ。手先が使えないわけではないけれど、たしかに風ふ呂ろなどは不便だろう。

「もちろん、そのつもりだ。お前ができないことは何でもするよ」

　怪我人の介かい助じよも子育ても似たようなものだ。世話を焼くことに抵てい抗こうはない。奏汰の怪我は自分たちの代わりに負ったようなものだから、面倒を見る責任もある。

　もしかしたら、奏汰は甘えてくることで遥人の罪悪感を減らそうとしてくれているのかもしれない。

「本当に？　何でも？」

　何故なぜか強く念を押されたが、遥人は深く考えずに頷うなずいた。

「うん？　噓うそ云いっても仕方ないだろ」

「じゃあ、シャワー浴びたい。体洗って」

「え？　ああ、いいけど……いま？」

　云うなり腰こしを上げた奏汰にぎょっとする。

「そう、いますぐ」

　奏汰の口の端はしに浮うかんだ笑えみに、何となく嫌いやな予感がした。疑うわけではないけれど、あの夜のことを考えると裸はだかのつき合いには警けい戒かいしたくなる。

（一いつ緒しよに入らなきゃいいわけだし、奏汰だって怪我してるし……大丈夫だよな？）

　胸の内で自問していたら、奏汰が急せかしてきた。

「何、ぼーっとしてんだよ。手伝ってくれないのか？」

「い、いま行くって。準備するからちょっと待て！」

　さっさと浴室へ向かった奏汰を追うように立ち上がる。念のためにキッチンから防水のためにラップを持っていく。

　脱だつ衣い所に行くと、奏汰はすでに上着を脱ぬいでいた。右腕に巻かれた包帯が痛々しい。

「そのままだと傷口が濡ぬれるだろ」

「そういや、そうだな」

　奏汰が差し出してきた腕にラップを巻きつける。

　傷の部分がお湯で濡れないよう、包帯の上にラップを巻いていく。広くカバーしておけば、水が跳はねても平気なはずだ。

　奏汰の服を脱がすのを手伝いながら、気になっていたことを訊たずねてみた。

「そういえば、あのときどうやってあの男を投げたんだ？」

「ああ、あれは護身術の要領だ。前にやった殺陣たての猛もう特とつ訓くんが役に立った。もう一度やれって云われても無理だろうけどな」

　以前、奏汰は時代ものの映画に出たことがある。そのときに全身に青あお痣あざを作りながら、殺陣や護身術の稽けい古こをさせられていた。あのときに叩たたき込まれたことが活いきたのだろう。

「あ、着き替がえもないな。いま取ってくるから、先に中入ってろ」

「ん」

　遥人はクローゼットから奏汰のパジャマと下着を取って戻もどり、自分のシャツの袖そでとズボンの裾すそを捲まくって浴室に入っていく。

　お待たせと声をかけると、奏汰はあからさまにがっかりとした顔になった。

「遥人は脱がないのか？」

「別に脱ぐ必要ないだろ」

　一緒に入ってしまったほうが楽かもしれないけれど、いまは何となく奏汰の前で裸になりたくはない。

「……まあ、いいか」

「何だ、そのため息は。ほら、髪洗うから腕上げて頭下げろ」

　不満そうにしている奏汰の頭に適温に調整したシャワーをかけて髪を濡らす。

「熱くないか？」

「ああ、平気だ」

　シャンプーを手に取り、髪に指を立てて泡あわ立だてる。昔はよくこうして洗ってやっていたけれど、大きくなってからは一緒に風呂に入ることもなくなった。

（それにしても、ずいぶんでかくなったよな……）

　あの頃ころはあっという間に洗い終えてしまうような小さな背中だったのに、いまでは筋肉がしっかりとついた大人の体つきになっている。

「なあ、遥人」

「ん？」

　髪を洗いながら甥おいの成長をしみじみと感じていたら、奏汰は記き憶おくの底に封ふうじていた思い出を口にした。

「小さい頃に一人エッチの仕方教えてくれたの遥人だったよな」

「……っ、いきなり何の話だ!?」

「何となく思い出したから。覚えてる？」

「忘れた」

　間かん髪はつ容いれずに否定したけれど、本当は覚えている。小学生のときに奏汰が夜中に困った様子で、遥人に助けを求めてきたのだ。

「覚えてるんだ。あのあと、何度自分でやってみても遥人がしてくれたみたいに気持ちよくならなくてさ。最初のうちはなかなか上手うまくできなくて困った」

「いいから黙だまってろ！」

　裸でいるときに、そんな話をしないでもらいたい。当時はそういう話を父親にするのは恥はずかしいだろうからと思い、遥人が手て解ほどきしてやったのだ。

　誰だれにでも訪おとずれる生理現象だからと殊こと更さら意識はしていなかったけれど、奏汰にとっては刺し激げきの強い思い出になってしまっているようで、正直いたたまれなかった。

　よりによって、こんな状じよう況きようでそんなことを話さないでもらいたい。

「ほら、もう流すから、腕うで濡ぬれないように気をつけろよ」

「ん」

「次は背中流すぞ」

　ボディーソープとスポンジに手を伸のばそうとした瞬間、見てはいけないものが目に入ってしまった。思わず息を吞のみ、力いっぱい目を逸そらす。

「……っ」

　奏汰のそれはいつの間にか芯しんを持ち始めていた。張り詰つめてはいないけれど、かと云って放置してどうにかなりそうな状態でもない。

　見なかったことにすればよかったのに、遥人は思わず固まってしまった。そんな遥人の様子に気づいた奏汰が居直った発言をする。

「どうかしたか？」

「どうかって……」

「ああ、これ？　仕方ないだろ、好きな相手に触さわられてるんだから」

「開き直るな！」

　だが、奏汰の云うことにも一理ある。理性だけで制せい御ぎよできるものではないことは、同性である遥人にもよくわかる。しかし、普ふ通つうはもう少し恥じ入るものではないだろうか。

「ど、どうすんだよ、それ」

「そうだな……せっかくだし、遥人に手伝ってもらうか」

「なっ…何云ってんだ!?」

　何がせっかくなのか、意味がわからない。

「さっき、何でもしてくれるって云っただろ。いま利きき手が上手く使えないし。無理なら水でもかけてどうにかするけど」

「……っ」

　さっきの嫌な予感はこれだったのか。きっと、無意識下に奏汰の下心が伝わってきていたのだろう。

「ダメか？」

「…………」

　やめておいたほうがいいと理性が訴うつたえてくるけれど、奏汰にじっと見つめられてお願いされると弱い。

「……今日だけだからな」

「わかった」

　遥人は渋しぶ々しぶと、バスチェアに座る奏汰の正面に膝ひざをついた。捲り上げていたズボンの裾が下がってきてお湯が染しみてきたけれど、いまさらどうすることもできない。

　ごくりと喉のどを鳴らし、硬かたく張り詰めた奏汰の昂たかぶりにそっと触ふれた。これは介かい護ごの一いつ環かんだと自分に云いい聞かせて恥ずかしさを堪えながら、指を滑すべらせる。

「わ……っ」

　何度か擦こすっただけで、ぐんと嵩かさが増す。反応を示すのは当然のことだし、ある意味健康な証しよう拠こだ。手の中で育っていく欲よく望ぼうに遥人のほうも興奮してきた。

「もっと強く」

「こ、こうか？」

「……っ」

　強めに擦ると、奏汰は眉まゆ根ねを寄せて小さく吐と息いきを零こぼした。その表情に、思わずドキリとする。すっかり男の色気を纏まとうようになっていた奏汰に動どう揺ようしてしまう。濡れた髪かみから雫しずくが落ちる様子さえ隠いん靡びに見える。

（何で俺がドキドキしなくちゃいけないんだ!?）

　相手は九歳も下の甥だ。意識するほうがどうかしている。現状もまともとは云えないけれど、これはただの介かい助じよにすぎないのだと呪じゆ文もんのように頭の中で唱える。

　無心になるよう努め、ひたすらに手を動かした。やがて、先せん端たんにぬめるものが滲にじんでくる。浴室に響ひびく息いき遣づかいも徐じよ々じよに荒あらくなっていた。

「……遥人」

「な、何だよ」

「いつも自分にはそうやってんの？」

「……っ、なっ、ばっ、バカ云え！」

　自分がしているところを想像されているのがわかり、恥ずかしさで頭の中が煮にえたぎる。指し摘てきされるまで意識していなかったけれど、図星だった。

　決して経験豊富なわけではないし、そういった類たぐいのＤＶＤなどを見ることもない。参考になるのは、自分の感覚くらいのものだ。

「違ちがうのか？」

「もう黙ってろ！」

　赤くなりつつ声を荒らげると、奏汰は口を噤つぐんだ。静かになったことにほっとしたのも束つかの間、だんだんと自分の体が熱くなってきていることに気がついた。

（何で俺まで……っ）

　腰こしの奥がずきずきと疼うずき、自身に熱が籠こもっていく。気のせいだと思い込もうとしたけれど、下着を押し上げている感かん触しよくは現実だ。

　どうしようと思っていると、奏汰が不意に問いかけてきた。

「キツそうだけど平気？」

「なっ……平気だ！」

　何が、と云われなくても、その視線で何を指しているのかわかった。服の上からでもわかるくらい変化してしまった自身はいま、ドクドクと脈打っている。

　見られたくなくて膝を閉じてみたものの、余計にそこを意識してしまう。考えないようにしていたら、奏汰が信じられない提案をしてきた。

「一いつ緒しよにすれば？」

「な、何云って……」

　ぎょっとして奏汰の顔を見ると、平然とした顔でさらにとんでもないことを云ってくる。

「セックスするわけじゃないんだからいいだろ」

「そういう問題じゃ───」

「ていうか、遥人が自分でしてるとこ見たい。俺だけ恥ずかしい姿知られてるなんて不公平だと思わないか？」

「い、いまさらそんなこと云われても」

「俺にとってはいまさらじゃない。いまでもあのときのことははっきり覚えてる」

「……ッ」

　じっと見つめてくる奏汰の目が、自分を責めているようで反論できない。あのときはああするしかなかった。難なん癖くせをつけられても困る。

「お互たがいのを手伝うだけだ。ほら、もっとこっち寄れって」

「わっ、ちょ、ちょっ、待っ」

　腕うでを引かれ、立て膝の体勢になった。戸と惑まどっているうちに、奏汰は左手で器用に遥人のベルトを引き抜ぬいてしまった。前を寛くつろげられ、下着の上から昂ぶりに触れられる。

「や……っ、お前、手が使えないからって云ったくせに……！」

「左手は使える。触ってないのに、もうこんな？」

「……っ！」

　明確な体の変化を指摘され、羞しゆう恥ちに顔が熱くなる。揶や揄ゆされているわけではないのだが、まるで思春期のような過か剰じような反応が自分でも信じられない。

「すげーガチガチじゃん」

「触るな、バカ…っ、あ、こら、待っ……」

「待てそうにないのは遥人のほうだろ」

「や、だめ、あ……っ」

　下着ごしに自身を握にぎり込まれ、声が漏もれた。奏汰はそのままやわやわと揉もみしだいてくる。これ以上ヘンな声が出ないよう、遥人は歯を食くい縛しばった。

　奏汰は指先で形をなぞり上げ、先端部分をぐりぐりと刺し激げきした。体液が滲んでいたせいで、下着が濡ぬれてしまう。

「う、く、んん…っ」

　仕事と育児に追われているため、他人との接せつ触しよくはこの数年皆かい無むだ。敢あえて挙げるとしたら、この間の奏汰の暴挙くらいのものだ。

（だからってことはないよな…？）

　あの日の記き憶おくが遥人の体を熱くしているのかも───そんなふうな考えを自ら否定する。

　ありえない。

　奏汰は甥おいであって、恋れん愛あい対象ではない。一人の男として見るなんて論外だ。

「この間からしてないみたいだな。反応いいし、溜たまってそう」

「う、うるさいな。お前には関係ない」

「関係ある。誰だれともしてないって証拠だろ？」

　俺以外、と耳元で囁ささやかれ、カッと顔が熱くなる。至近距きよ離りで見た奏汰の顔は、やはり知らない男のようだった。

　その瞳ひとみの色に、獣けものじみた衝しよう動どうを理性で抑おさえ込んでいるのがよくわかる。ぞくりと背筋がおののいたのは、恐きよう怖ふのせいではないような気がした。

「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐ終わる」

　奏汰は下着を指先で引き下げ、遥人の欲望を露あらわにした。

「あ！」

「もっと寄れって。こうすりゃ手間が省けるだろ」

「や……っ!?」

　ぐいと腰を引き寄せられ、お互いの距離が近くなった。触れ合っている昂ぶりを握らされ、その上から奏汰の手を重ねられた。そして、奏汰は遥人の手ごと大きく動かしてくる。

「あ、だめ、あ、あ…っ」

　力ずくで上下に擦こすられると、上うわ擦ずった声が喉から鼻に抜けてしまう。

　利きき手ではないはずなのに、奏汰の左手は器用だった。直じかに触れているのは自分の指なのに、動きが予想できないのがもどかしい。

　屹きつ立りつ同士が擦れ合う感触は初めてだった。自分のものより熱くて大きなそれから伝わってくる脈動は、遥人を興奮させる。

（何で抵てい抗こうできないんだ……っ）

　ダメだとわかっているのに逃のがれられない。言葉にできないほどの快感が羞恥と罪悪感を凌りよう駕がしていく。手の平から伝わる二人ぶんの鼓こ動どうは遥人の感覚を酷ひどく過か敏びんにさせた。

「遥人も手動かして」

「そ…なこと、できな……っ」

「俺と一緒にすればいい」

　増していく快感に理性が薄うすまってきた。促うながされるままに手を動かし、お互いを高めていく。二人ぶんの吐と息いきが混じり合い、浴室の空気が濃のう密みつになっていった。

「あ、んん、はっ……」

「もっとキツく握って」

　囁きにすら、体が甘く震ふるえる。腰の奥にある疼きはどんどん大きくなっていき、逃にげ場ばを求めて主張し始めた。もう限界はすぐそこまで来てしまっている。　>>>♥

「や、あ……も、いく、放し……」

「このままイって見せて」

「やだ、や、あ、あ、ぁあ……ッ」

　先端をぐっと指で抉えぐられ、堪こらえきれずに達してしまった。自身を震わせながら、奏汰の手の中に欲よく望ぼうを解き放つ。

「遥人───」

　奏汰は溢あふれた体液を塗ぬり広げるかのように、二人ぶんの屹立を扱しごき、自らも遥人を追うようにして射精した。濡れた遥人の服に白はく濁だくが散る。

「……あ……」

　終わりを迎むかえた遥人の膝ひざはかくんと折れ、その場にへたり込んでしまう。お互いのものを高めていた手はどちらのものともつかない体液で汚よごれてしまっている。

　呆ぼう然ぜんとしていた遥人は、顔を覗のぞき込んできた奏汰の声に我に返った。

「遥人、大丈夫か？」

「～～～っ」

　一気に羞恥が蘇よみがえってきた。それと同時に頭が冷え、いたたまれなさに叫さけび出したくなる。赤くなればいいのか、青くなればいいのか、自分でももうわからない。

「あ…あとは自分でどうにかしろ！」

　遥人は乱れた衣服を慌あわてて整え、逃げるようにしてバスルームを飛び出した。いまはこれ以上、顔を合わせていられない。

「遥人!?　おい、遥人！」

　濡れたまま自室へと逃げ込み、鍵かぎをかけた。

「……何考えてるんだ、俺は……」

　先日の反省も虚むなしく、今回も欲望に負けてしまった。年上の自分が律しなければいけないのに、あんなふうに流されていたのでは話にならない。

　激しい自己嫌けん悪おと羞恥に襲おそわれ、頭を抱かかえ、その場にしゃがみ込んだ。
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　コンコン、とドアがノックされる音で、はたと我に返った。振ふり返ると、部屋の入り口に奏汰が立っていた。

「遥人、そろそろ休きゆう憩けいしないか？　集中するのもいいけど、水分くらい摂とれよ」

「え？───あ、もうこんな時間？」

　時計を見ると、もう三時を過ぎていた。陽汰の迎えがないときは仕事に集中できるぶん、時間の感覚が抜け落ちてしまう。

「お茶淹いれたから、キリいいとこで来いよ」

「え、お茶なら俺がやるよ」

「もう傷きずも塞ふさがってきてるし、そんな過保護にしないで大丈夫だ」

　遥人が慌てて腰こしを上げると、奏汰は笑って返してきた。

「そうだ、永沢にもらったやつ食べるか？」

　先日、奏汰の見み舞まいの品として、マドレーヌが贈おくられてきた。以前、奏汰が撮さつ影えい現場で食べてお気に入りになった有名店のものだそうだ。

「それも出してある。いいから、手ぇ洗ってこいよ」

「う、うん、ありがとう…」

　傷が治るに従って、立場が逆転してきている。久々のオフに暇ひまを持て余あましているため、あれこれと家のことをしたがるのだ。いつもなら食事も洗せん濯たくも遥人任せのくせに、どんな心境の変化だろうか。

（まあ、助かってるからいいけどさ）

　奏汰がいま遥人の家で過ごしているのは療りよう養ようのためもあるけれど、マスコミ対策の面も大きい。事件の翌日、世間では思った以上の騒さわぎになっていた。

　案の定、現場で写真を撮とっていた人がいたらしく、その写真がテレビなどで取り上げられてしまったのだ。スポーツ新聞の一面には、奏汰がコンビニ強ごう盗とうと対たい峙じし、弟を救ったことが大々的に載のっていた。

　試ためしにスポーツ新聞を読んでみたら、一部始終に大おお幅はばな脚きやく色しよくがついていた。あれではハリウッド映画の主人公だ。一いち躍やくヒーローとなった奏汰から、一言でもコメントを取ろうと各社躍やつ起きになっているらしい。

　事務所側から家族への取材は控ひかえるように申し入れてもらったけれど、陽汰が騒ぎに巻き込まれないようにするには、できる限り一いつ緒しよにいないほうがいいだろうということになったのだ。

　記者がどこにいるかわからないため、奏汰も外にはあまり出ないようにしている。せっかくのオフなのに、これではまるで軟なん禁きん状態だ。怪け我がの治ち療りようのためには安静にしていたほうがいいけれど、買い物にも行けないのは気き詰づまりだろう。

（いつになったらほとぼりが冷めるんだか……）

　あれこれと家事をしているのは、退たい屈くつなせいもあるかもしれない。久しぶりの休みをもらえたのに、外には一いつ切さい出かけられないという状じよう況きようは、ストレスが溜たまっても仕方ない。

　遥人が手を洗ってからリビングに戻もどると、アールグレイのいい香かおりがしていた。

「遥人、砂糖は？」

「ストレートでいい。奏汰、そんなに気を遣つかわないでもいいんだぞ。せっかくのオフなんだから、もっとゆっくり過ごしてればいいだろう」

「気を遣ってるわけじゃない。下心あってのことだから」

「は？」

　意外な言葉が返ってきて、首を傾かしげる。紅茶と下心がどう結びつくのか理解できない。

「お茶に誘さそったのは、そろそろ俺が遥人の顔を見たかったから。黙だまってると、夕飯まで放っておかれるだろ？」

「ご、ごめん」

「そのつもりはなくても、仕事始めるとすぐ夢中になって、他ほかのこと忘れるくせに。仕事してるときの遥人も好きだけど、たまには俺の相手もしろよ」

「そうだよな、外に出られないからお前も退屈だよな……」

　この家には陽汰用のおもちゃやゲームは置いてあるけれど、奏汰が暇ひま潰つぶしできるようなものはあまりない。

（そもそも、この年代って何して過ごしてたっけ？）

　遥人が二十歳はたちの頃ころは大学に通っていた。講義を受け、課題をこなす時間の他は急いで家に帰って、忙いそがしい奏汰の両親の代わりに夕飯の支し度たくをしていた記き憶おくがほとんどだ。

　合コンも苦手だったし、サークルにも入っていなかったため、遊ぶと云いったら、友人に誘われて映画を見に行くくらいだった。

「外に出られないことは別に不満じゃない。俺は遥人と一緒にいられればいいし。もうちょっとかまってくれって云ってるだけ」

「何してかまえって云うんだよ」

「何だっていい。遥人が俺のほうさえ見てくれてれば」

　奏汰はそう云いながら、こちらに手を伸のばしてきた。

「……っ、な、何？」

　思わず固まっていると、奏汰は指で遥人の頰ほおをごしごしと擦こすってくる。

「顔に絵の具がついてた」

「え、ホントに？　あ、ありがとう」

　さりげなく奏汰の手から逃のがれ、自分で頰を擦る。絵の具の汚れを取るというよりも、奏汰の指の感かん触しよくを消すために力を込めた。

（何、ドキドキしてるんだよ）

　あれから奏汰をますます意識してしまうようになった。以前は気にならなかった軽い接せつ触しよくさえ、過か剰じように反応してしまう。相手は自分の甥おいだというのに、どうかしているとしか思えない。

　奏汰からの告白と態度に混乱しているせいだろうが、年長者としてもっと鷹おう揚ように対応できないものだろうか。

「もう取れてる。そんなに擦ると赤くなるぞ」

「そ、そっか」

「つーか、顔赤くないか？　熱があるわけじゃないよな」

「熱なんかないって！　擦りすぎたせいだよ、きっと」

　おでこに触ふれられそうになって、慌てて体を引く。いま触さわられたら、どんな反応をしてしまうか自分でもわからない。

「それならいいけど、あんまり仕事で根詰つめんなよ」

「人のこと云える立場か」

「俺はいま休んでるだろ」

「普ふ段だんのことを云ってるんだよ。まともなオフは何年ぶりだと思ってるんだ」

　いつもは奏汰のほうが、よほど忙しい。

　数ヶ月に一日休みがあればいいほうで、ほぼ毎日分刻みのスケジュールをこなしていた。いまオフがもらえているのは奇き跡せきと云ってもいいくらいだ。

「遥人がデートしてくれるって云うなら、死ぬ気でオフもぎ取るけど？」

「デートって……」

　一いつ瞬しゆん、冗じよう談だんを云っているのかと思ったけれど、奏汰の顔は本気だった。

「一いつ般ぱん的には、ドライブしたり、映画見たり、食事したりすることだな。どうせなら、夜景の見えるホテルでも───」

「言葉の意味くらいわかってる！」

　まずい話題を振られそうになったため、慌あわてて奏汰の言葉を遮さえぎった。

「じゃあ、俺の云いたいこともわかる？」

「……ッ」

　意味深な眼まな差ざしを向けられ、遥人はぎくりと硬こう直ちよくした。顔だけでなく、体の奥からじわじわ熱くなってくる。てきとうにごまかすには重たい空気を押しやることもできず、黙り込むことしかできなかった。

　そんな空気を断たち切ってくれたのは、不意に鳴り響ひびいた電話の音だった。

「あっ、電話出てくる……はい、高坂です」

『俺だけど、いまいい？』

　逃にげるようにして出た電話の相手は永沢だった。気心の知れた相手でほっとする。

「永沢。俺からも電話しようと思ってたんだ。奏汰の見み舞まい、ありがとな。わざわざ好物贈おくってくれて奏汰も喜んでたよ」

『どういたしまして。たまたま通りかかったときに思い出したんだ。前に現場で好きだって云ってたなって。奏汰の怪我の具合はどうだ？』

「もう傷は塞ふさがったみたい。あの調子なら、傷きず跡あとも綺き麗れいに消えるんじゃないかな。……で、今日はどうした？　奏汰の様子を訊きくためだけに電話してきたわけじゃないだろう？」

　この時間にかけてきているということは、仕事絡がらみである可能性が高い。

『よくわかったな。例の映画のことで相談があるんだ』

「相談？」

『実はさ、ウチの上司たちが、どうにか陽汰くんに出てもらえないかって云ってるんだ。その後どうだ？　やる気ありそうか？』

　陽汰の映画出演に関しては、まだはっきりとした返事をしていない。昭人を交え、きちんと話し合ってから対応を決めようと思っていたのだが、色々あってまだ結論が出せていない。

「陽汰自身はけっこう乗り気だったけど、まだきちんと話し合ってないんだ。……もしかして、この間の事件のせい？」

　少し前までは、無む理り強じいはしないと云っていたのに、態度が変わったのはコンビニ強ごう盗とう事件で奏汰に弟がいることが、世間に知れ渡わたったからではないだろうか。

『ぶっちゃけるとそうだな。下世話で悪いけど、やっぱ話題性が欲しいんだよ』

　一般人だからという理由で陽汰の顔は出していないけれど、昔の奏汰とそっくりだという話を聞きつけたらしく、ワイドショーなどで『かなたくんの冒ぼう険けん』の映像を流したりしている。その余波で、またＤＶＤが売れているらしい。

「本人はともかく、奏汰がな……」

　弟に役を取られることが嫌いやだと拗すねていることは、一応、永沢にも伝えてある。それを話したときは、奏汰の大人げない態度に本気で笑っていた。

『そこは高坂に説得してもらわないと』

「おい、俺任せなのか？　そこはプロデューサーとして責任持てよ。……っ」

　永沢との会話に気を取られていた遥人は、いつの間にか奏汰が背後を取っていたことに気づかなかった。不意に尻しりを撫なでられ、息を吞のむ。

『高坂？』

「な、何でもない。ちょっと待って」

　電話を保留にし、振ふり返って文句を云う。

「何してるんだ」

「セクハラ」

「開き直って云うことか…！」

　しれっと答える奏汰を睨ねめつける。

「遥人が相手してくれないから暇ひまになった。いつまで電話してる気？」

「重……っ、いつまでって、いまかかってきたばっかだろ！」

　背後から抱だきしめられ、体重をかけられる。

　背中ごしに伝わってくる体温に、心しん拍ぱく数すうが上がっていく。

「早くどけ…っ」

「電話切るなら、どいてもいい」

「陽汰だってそんなわがまま云わないぞ!?」

「俺、陽汰じゃないし。ほら、電話貸して」

「あっ、こら！」

　子機を取り上げられ、保留を勝手に切られてしまった。

「───永沢さん？　わざわざ見舞いありがとうございました」

　奏汰との距きよ離りが近いため、二人の会話がよく聞こえてくる。

『なんだ、奏汰もいたのか。怪け我がの治りはどうだ？』

「もう何ともないです。マスコミのせいで家から出られませんけど」

　奏汰は喋しやべりながらも遥人の体をまさぐってくる。その手を叩たたき落としたくても、怪我をしている右手だからあまり乱暴なことはしたくない。

　口の動きだけで放せと訴うつたえ、睨めつけてみたけれど、奏汰は涼すずしい顔で視線を逸そらした。

『悪いことして目立ってるわけじゃないんだから、有名税だと思っておくんだね。ちょうど映画の宣伝にもなってよかったじゃないか』

「宣伝なんかしなくたって、あの映画は当たりますよ」

『ははは、相変わらずの自信家だな』

「けど、永沢さんもそう思ってるんじゃ？」

　腰こし回まわりを撫でていた奏汰の手がだんだん上のほうへと移動してくる。やがて、シャツの上から胸の尖とがりを探し当てられ、布地ごと抓つまみ上げられた。

「んっ」

　喘あえぎそうになった口を咄とつ嗟さに手で塞いだけれど、喉のどの奥が鳴るのは抑おさえられなかった。

（冗談が過ぎるだろ!?）

　電話をしながら手を出してくるなんて悪あく趣しゆ味みだ。永沢に聞こえてしまったかもしれないと思うと、さすがに洒落しやれにならない。イタズラを仕かけてくる手を捕とらえようとするけれど、怪我に響いたらと思うと、あまり力も入れられない。

　そんな攻こう防ぼうを繰くり返していると、今度は遥人の首筋に唇くちびるが押しつけられる。その感触に、思わず皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

『ま、監かん督とくが上杉浩市で主演が高坂奏汰の映画が外れるわけないよな。試写は俺も見に行かせてもらうよ。楽しみにしてる』

「永沢さんにそう云いってもらえると心強いです」

『そうだ。悪いけど、高坂に替かわってもらえるか？　まだ話が終わってないんだ』

「ああ、ちょっと待って下さい。───はい、遥人。まだ話があるって」

　抱きかかえられた体勢のまま、電話を渡される。放せと視線で訴えてみたけれど、奏汰は知らぬふりを通している。仕方なく、抱きかかえられた状態で電話に出た。

「もしもし、永沢？　ごめん、急に奏汰が出て」

『いいよ、元気な声が聞けてほっとした。で、あの企き画かくについてなんだけど、今度直じかに会って相談できないか？　この間、しそびれた話もあるし』

「いいよ。あ、でも、いまはあんまり外に出られないからな……」

『俺がお前ん家に行くよ。そのほうがいいだろ』

「そうだな。しばらく兄さんが休み取ったから、幼よう稚ち園えんのお迎むかえもないし、都合がいい日を云ってくれれば合わせるし───」

　奏汰のイタズラには極力意識を向けないようにしてやりすごしていたけれど、手が股こ間かんに伸のびてきたことには反応せざるを得なかった。ズボンの縫ぬい目をなぞるように指先が滑すべっていき、やんわりと撫でられる。　>>>♥

（ったく、こいつは…！）

　ぐっと歯を食くい縛しばって怒ど鳴なりたい気持ちを抑え、その代わりに肘ひじを背後の奏汰の腹に叩き込んだ。

「う…っ」

　不意打ちだったためか、奏汰はもろにダメージを受けたようだった。

『う？』

「あー、ごめん、永沢。そろそろ切らないと。奏汰が病院に行く時間なんだ。送っていかないとならなくて」

　電話を切らなければ、益やく体たいもないイタズラは終わらないだろう。奏汰の行動理由は『ヤキモチ』だ。やむなく、それらしい理由で切り上げることにした。

『そうか、わかった。時間ないときに悪いな。怪我のほうはお大事に』

「また今度連れん絡らくするから」

『ん、待ってる』

　電話がちゃんと切れたのを確かく認にんしてから、大きく息を吸い込む。そして、首だけ後ろに向けて怒鳴りつけた。

「奏汰、いい加減にしろ！　電話中にあんなことするなんて、何考えてるんだ」

「遥人のこと」

　しゃあしゃあと斜ななめ上の答えを返され、目眩めまいを覚える。

「そういうことを訊きいてるんじゃ───ひゃ…っ」

　いきなり耳の後ろを舐なめられ、間ま抜ぬけな声を上げてしまう。自分でも思わぬ反応に、思わず赤くなる。

「遥人、心臓ばくばくいってる」

「気のせいだ」

　あれだけ撫で回されて、ヘンなところを舐められれば、脈みやく拍はくだっておかしくなるに決まってる。だけど、動どう揺ようしてると思われたくなくて、口先ではごまかしてしまう。

「ふぅん？　耳も赤い気がするけど」

　揶や揄ゆしながら、耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみし、耳じ殻かくを舌先でなぞってくる。ぞくぞくとした甘いおののきは、増していくばかりだ。

「やめ、や、くすぐったいって…！」

「くすぐったいだけ？」

「知るかそんなこと……っあ！」

　皮膚の薄うすい部分をキツく吸い上げられた瞬しゆん間かん、抗あらがうことのできない震ふるえが背筋を走り、反射的に奏汰をはね除のけてしまった。

「痛っ」

　奏汰は顔を顰しかめ、包帯を巻いた腕うでを押さえて俯うつむいた。咄嗟のことだったので、当たりどころが悪かったのかもしれない。

（しまった……！）

　治りかけとは云え、完治したわけじゃない。また傷口が開いてしまったら大変だ。

「ご、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶか、奏───」

「隙すきあり」

「……っ!?」

　奏汰を心配したのに、油断した隙を突つかれて唇をかすめ取られてしまった。咄嗟に口元を手で覆おおったけれど、いまさらもう遅おそい。一いつ瞬しゆんのことだったのに、その感かん触しよくや温度が生々しく唇に残っている。遥人は手の甲こうでごしごしと擦こすって、奏汰の痕こん跡せきを消そうとする。

「この程度のことに引っかかるなよ。もうほとんど傷が塞ふさがってるの知ってるだろ」

「え…偉えらそうに云うな！」

　引っかけた当人に、尤もつともらしく忠告などされたくない。腹いせに足の甲を踵かかとで思い切り踏ふみつけてやった。

「いっ……」

　今度は本気で痛かったらしい。思い切り顔を顰めているが、自じ業ごう自得だ。

「悪ふざけが過ぎる。これ以上何かするつもりなら、出入り禁止にするぞ」

　真顔で睨にらみつけると、奏汰の口から反省の言葉が出た。

「……悪かった。調子に乗りすぎた」

　ようやく、遥人の怒いかりが伝わったようだ。口先だけではないことを確認するために、じっと瞳ひとみを見つめる。気まずそうな表情を浮うかべながらも、奏汰は視線を逸らすことはなかった。

「反省してるなら許してやる」

「うん、ごめん」

　遥人も自分をクールダウンさせ、肩かたの力を抜ぬいた。

（まったく、手のかかる……）

　たかが電話ごときに嫉しつ妬とされていては堪らない。二十歳はたちの誕生日を迎えたくせに、子供返りしてしまったかのようだ。

　遥人が仕事をしているときは、ああいったちょっかいはかけてこないのだから不思議だ。

「電話のときくらい大人しく待ってられるだろ？」

「…………」

「まだ拗すねてるのか？　もう子供じゃないんだから、状じよう況きようくらい読めるだろう？」

「ガキだよ、遥人に比べたら。どんなにでかくなっても、追いつけやしないんだ」

「奏汰───」

　シリアスな返答に、遥人は言葉をなくした。奏汰は抱だきしめてくる腕に力を込め、肩かた口ぐちに顔を埋うずめてくる。ずきりと痛んだ胸を手で押さえる。

「俺が何したって、男として意識なんてしてくれないくせに」

「……そんなの」

　当たり前だろうと云おうとしたけれど、何故なぜか遥人の口は上手うまく動かなかった。

（どうして……）

　自分たちは叔父おじと甥おいという関係にある以上、その一線を踏み越こえるべきではない。奏汰に改めてそう云い聞かせ、思い直させるにはいい機会だ。感情のままに行動しているのは、若わか気げの至りに違ちがいない。

　だけど、どうしても次の言葉が続かない。黙だまり込んでいると、それまでちっとも緩ゆるまなかった腕がするりと解けた。

「え…？」

「もう時間か。そろそろ行ってくる」

　スイッチが切り替わったかのように、それまでの切ない表情は消え去った。テレビの中でよく見る感情の読めない顔になっている。

「行ってくるって……病院は送って行くって云っただろ？」

　ほぼペーパードライバーだけれど、近場くらいは運転して行ける。だけど、奏汰は遥人の申し出を固辞した。

「いいよ、来なくて。病院くらい一人で行ける。タクシーも呼んであるし、遥人は夕飯作ってここで待ってて」

「でも───」

「まだ週刊誌の記者がうろついてるんだよ。俺と一いつ緒しよにいたら、遥人まで面めん倒どうに巻き込まれるかもしれないだろ」

「え、マスコミには事務所のほうから各社に申し入れが行ったんだろ？」

「フリーのやつらはどうしようもない。家の周りで見かけたら通報するとは云いってあるけど、病院の前とかで見つかったら撒まくしかないからな。一人のほうが身軽だし、ああいうやつらの対応も仕事のうちだ」

「奏汰……」

　本当に一人で送り出して平気だろうか。何となく、胸むな騒さわぎがする。

「大丈夫だ、夕飯までには帰ってくる」

　そう云って奏汰は出ていったけれど、日が暮れても遥人の家には戻もどってこなかった。










「どこで油売ってんだ、あいつは」

　奏汰の携けい帯たい電話にかけても繫つながらないし、自宅にも戻っていない。マネージャーにも連れん絡らくがつかず、不安で苛いら立だちが募つのっていく。

　やきもきしながら待っていたせいで食しよく欲よくもなく、遥人のぶんの夕食も手つかずだ。

　いつもなら仕事が長引いているのだろうと思い、深く考えることはないのだが、今日の行き先は病院だ。マスコミに見つかったら撒くと云っていたけれど、もしかしたらその最中に何かあったのかもしれない。

「そうだ、病院に訊きいてみれば……」

　診しん察さつを終えた時間を訊けば、少しは状況がわかるかもしれない。病院の番号が控ひかえてあるメモを探し出し、電話の子機に手を伸のばした。

　数字ボタンを押そうとしたその瞬間、着信音が鳴り響ひびいた。反射的に通話をオンにして、呼びかけた。

「もしもし、奏汰!?」

『ごめん、連れん絡らく遅おそくて』

「何かあったのか？　事故に遭あったわけじゃないよな？　いったい、何時に帰ってくるんだ。夕飯とっくに冷めたぞ？」

　ようやく声が聞けたことにほっとして、云いたかったことを捲まくし立ててしまう。

『事故には遭ってないから心配するな。メシは食いたいけど、今日は帰れそうにない。つーか、二、三日帰れないかも』

「どういうことだよ？　怪け我がだって治ってないのに……いまどこにいるんだ？」

『事務所が用意したホテルに籠こもってる。いま戻ると、家までつけられそうなんだ。ほとぼりが冷めたら帰る』

「おい、本当に大丈夫なのか？」

　やはり、記者たちに見つかったのかもしれない。ゴシップを食くい扶ぶ持ちにしている記者は、やたらとしつこいと聞く。彼らから逃のがれるのは簡単ではないはずだ。

『もしかしたら、そっちにも記者が行くかもしれないけど、相手しなくていいから。声かけられたら警察呼ぶって云え。陽汰にも防犯ブザー持たせておくよう云っておいてくれ』

「何があったんだよ」

『大したことじゃないんだ。ちょっと油断して厄やつ介かいなことになっただけで……』

「厄介なこと？」

『とにかく、できる限り外に出るな。いいな？』

　奏汰は遥人の疑問には答えず、一方的に命じてきた。

「……わかったけど、帰ってきたら事情話せよ」

　きっと、いまは事務所のストップがかかって、詳くわしい事情を話せないのだろう。これ以上追つい及きゆうしても奏汰を困らせるだけだと判断し、問い詰つめたい気持ちをぐっと堪こらえる。

『遥人』

「何？」

『もう一度、考え直してみる』

「は？　何を？」

『遥人の云うとおり、ムキになってるだけなのかもしれない。一人で頭冷やしてみるにはいい機会だろ』

「い、いきなり何なんだよ」

　こんなときに何を云い出すのかと面めん食くらう。

『別に云っておきたかっただけ。おやすみ。俺がいなくてもちゃんとメシ食えよ』

「おい、奏汰？　待っ───」

　呼び止めたけれど、一方的に通話を切られてしまった。耳に押し当てた電話からはツーツーと無機質な音が繰くり返し聞こえてくるばかりだ。

「何なんだよ……」

　遥人の困こん惑わくした呟つぶやきは、奏汰の耳に届くことはなかった。
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　あれから丸二日、奏汰からの音おと沙さ汰たはない。もやもやとした気持ちが晴れないせいで集中できず、仕事も捗はかどらない。苛立ちは毎日のように募っていくばかりだった。マスコミ対応で雲くも隠がくれせざるを得なかったのはわかるが、家族とも連絡を絶たなくてもいいだろうに。

「せめて、元気かどうか知らせてくれればいいのに……」

　携帯電話も電源を切っているようで繫がらないし、泊とまっているホテルがどこなのかもわからない。こちらからは連絡の取りようがないのだ。

　───もう一度、考え直してみる。

　奏汰自身のことも気になっているけれど、それ以上に、あの言葉が遥人の胸に引っかかっていた。考え直すと云っていたのは、遥人への気持ちのことだ。

　本当に家族に対する愛情以上のものなのか、自分に問い直すつもりなのだろう。奏汰が自らそう云い出したことは歓かん迎げいすべきことだ。それなのに、何故なぜか遥人は落ち着かない気分になっていた。焦しよう燥そう感かんに似た名前のわからない感情が、あの日からずっと胸の中で渦うず巻まいている。

「……一休みするか」

　仕事机を離はなれ、一息入れるためにキッチンへ立つ。気分が乗らないまま、机に向かい続けていても効率は上がらない。

　インスタントコーヒーを淹いれてから、淋さびしさを紛まぎらわすためにテレビをつけた。いまの時間は料理番組をやっているはずだとチャンネルを変えていたら、いきなり奏汰の名前が飛び込んできた。

『高坂奏汰さんと云ったら、いま飛ぶ鳥を落とす勢いの俳優さんですが、何と熱愛が発覚しました！』

「え!?」

　一いつ瞬しゆん、自分たちのことがバレたのかと思って血の気が引きかけたけれど、さすがにそれはありえないとすぐに考え直した。二人で表に出たことはないし、そもそも、奏汰の気持ちを受け入れてはいないのだから『熱愛』には当てはまらない。

　いったい何をスクープされたのかと音量を上げ、テレビの画面を注視する。この番組は生放送のワイドショーのはずだ。

『お相手は映画で共演した中なか園ぞの茉ま莉り奈なさんとのこと。明日発売の週刊女性ナインでのスクープ記事なんですが、先日の強ごう盗とう事件で負った怪我の治ち療りようのために通っている病院に、お二人で現れたそうなんです！　この記事が本当なら、ビッグカップル誕生ですね』

「噓うそだろ……」

　画面に映ったモノクロの写真には、奏汰と中園という女優が並んで歩く様子が写されていた。どちらもサングラスはかけているけれど、男性のほうが奏汰だということはわかる。

　服装から察するに、最後に顔を見たあの日のことだ。帰って来られなくなったのは、この写真を撮とられたからなのだろう。

「俺には一人で行けるって云いったくせに……っ」

　送られることを固辞したのに、病院では共演した女優と会っていたことを知り、だんだんとムカムカしてきた。

　番組はご丁てい寧ねいにも奏汰と中園の宣材写真を用意して、その横にプロフィールまでつけている。

『どちらもいまが旬しゆんの方じゃないですか』

『撮影で意気投合して、仲が深まっていったと記事にはあります。目もく撃げきした方によれば、中園さんの高坂さんを気き遣づかう様子は、さながら長年連れ添そった夫ふう婦ふのようだったとのこと。今後の展開が楽しみですね！』

『いまの若い方は電でん撃げき結けつ婚こんもありえますからね～』

　コメンテーターの下世話な発言にも腹が立つ。彼らのやりとりが見ていられなくて、遥人はテレビを消した。

　本人に一言云いたくて携けい帯たい電話にかけてみたけれど、やはり奏汰は出なかった。それで引き下がるのも悔くやしくて、『可愛かわいい子でよかったな！』と短いメッセージを送る。

（人のこと散々振ふり回しておいて……っ）

　これでは、思い悩なやんでいた自分がバカみたいだ。すでに気持ちが移ろっておいて、考え直すも何もない。

　ぶつぶつと悪態をついていたら、インターホンが鳴った。まさか、記者にこの家を嗅かぎつけられたのではないだろうかと不安に思いながらカメラの映像を見たら、来客は永沢だった。

　今日は永沢が夕方に訪ねてくるのを忘れていた。

　映画についての相談のためだが、いま外で食事するとなると人目が気になって落ち着かないだろうということで、遥人の家に招くことにしたのだ。

『俺だ。すまん、着くの早すぎた』

「いま開けるからちょっと待ってて」

　エントランスのオートロックを解かい錠じようし、招き入れると、慌あわてて手近なところを片づけ始める。整理できないものはクローゼットにそのまま押し込み、何とか体てい裁さいを取り繕つくろって迎むかえ入れた。

「いらっしゃい」

「お邪じや魔まします。何か疲つかれてるみたいだけど、仕事してたのか？」

「ま、まあね」

「いいワイン見つけたから、一いつ緒しよに飲もうと思って持ってきた。つまみもてきとうに買ってきたから、あとで開けようぜ。今日は飲んでも平気だろ？」

「ありがとう。わざわざ悪いな」

　ワインは好きだけれど、泥でい酔すいしたあの夜のことを考えるといささか気が引ける。自宅だからと飲みすぎないよう心がけなければ。

「俺だってメシ食わしてもらうんだから、気にすんなよ」

「でも、俺の作る料理なんて大したことないぞ？」

　得意料理はカレーやハンバーグなど、子供の好きなものばかりだ。一応、あとは火を入れるだけですむよう下ごしらえはしているけれど、口の肥えた友人に満足してもらえる出来かどうかわからない。

「いいんだよ、お前の手料理が食えるだけで嬉うれしいんだから」

「何だよ、煽おだてても何も出ないからな。あ、いま、コーヒー淹いれるからてきとうに座ってて」

　手て土産みやげを持ってきた客にインスタントを出すのもどうかと思い、ドリップの用意をする。やかんを火にかけながら、ふと気になったことを問いかけた。

「永沢、今日は会社は直帰で出てきたのか？」

「何云ってんだ、いまはゴールデンウィークだろ」

「あっ、そうか」

　在宅仕事な上、陽汰のお迎えもしていないせいで、曜日の感覚がすっかり抜ぬけ落ちていた。そういえば、今日は幼よう稚ち園えんの親子遠足の日だ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何だかいつも以上にぼんやりしてるみたいだけど」

「……実は奏汰と連れん絡らく取れなくて。あいつももう二十歳はたちだし、心配することないってわかってるんだけど、どうしても気になって……」

　永沢相手に見み栄えを張っても仕方がないと、素す直なおに胸の内を吐と露ろする。

「実家にいるんじゃないのか？」

「一さき昨昨日おとといまでウチにいたんだけど、外出したときに記者に見つかったらしくて、それきり帰ってこないんだ。さっきテレビつけたらワイドショーで取り上げられてるし……」

「ああ、奏汰の熱愛発覚ってやつか。俺も出がけに見たよ」

「全然知らなかったから、テレビつけて驚おどろいたよ。ウチの奏汰があんなのに出るなんて考えたこともなかった」

　もやもやした気分を消そうと空笑いを浮うかべるけれど、胸に何か閊つかえているみたいで気分は晴れない。

「そりゃ、いま人気急きゆう上じよう昇しよう中の高坂奏汰のネタなら、各社飛びつくだろ」

「事務所が用意したホテルに籠こもってるらしくて、連絡がつかないんだ。どうしてるのかだけでも知りたいんだけど、何か事情知らないか？」

　映画会社でプロデューサーをしている永沢なら、何かしら裏事情を知っているかもしれない。そんな期待も込めて訊きいてみたけれど、申し訳なさそうな答えが返ってきただけだった。

「俺はあの企き画かくには関かかわってないからなあ。あとであれのプロデューサーに訊いてみるよ」

「頼たのむ」

　沸わいたお湯をコーヒー粉の上にゆっくり注いでいく。耐たい熱ねつガラスのポットに落ちていく液体を見つめながら、遥人は重いため息を吐ついた。

（だいたい、何でこんなに嫌いやな気持ちになってるんだろう）

　叔父おじと甥おいなんて不毛なだけだ。現実を見て考え直せ。そんなふうに散々云ってきたくせに、奏汰が他ほかの人へ目を向けたことを、何故なぜか心の底から喜べない。

　鬱うつ々うつとした気持ちで自問していたら、永沢がいつの間にか隣となりに立っていた。

「永沢？　コーヒーならすぐ持ってくから、座って待っててくれれば───」

「俺じゃダメか？」

「は？」

　何のことかわからず、永沢の顔を見つめて何度も目を瞬またたく。理解の追いつかない遥人に、永沢は言葉を重ねた。

「高坂が好きだ」

「え……えええええ!?　な、何云って、いきなりそんな」

「いきなりじゃない。大学のときからずっと好きだった」

「大学のときから……」

　永沢には彼女もいたし、ノーマルだと信じていた。自分のことをそんなふうに想おもっていただなんて、考えたこともなかった。ゲイだと告白したときだって温かく受け入れてくれたけれど、そういった好意を持っている素そ振ぶりなど、永沢は少しも見せなかった。

「最初は友人として好きなんだと自分でも思ってたけどな。男の恋こい人びとがいるって知って、そのときにやっと自分の気持ちに気づいたよ。そいつと別れたって聞いたとき、チャンスだと思ったけど、もう少しだけ待とうと思ったんだ」

「どうして？」

「だって、あの頃ころのお前は仕事と甥っ子の世話で手て一いつ杯ぱいだっただろ。だから、ある程度手がかからなくなるまでは待つことにしたんだよ」

「ごめん、全然、気づかなかった……」

　何と返せばいいのかわからず、呆ぼう然ぜんと事実を告げる。まさに寝ね耳みみに水だ。遥人の反応に、永沢は苦笑いを浮かべた。

「本気で気づいてなかったんだな。奏汰にはずっと牽けん制せいされてたのに」

「えっ!?　牽制って、奏汰が？」

「いっつも俺とお前の間に入ってきてただろ。この間、夜にここに来たときなんかあからさまだったじゃないか」

「永沢と気が合ってるからだと……」

　二人は年ねん齢れいは離はなれているけれど、同じ業界にいるもの同士でウマがあっているのだろうと思っていた。

「ボケるにもほどがあるぞ、高坂。ま、そこがお前のいいところなんだけどな」

　今度は肩かたを揺ゆらして笑われ、ぐっと言葉に詰つまる。自分の知らないところで二人の攻こう防ぼうがあったのかと思うと、微び妙みような気分になる。

「本当はあの日に告白するつもりだったんだ。気づかれて、追い払はらわれたけどな。───奏汰にはもう告白された？」

「……っ、それは……」

　いくら永沢とは云いえ、それを話すわけにはいかない。見み透すかされてるとしても、言葉にはできないこともある。

「答えられないってことはされたんだな」

「────」

「俺にしとけよ。あいつのことを大事にしてるのは知ってる。けど、甥で芸能人なんて、障害が多すぎる。絶対苦労する」

「俺は別に……っ」

　奏汰への気持ちが叔父としてのものを越こえていることを前提とした話しぶりに焦あせる。

「いいよ、隠かくさないで。何年、お前のこと見てたと思ってるんだ。お前自身が気づいてなくても、俺は知ってる」

「お前……」

　永沢は何もかもわかった上で、自分を選べと云っているのだ。

（俺はどうしたらいいんだろう）

　一番の友人だと思っていた相手に告白されただけでなく、自分でもまだはっきりとしない気持ちを指し摘てきされたのだ。混乱しないわけがない。

「迷ってるなら、俺を選べよ。大切にするから」

「あ……っ」

　一いつ瞬しゆんの迷いを見み抜ぬかれ、抱だきしめられた。その腕うでから逃のがれなければと思うのに、体が強こわ張ばって動かない。

「高坂」

　永沢の顔が近づいてくる。いっそ、受け入れてしまったほうが楽になるかもしれない。そうも思ったけれど、唇くちびるに吐と息いきがかかった瞬しゆん間かん、強い違い和わ感かんを覚えた。

「永沢、やっぱり俺、」

　無理だ、と云おうとした遥人の言葉を遮さえぎるように、剣けん吞のんな声が聞こえてきた。

「遥人!?」

「奏汰───」

「遥人から離れろ!!」

　突とつ然ぜん現れた奏汰に呆然としていると、永沢から勢いよく引き剝はがされた。奏汰の背中に庇かばわれるように押しやられる。　>>>♥

「俺がいない間に何してんだ！」

「何って、大人の話だよ。邪じや魔ましないでもらえないか？」

「永沢さんこそ、奏汰に手ぇ出すのやめて下さい。遥人は二十年前から俺のものなんで」

「それは君が勝手に云ってることだろう。高坂がそれを認めたことはあるのか？」

「……っ」

　痛いところを突つかれた奏汰が一瞬怯ひるんだ。その隙すきを突いて、永沢が畳たたみかけるように捲まくし立てる。

「君は高坂に甘えすぎだ。何でも許してもらえると思ってるのかもしれないが、高坂がどんな気持ちになるか、行動する前に考えてるか？」

「か、考えてるに決まってるだろ」

「じゃあ、女優とのスクープを撮とられて、それを高坂が目にしたときどう思うかも考えてたって云うのか？」

「あれは交こう換かん条件で仕方なく」

「それだって、元は君のわがままが招いたことだろう。自分の気持ちばかり優先させて、後先を考えてない。それってどうなんだ？」

「────」

「反論もできないくせに、偉えらそうなこと云うなよ」

　こんなに冷ややかな顔をする永沢も、やり込められて黙だまっている奏汰も初めて見た。

　永沢は大きく息を吐き、遥人のほうを向いた。

「この際だ、本人に選んでもらおうか。高坂、どうしたい？　俺か、奏汰か……どっちも選ばないって選せん択たく肢しもあるけど」

「え、あ……俺は……」

　奏汰も永沢の提案を受け入れたのか、異議は申し立てなかった。

　二人にじっと見つめられた遥人は狼狽うろたえ、視線を泳がせた。いますぐにどちらかを選べと云われても、簡単なことではない。

（何か、ドラマみたいだ）

　まさか、自分が絵に描かいたような修しゆ羅ら場ばの真ん中に置かれるとは思ってもみなかった。焦る気持ちとはうらはらに、妙みように冷静な自分もいる。

　いきなり、どちらかの手を取るのは難しい。だけど、ただ一つたしかなことがある。

「……ごめん、永沢。お前のことは大事な友達だ。だから、恋人にはなれないよ」

　唇が触ふれそうになった瞬間に気がついた。人として尊敬しているし、好意も抱いだいている。けれど、その気持ちが恋れん愛あいのそれに変わることはない。

　遥人の言葉に、永沢は小さく息を吞のんだ。そして、淋さびしそうな笑えみを浮うかべた。わかっていたよと云わんばかりの表情に、何とも云えない気持ちになる。

「そうか……」

「でも───」

　自信を持って奏汰を選んだわけではない。そう云おうとした遥人の唇を、永沢はまっすぐに伸のばした人差し指で封ふうじた。

「その先は俺に云わなくていい。残りの二択たくは、二人で考えるんだな」

「永沢……」

「今日は帰るよ。落ち着いたら、また飲みに行こうな」

　永沢はぽんと遥人の肩を叩たたき、踵きびすを返した。追いかけられる状じよう況きようではないと自分に云い聞かせ、踏ふみ出しそうになる足に力を込める。やがて、玄げん関かんのドアが閉まる音が聞こえた。

「…………」

　二人きりになり、気まずい沈ちん黙もくがのしかかってくる。

（こんなところで何やってんだろ……）

　狭せまいキッチンで男三人、傍はたから見たらさぞかしおかしな図だっただろう。振ふり回されている自分があまりに滑こつ稽けいで、戸と惑まどいはだんだんと怒いかりに変わっていった。

「……どうしたらいいんだよ」

「遥人？」

「俺は何を信じたらいいんだ？　俺のことが好きだって云いながら、考え直すとか云って連れん絡らくつかなくなるし、心配してたら女優とスクープされたりして、それが交換条件だって？　いったい、何が本当なわけ？」

　溜たまりに溜まった苛いら立だちが爆ばく発はつした。

「あれはやらせだ。映画の宣伝のための話題作りだよ。云っておいただろう、面めん倒どうなことがあるって。病院で撮られたのは、彼女に待ち伏ぶせされたんだ。目立つところで待ってろって事務所に指示されたんだと」

「…………」

「もしつき合ってたとして、隠しておきたかったらあんな目立つ場所を二人で歩いたりなんかするわけないだろう。事件のことを知って、上手うまく利用しようとでも考えたんだろ」

　たしかにあんなところを有名人二人で歩いていたら、マスコミに撮って下さいと云っているようなものだ。けれど、それならそうと表に出る前に説明しておけばいい。

「だったら、電話かけてきたときに云いえばいいだろ？」

「もしかしたら、記事が差し替かえられるかもしれないって思ったんだよ。余計な心配はかけたくなかったんだ」

「何も云ってくれないほうが心配するってわからなかったのか!?」

「そうやって心配されるから黙ってたんだ！　好きな相手にカッコつけたいって思って何が悪いんだよ!?」

　もどかしそうに云い返され、遥人は押し黙った。奏汰だって悩なやんでいたに違ちがいない。どんなに長い時間共に過ごしてきたとしても、相手の気持ちがわからないときもある。大事に思えば思うほど、自信がなくなったり、不安に感じたりするものだ。

「俺も訊ききたいことあるんだけど」

「何だよ」

「あのメールってヤキモチ焼いたってことでいいんだよな？」

「ちが…っ」

「違わないだろ」

　心の中ではもう自分の気持ちをはっきりと自覚している。けれど、それを口に出す勇気はまだ持てなかった。

　奏汰はそんな遥人の胸の内を察しているようで、明確な答えは求めてこなかった。

「いまは云えなくてもいい。遥人が云えないぶん、俺が云うから」

「……っ」

「好きだ。ずっと、遥人だけが好きなんだ」

　急に間合いを詰つめられ、至近距きよ離りで見つめられる。

「か、奏汰……」

「黙って」

「んん……っ」

　短く命じられたあと、荒あら々あらしく唇くちびるを塞ふさがれた。捻ねじ込まれた舌に、口こう腔こうを蹂じゆう躙りんされる。

「んん…っ、ン、ぅん」

　逃にげを打つ舌を搦からめ捕とられ、吸い上げられる。ぞくぞくとおののく背中を搔かき抱かれ、唇を貪むさぼられた。くずおれてしまいそうになる体を支えるため、遥人も奏汰にしがみつく。

（───そうだ……）

　あの夜の自棄やけ酒ざけの理由にやっと気がついた。

　出かける前に見ていた奏汰が主演のドラマでキスシーンがあったのだ。

　大人びた顔でヒロインに情熱的に迫せまり、強ごう引いんに口づけた奏汰の姿に苛立ちとも怒りともつかない感情が湧わき上がってきたのだ。

　そのときは自分の感情の理由がわからず、ストーリー構成に納なつ得とくがいかないせいだろうと思っていたけれど、もしかしてあれは『嫉しつ妬と』だったのだろうか。

　無自覚だったけれど、とうの昔に『男』として意識していたらしい。自分の鈍にぶさに我ながら呆あきれてしまう。

「今夜抱くって決めたから」

「え？　わっ、か、奏汰!?」

　力の入らない体を抱き上げられて寝しん室しつに連れて行かれ、ベッドに下ろされた。そのまま組み敷しかれ、真上から見下ろされる。

「ほ、本気か？」

「結けつ婚こんには初夜がつきものだろ？」

「待て、待った！　ちょっと待て！」

「もう十五年も待った。本気で嫌いやなら殴なぐって逃げろよ。そうしたら、俺も諦あきらめがつく」

「……っ」

　奏汰の云うとおり、殴ってでも止めるべきなのかもしれない。けれど、どうしても遥人の手は動かなかった。幼い頃ころから奏汰に手を上げたことはない。だけど、それだけが理由なら、せめてもう少しくらいは抵てい抗こうできるはずだ。なのに、遥人の手足は固まったままだ。

「できないなら、このまま抱くぞ」

「か、奏汰───」

　鋭するどい視線に射いすくめられる。金かな縛しばりにあった遥人の首筋に、奏汰は獣けもののように嚙かみついてきた。引き千切りそうな荒々しい手つきでボタンを外されたシャツが開かれる。

　剝むき出しになった鎖さ骨こつに歯を立てられ、硬かたくなった乳ち首くびに吸いつかれた。ぞくりとおののいた自分の体に、急に頭が冷えた。今夜一線を越こえてしまったら、もう引き返せない。

「やっぱり、こんなのダメだ……っ」

「何で？　俺が甥おいだから？」

「そうだよ！　俺たちがこんなことしていいはずがない…っ」

　血の繫つながりは、どうやっても変えることはできない。

「誰だれにも許されなくたっていい。俺は遥人さえいればいい」

「……ッ」

「全部、俺のせいにしろよ。何があっても責任は俺が取るから」

　もう逃げられない───そう本能でわかってしまった。射すくめられた体は、どうしようもないほど熱くなっている。

「だから、俺のものにしていいだろ？」

　少し甘えるような声こわ音ねに、遥人はダメだと云うことができなかった。










　奏汰はほぼ自室となっている客間に遥人を引っ張り込むと、飢うえた獣のように搔き抱いだいてきた。服は荒々しく剝はぎ取られ、制止する間もなく、体中余すところなく口づけられた。

　その激しさに戸惑い、逃げ出したくなったけれど、奏汰がそれを許すわけもなく、あっという間に体の自由を奪うばわれた。

　しかし、拘こう束そくされているわけではない。四し肢しに力が入らないだけだ。

「や、あ、あ……っ」

　昂たかぶりに絡からみつく舌はまるで生き物のように纏まとわりつき、先せん端たんから滲にじむ体液を舐なめ啜すする。そんな刺し激げき的な光景を見ていることができず、遥人は熱い吐と息いきを零こぼしながら顔を背そむけた。

「も、やだ……っ、や、ぁあっ」

　あちこち弄いじり回された過か敏びんになった体は、執しつ拗ような愛あい撫ぶに蕩とろけきっている。さっきからしつこく舐めねぶられている自身は限界まで張り詰め、痛いほどに脈打っていた。

「いまやめたらもっと辛つらいだろ」

「あ、ん…っ、もう苦し……っ」

　強すぎる快感が苦痛と紙かみ一ひと重えだということを初めて知った。気持ちよすぎてどうにかなってしまいそうだ。

「じゃあ、一回出したら？」

「だから、放せって……！」

　一いつ旦たん、ピリオドを打てれば少しは楽になるだろう。だけど、この状態では嫌だ。いまさら往生際ぎわが悪いと云われそうだけれど、恥はずかしすぎる。

「恥ずかしい？　それこそ、いまさらだろ」

　遥人の気持ちを見み抜ぬいた奏汰はそう呟つぶやいたあと、遥人のものを喉のどの奥深くまで飲み込んだ。唇で締しめつけられ、先端を舌先で抉えぐられる。

　遥人のささやかな抵抗など呆あつ気けなく崩くずされてしまい、されるがままに感じてしまう。言葉にできないほどの快感に、遥人はかぶりを振ふった。

「ひぁ…っ、あ、ああ…っ」

　絡められた指に扱しごかれながら、一ひと際きわキツく吸い上げられる。遥人の意地が敵かなうはずもなく、堪こらえていた衝しよう動どうに負けてしまった。

　体を大きく震ふるわせながら、奏汰の口腔に欲よく望ぼうを放ってしまう。奏汰は当然のような顔でそれを嚥えん下かし、残ざん滓しすら啜り上げる。俺のものにすると宣言したとおり、奏汰は遥人を貪り尽つくす気なのだろう。

「はっ……あ……」

　ようやく欲望を手放すことができ、頭の中が真っ白になる。手でイカされたときとは比べものにならないほどの快感だった。

　迎むかえたばかりの絶頂に肩かたを上下させて息を切らしていたら、奏汰がサイドボードに手を伸のばしているのが目に入った。何をしているのかと頭を浮うかせると、見慣れないものが引き出しから出てきた。

「……何だ、それ」

　そのパッケージに目をこらすけれど、これまで見たことがない。

「潤じゆん滑かつ剤ざい」

　奏汰の短い呟きにチューブ状のそれが専用のジェルだということがわかった。

「何でそんなものがあるんだ!?」

「遥人に痛い思いをさせたくなかったから」

「そうじゃなくて…っ」

「ああ、目的じゃなくて理由？　そんなの決まってるだろ。いつか絶対に、遥人を俺のものにするつもりだったから」

「なっ……」

　そのために前々から準備してあったのかと思うと、逆にこっちが恥ずかしくなってくる。無ぶ愛あい想そうな顔の下で、いったいどんな妄もう想そうを繰くり広ひろげていたのだろうか。

「やり方は調べてきたんだけど、痛かったら云いって」

「云ったらやめてくれるのか？」

「それは無理。痛くないように何とかする」

　身勝手な云いぶんに呆あきれてしまうが、一応は気を遣つかってくれているようだ。

「冷たいけど、少し我が慢まんして」

「ひぁ…っ」

　冷たいジェルが足の間にたっぷりと塗ぬりたくられる。その冷たさにびくんっと体が跳はねた。強こわ張ばる遥人にかまうことなく、後ろの窄すぼまりを探さぐってきた。

「ん……っ」

　熱で溶とけたジェルの滑ぬめりを借りて、指先が遥人の中に入り込んできた。覚かく悟ごしていたよりは抵抗感なく進んでいくが、いまはまだ指一本が限界だ。

　奏汰は何度も抜ぬき差しを重ね、中を探る指を増やした。そのせいで少しキツくなった。

「こっち意識して」

「や……っ!?」

　奏汰は後ろを弄りながら、遥人の昂ぶりにジェルを塗りつけてくる。そして、ぬるぬると擦こすり始めた。

「あ…っ、や、あ」

　徐じよ々じよに与あたえ続けられる愛撫に慣れていき、体が弛し緩かんしていく。体内を搔かき回す指の動きも、大だい胆たんになっていった。

「んっ、あ、あっ、ぁん」

　内ない壁へきをぐりぐりと指で押され、上うわ擦ずった声が上がった。聞いたことのないようなあられもない自分の声に、耳を塞ふさぎたくなる。

　快感に溺おぼれていくに従って、現実感が薄うすくなっていく。まるで、夢の中にいるような気分だ。

「なあ、入れていい？　つーか、入れたい」

　もう限界、と云いながら、奏汰は自らのズボンのウエストを寛くつろげる。下着の中から現れた屹きつ立りつはすでに反り返るほどに張り詰つめていた。

「何見てんの？」

「べ、別に…っ」

　慌あわてて目を逸そらしたけれど、しっかり見てしまった。初めて見るわけでもないのに、ドキドキしてしまうのは、これから何をされるのか知っているからだ。

　指だけでもキツかったのに、あんな大きさのものが簡単に入るとは思えない。

　男に抱かれた経験がないわけではないけれど、それも数年前のことだ。昔、つき合っていた相手とは体を重ねても挿そう入にゆうまでいくことはほとんどなかった。

「いい？」

「……うん」

　おずおずと頷うなずくと、奏汰は自らの昂ぶりにジェルを塗り、遥人の足の間に擦りつけてきた。熱く、張り詰めた感かん触しよくに覚悟を決める。次の瞬しゆん間かん、屹立の先端が押し入ってきた。

「くっ……」

　侵しん入にゆうしてきたその圧あつ迫ぱく感かんに、遥人は歯を食くい縛しばる。思っていたほどの痛みはないけれど、無む理り矢や理り押し開かれている苦しさは否いなめない。

「きっついな……遥人、痛い？」

「痛くは、ない……」

「じゃあ、奥まで入れるぞ」

「うん……んんっ、ん、う……」

　火傷やけどしてしまいそうな熱の塊かたまりに、体内を浸しん食しよくされていくようだった。

「もうちょっと」

「う、く……っあ」

　最後は強く突つき上げられ、びくんっと大きく仰のけ反った。全すべてを受け入れた遥人の体は、甘い痺しびれに支配され、もう自分では指一本上手うまく動かせそうにない。

　自らを奥まで捻ねじ込んだ奏汰は、遥人の上で熱い吐息を零こぼした。

「遥人の中、すげぇいい。入れただけでイキそう」

　体の内側で、熱い塊がドクドクと力強く脈打っている。それが奏汰の屹立だと思うと、それだけで目眩めまいがする。意識すればするほど、それを締めつけてしまう。

「動いていい？」

「……うん」

　小さく頷くと、繫つながった体が揺ゆすられた。

「あ…っ」

　微かすかな振しん動どうでも感じてしまう。初めは加減していた奏汰だったけれど、だんだんと衝動を抑おさえられなくなってきたのか、動きが荒あらくなってきた。

「あっ、あ、もっと、ゆっくり……っ」

「無理、もう止まらない」

　尾びてい骨こつのあたりから駆かけ上がってくる快感に、全身の緊きん張ちようが解けてくる。そのお陰かげで締めつけも緩ゆるみ、突き上げは抽ちゆう挿そうに変わっていった。

　ベッドの上でずり上がっていく体を引き寄せられ、腰こしを摑つかんで抉るように穿うがたれる。濃のう厚こうになっていく空気の中に、二人ぶんの吐と息いきが溶けていった。

「や、あ、あ…っ」

　腰を送り込まれるたび、たっぷりと使われたジェルが卑ひ猥わいに音を立てる。繰り返される抜き差しは、遥人の体も理性も蕩とろけさせていく。

（セックスってこんなに気持ちよかったっけ……？）

　記き憶おくに残る経験は、もっと義務的なものだった気がする。相手が奏汰だからなのか、こんな快感を覚えるのは生まれて初めてだった。

「はっ…あ、あ、あ……っ」

「……っ」　>>>♥

　覆おおい被かぶさり、荒い息を嚙かみ殺している奏汰の顔を見上げる。

「あ、ん、あっ、そこ……っ」

「ここ？」

「ぁあ…っ、あ、あ、んん…ッ」

「ふぅん、遥人はこの角度がいいんだ？」

「あ…っ、は、あ、ぁあ……っ」

　奏汰は遥人の感じやすい場所をすぐに覚え、集中的に責め立ててくる。激しい律動に、お互たがいの体が離はなれてしまいそうな不安を覚え、遥人は奏汰の首にしがみついた。

「ん、あ、」

「好きだよ、遥人」

「────」

　囁ささやきに答える替かわりに、初めて自分から口づけた。言葉にする勇気はまだ持てない。衝しよう動どうのままに舌を絡からめ合い、お互いの熱を交わらせる。キツく舌を吸い上げられ、脳天が痺れた。

　密着したまま体を揺さぶられると、相手の腹で濡ぬれた自身が擦こすれてしまう。蕩けきった体はどんな刺し激げきにも感じてしまい、噓うそみたいな気持ちよさに啜すすり泣なく。

「あっあ、や、も、いく……っ」

「俺もイキそう」

　限界を訴うつたえると、腰を穿つ律動は荒あら々あらしさを増した。がくがくと揺さぶられ、ひっきりなしに嬌きよう声せいが上がる。

「あ…っ、あっ、あっ、ああっ」

　ぐっと内壁を抉えぐるように突き上げられた瞬間、意識が飛んだ。びくびくと下か肢しを震ふるわせながら、欲よく望ぼうを爆はぜさせる。生暖かい濡れた感触が腹部に散った。

「……っ」

　遥人の絶頂を追うように、奏汰も息を詰めた。深く入り込んだ屹立が大きく震えたのを感じ取った直後、どさりと大きな体が落ちてきた。汗あせばむ体と鼓こ動どうが重なり合う。

　罪悪感と背中合わせの幸せを感じながら、奏汰の体を抱だきしめた。認めるのが怖こわくて逃にげ回っていたけれど、自分もずっと欲ほつしていたのだと改めて実感する。

　どんな種類の愛情なのかは、未いまだによくわからない。けれど、奏汰を誰だれにも渡わたしたくないという狂くるおしいほどの独どく占せん欲よくは本物だ。

「……奏汰」

「ん？」

「何でもない」

　慈いつくしむような笑えみに胸が締しめつけられる。泣きたいような気持ちを堪こらえ、遥人は奏汰の背中を搔き抱いだいた。
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「いいところだな。でも、本当に借りちゃってよかったのか？」

　二人きりの二泊はく三日の小旅行で夏の終わりに訪おとずれたのは、奏汰が知人から借りることになった別べつ荘そうだ。所有者は、何と映画監かん督とくの上杉浩市だ。旅行に行きたいけれど、どこに行っても目立ってしまうと愚ぐ痴ちったら、いいところがあると云いって貸してくれたらしい。

　カーナビの案内で辿たどり着いた白しら樺かばの林の中に佇たたずむ白しら壁かべの建物は、絵本の中に出てきてもおかしくはない可愛かわいらしい家だった。あたりは静かで、風の音と鳥のさえずりくらいしか聞こえてこない。

「監督のほうから貸してくれたんだから、遠えん慮りよしなくていいだろ。とっとと掃そう除じして、メシにしようぜ」

「ちょ、ちょっと待てって」

　先に別荘の中に入っていってしまった奏汰を慌あわてて追いかける。

「お邪じや魔まします……」

　奏汰は次々にカーテンを開け、雨戸を上げていく。一気に光と風が室内に入ってきた。明るくなった室内には、センスのいいアンティークな家具が配置されていた。

　掃除が条件とは云え、室内はさほど汚よごれていない。埃ほこりを払はらって、掃そう除じ機きをかければずいぶん綺き麗れいになるだろう。

　大手不動産会社管理の別べつ荘そう地ちなだけあって、家の周りの草くさ刈かりもしてあったし、手をかけるところはほとんどない。

「そうだ、地下の編集室には入るなって云ってた。すげえ機材がいっぱい置いてあるらしい」

「へえ、編集室なんてあるのか」

「趣しゆ味みのものはここで編集するんだと。けど、最近は忙いそがしくて、来る暇ひまなかったみたいだな。いまはあれの最終チェックをしてるみたいだ」

　あれと云うのは、『かなたくんの約束』のことだ。奏汰はむくれたけれど、やはり主役は陽汰が演じることになった。

　その代わり、原作をアレンジしたシナリオになり、大人になった『かなた』が大事なものを思い出すために魔ま法ほうをかけられて子供になり、冒ぼう険けんに出るという設定がつけ加えられた。

　撮さつ影えいは夏休みを利用して行われ、無事クランクアップした。

　陽汰まで役者になりたいと云い出したらどうしようかと心配していたけれど、撮影のあまりの大変さに「もういい」と云っている。愚痴一つ零こぼさずにハードスケジュールをこなしている兄を改めて尊敬したらしい。

「そういえば、陽汰には何て云って出てきたんだ？」

「何も云ってない」

「え!?」

「あいつに遥人と旅行に行くって云ったら、一いつ緒しよに来るって云うに決まってるだろ。だから、寝ねてるうちにこっそり出てきた。父さんが何とかしてくれてるだろ」

「……帰ったらうるさいだろうな……」

　どうして自分を置いていったのだと責められるに違ちがいない。帰り際ぎわ、機き嫌げんを取るための土産みやげを買うのを忘れないようにしなければ。

　そもそも、今回の旅行は奏汰の強い希望によるものだ。

　最近、遥人と奏汰の関係が以前と少し違うことに気づいているのか、陽汰が甘ったれになっている。いい雰ふん囲い気きになったところで邪魔をされることも多く、奏汰が「二人きりになれるところに行きたい」とキレた。

　三ヶ月、休みなしのハードスケジュールをこなしてオフをもぎ取ってきた奏汰のがんばりを無下にはできなくて、希望どおり二人だけの旅行に来たというわけだ。

「ここにいる間は俺のことだけ考えろって云っただろ」

「奏汰……。いい加減、弟に嫉しつ妬とするのやめたらどうだ？」

　内ない緒しよの恋こい人びと同士になってから、奏汰の独占欲は一層酷ひどくなった。奏汰が大人げない行動を取るから、陽汰もムキになって絡んでくる悪あく循じゆん環かんに気づいてもらいたい。

「あいつが一番油断ならない。あと十年もしたら、何云い出すかわからないだろ」

「十年経たったら、俺がいくつになると思ってるんだ」

「歳なんて関係ない。遥人が五十になろうが六十になろうが、誰にも渡すつもりはない」

「ずいぶん先の話だな」

　そんな将来のことまで考えているとは思わず、つい笑ってしまった。すると、笑われた奏汰がムッとした顔をする。

「遥人は呆あきれてるかもしれないけど、俺は本気だ」

「呆れてるわけじゃないよ。ちょっと驚おどろいただけ」

　それと同時に、嬉うれしかった。この関係がいつまで続くだろうかと、少しだけ不安だったから。

「そんな先のことは置いといて、まずは目の前のことをやらないとな」

「そうだな。掃除道具は納なん戸どに入ってるって云ってた。たしか廊ろう下かの突つき当たりだって……」

　リビングから出ていこうとする奏汰の服の裾すそを摑つかんで引き留める。

「遥人？」

「掃除の前に、ようやく二人きりになったんだからキスくらいしとかない？」

　気き恥はずかしさを堪えながらそう云うと、奏汰は一いつ瞬しゆん面めん食くらい、そして、表情を和やわらげた。

「そうだな」

　奏汰は遥人の腰こしを引き、唇くちびるを寄せる。キスの寸前、遥人はそっと目を閉じた。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　年が明けたばかりの現在、冷え込む日が続いておりますが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　この春は、花粉の量が去年の五倍だの十倍だのと云いわれていて、いまからどうなることかと心の底から怯おびえております。花粉のないところに逃とう亡ぼうしたいです……。




　さて、『絵本作家の恋』をお手に取っていただき、ありがとうございました！

　今回は攻せめが俳優、受が絵本作家になっております。男で年上で、しかも叔父おじだし……と悩なやむ受を、勢いと執しゆう着ちやくで年下の攻が押しまくる話になりました。

　またかと思われそうですが、年下わんこ攻が好きなんですよねぇ（苦笑）。幼よう稚ち園えん児じの弟と真しん剣けんに張り合ってるところとか、書いててとても楽しかったです！

　前作『映画監督の恋』とはほんのちょっと繫つながってて、奏汰が出演している映画を撮とっている監督が上杉だったりします。

　原げん稿こうを書きながら、ロケの長期出張中は直哉と毎晩電話してるんだろうな～とか裏側を妄もう想そうしたりしてました。未読の方は、よろしければこちらも読んでみて下さいね！




　お世話になりました皆様にお礼を。

　今回も陸裕千景子先生にはお世話になりました！　ご多た忙ぼうな中、素す敵てきなイラストをありがとうございました。キャララフの奏汰がカッコよくて、ついニヤニヤしてしまいました。

　担当様もありがとうございました。相変わらずお忙いそがしそうですが、たまにはゆっくり休んで下さいね！




　お手紙や年賀状を下さいました皆様もありがとうございました！　戴いただける感想が何よりの励はげみです。よろしければ、一言でかまいませんのでご意見ご感想をお寄せ下さいませ。




　ではでは、最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♡




　　二〇一一年一月


藤崎　都　　
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